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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「飲み会の幹事、頼みたいんだけど」




　そう室むろ見み立りつ華かが言い出したのは四月も終わりかけのある日のことだった。

「……はい？」

　工こう兵へいは長机の椅い子すに腰かけたまま、ＰＣから顔を上げた。怪け訝げんな口く調ちようになったのはまったくもって室見の言葉が唐突だったからだ。なんの脈絡もなく、前振りもなく、あたかも「今日きようはいい天気ね」とでもつぶやくように室見は言った。ちなみにそれ以前、一時間以上彼女は口を利いていない。ただ黙もく々もくとラボルームで作業を続けていただけだ。

　彼女は不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを吊つり上げた。

「飲み会よ飲み会、あんた大学とかでやったことあるでしょ」

「いや……まぁそれはありますけど」

　いきなりどうしたというのだろう。何か飲み会の誘いでも来たのか？　メールで。プライベートの知り合いとかから。しばらく考えた後、ふっと思いつく。ああ……ひょっとして。

「コンパですか？」

　期待に満ちた表情で訊たずねる。

　室見の知り合い＝多た分ぶん女性。

　女性陣からの誘いで男性に幹事を頼む＝合コン。

　そういう完かん璧ぺきな思考回路だったのだが。

「なんであんたとコンパしなきゃいけないのよ、馬ば鹿かじゃないの」

　侮ぶ蔑べつも露あらわな口調で一刀両断された。

　視し線せんに氷のような光がある。もともと整ととのった顔立ちだけに、そういう表情をすると本当に近寄りがたい雰囲気となる。工兵は真ま面じ目めに凹へこんでうつむいた。

　室見はふんと鼻を鳴らした。長く綺き麗れいな髪を片手で後ろに流す。

「部署の飲み会よ。私とあんた、あと藤ふじ崎さきさん、カモメはマストで。あとはまぁ参加できる人間を適当に見み繕つくろう感じで」

「はぁ……」

　会社の飲み会か。

　それならそうと最初から言ってくれればよいのに。だいたい、この人はいつも一言、二言足りないのだ。機械や技術の説明をさせれば驚おどろくほど理り路ろ整せい然ぜんと話すのに、普ふ段だんの言動はまったくもって不親切。しかも気分屋で絶望的なまでの人見知り。コミュニケーション下べ手たという言葉がこれほど似合う人間も珍しい。

　工兵はちらと上うわ目め遣づかいに室見をうかがった。

　相変わらず綺麗な少女だった。背は低い。立ち上がったところで工兵の胸程度しかないだろう。細い指も、ほのかに色づいた頰ほおも、艶つややかな桜さくら色いろの唇も、全すべてがミニチュアサイズで精せい緻ちな人形のように思える。

　華きや奢しやな身体からだは萌もえ黄ぎ色いろのチュニックブラウスに包まれ、タータンのミニスカートから針金のような脚が伸びていた。黙だまって座っていれば良家の子女、深窓の令れい嬢じようにしか見えないだろう。だがその実態はスルガシステム随一の武ぶ闘とう派はエンジニア、システムエンジニアリング部のネットワーク技術担当にして工こう兵へいの上司だった。

（上司……上司なんだよなぁ）

　外見だけなら本当に子供にしか見えない。よくて中学生──十代前半というところだ。ちなみに実じつ年ねん齢れいは不明、他ほかの人間に訊きいてもみんな一様に口をつぐむ。工兵的スルガシステム七なな不ふ思し議ぎの一つだった。

　まぁ……いいや。

　今更上司の妙ちきりんさを憂うれえていてもしょうがない。えーっと、なんだっけ──飲み会の幹事？

「構いませんけど、──部署飲みってなんの会ですか？」

「あんたの歓迎会」




　ぶっ！




「な、なんで自分の歓迎会を自分で企画しなきゃいけないんですか!?　意味分かんないんですけど!?」

「いや、だってほら……私含めて、あんた以外の人間はみんな忙しいし──」

「言ってるそばから何ヤフオクやってるんですか！　あ、それ朝に欲しいとか言ってたブーツ！　ずっと画面に張りついてたんですか!?」

「ずっとじゃないわ、ほんの三時間三十分よ」

「始業時間からずっとじゃねぇか！」

　ちなみに現時刻は十三時、スルガシステムの始業は午前九時半である。

　工兵の剣けん幕まくに、室むろ見みは鬱うつ陶とうしそうな様よう子すで顔を上げた。椅い子すに座ったまま舌打ちする。

「……ったく、ごちゃごちゃうるさいわね。みんなであんたの歓迎会出てあげるって言ってるのに、何が不満なのよ」

「何逆ギレしてるんですか!?　普通ありえないでしょ、自分で自分のおめでとう会企画するとか無む茶ちや苦く茶ちや寂しい人みたいじゃないですか！」

「しかも当日みんなドタキャンとか」

「いじめだ！」

　ひどすぎる。一体自分が何をしたというのだ。泣くぞ、本気で。

　余程情けない表情をしていたのだろう、室むろ見みは溜ため息いきをついて口く調ちようをあらためた。

「あのね……別に嫌いやがらせで言ってるわけじゃないの、これも仕事の一つ。ＯＪＴの一いつ環かんよ」

「………？」

　わけが分からずきょとんとしていると、室見はしかつめらしい顔で眉まゆ根ねを寄せた。

「飲み会ってのはね、会社の仕事にも通じる教訓の宝庫なの。予算の調ちよう整せい、スケジュール管理、飲み会参加者のコントロール。どれも実際の案件──プロジェクト管理に直結する内容よ。あんたも将来的にはＰＭ（プロジェクトマネージャー）として案件を回していくんだから、こういう機き会かいを利用して仕事のエッセンスを学んでいって欲しいの」

「だ、だからって何も自分の歓迎会じゃなくても」

「馬ば鹿かね、自分の歓迎会だからいいんじゃない」

　室見は小さな胸を張った。

「普通の幹事で経けい験けんできるのはホスト側──案件でいうと受注者の立場だけでしょ。でも自分の歓迎会ならクライアントの立場も経験できる。何をされると心ここ地ちよいか、自分自身で感じながら飲み会を企画できる。こんなチャンス、滅めつ多たにないわよ」

「………」

　なんだろう、非常にうさんくさい理屈だが筋は通っている。

　………。

　まぁ……いいか。

　一いつ瞬しゆん首を捻ひねりかけたが、どのみち仕事というなら自分に拒否権はない。黙だまって指示に従うだけだ。

　それに歓迎会という以上こちらの支払いは無しなのだろう。タダ酒が飲めると思えば少々の手間を惜しむ理由はなかった。

「分かりました。──それで？　店とか開始時間はこっちで決めちゃっていいんですか。他ほかの人達の都合を訊きいて」

「うん、そうね。桜さくら坂ざかのセンスに任せるから、いいようにやっといて」

　センス……センスねぇ。

　室見さんの言うセンスのよい居酒屋ってどんなのだろう？　だが質問しようと思った時にはもう室見は作業を再開していた。必要なことは全すべて伝えたとばかりに、ＰＣに向き直りキーを叩たたいている。

　なんか……最近の室見さん本当に忙しそうだな。

　工兵は鼻の頭を搔かいた。

　先週くらいから心なし口数が少なくなっているように思える。工兵の日報にしても以前なら一行一行赤を入れ返してきたが、最近は「まぁいいんじゃない？」とざっくりした感想で終わっていた。

　大きな作業でも控えているのかな？

　首を傾かしげながら自席に着く。

　まぁ本当に立て込んでいたら、こないだの堀ほり留どめ証しよう券けんじゃないけど自分にも指示が下りてくるだろう。何も言われていないということはまだ室むろ見み一人ひとりでさばけているのか。

　余計なことは言わない、首をつっこまない。──

　安易に口を挟んだ挙げ句、新規のタスクを押しつけられたらたまったものじゃない。ただでさえ自分の抱えている締しめ切きりは多いのだ。これ以上やることを増やされたら本当に首が回らなくなる。

（とりあえず目先の仕事を片づけて、──飲み会のことはそれからかな）

　あとから考えてみれば、この時もう少し室見の案件について情報を集めておけばあそこまで事態がこじれることはなかったのかもしれない。彼女の異常を察し藤ふじ崎さきさんにでも話を訊きいていたら。……

　だが工こう兵へいは神ならぬ身で、他人のことを気にしていられるほど余裕があるわけでもなかった。

　さて──と、集中集中。

　彼はＰＣのロックを外すと中断していた作業を再開した。




　桜さくら坂ざか工兵がスルガシステムに入社して今週で丸一ヶ月となる。その間色々──本当に色々なことがあった。

　ネットワーク機き器きの設定に検証作業、顧こ客きやくヒアリングにデータセンターＤＣ現地作業オンサイト。何日も終電帰りを続け、時には会社へ泊まり込むこともあった。例のトラブル──堀留証券の一件が片づいてからは放置気味だった作業を片づけつつ新規の依頼にも対応し、それこそ寝る間も惜しむようにして仕事をこなしてきた。

　自分が少し前まで学生だったとは信じられないほど密度の濃こい日々だった。もう無理だ、限界だと何度も思いかけ、一時は（丁ちよう度ど堀留証券の案件に関かかわっていた頃ころだ）辞表までしたためかけた。だが慣なれというのは恐ろしいものだ。限界寸前の仕事をこなす度たび、無む茶ちや振ぶりとも思えるタスクを消化する度、辛つらさに対する感覚が少しずつ麻ま痺ひしていく。前にあれだけの仕事ができたんだからあと少しくらい、あと一作業くらいとこなせていく。

　もちろん楽になったわけではない。休み明け──月げつ曜よう日びの朝の憂ゆう鬱うつさといったら処刑場に赴おもむく罪人のような気分だ。それでも「しょうがないか」と思える程度にはなってきた。仕事なんだし、たまに──ごく希まれにではあるが「面おも白しろい」と思えることもあるし。

　周囲の人間に恵まれているのも大きいだろう。

　藤崎も、室見も、カモメも。

　社長から降ってくる案件を注意深くフィルターし工兵に割り当ててくれる。頑張ればなんとかできるギリギリのところで仕事量を調ちよう整せいしてくれる。

　いやまぁ。

　一度カモメが『百ひやく姓しようは生かさぬよう殺さぬよう。百姓と胡ご麻まの油は絞れば絞るほど出てくるものよね』とか気になることを言っていたが。概おおむね今の境遇に不満はない。歓迎会もやってくれるらしいし。幹事、自分だけど。

（幹事、……幹事か）

　休きゆう憩けいスペースの自じ販はん機きで缶コーヒーを買いながら工こう兵へいは独りごちた。

　大学のゼミは酒好きの集まりでそれ故に飲み会の数も多かった。新年会、学期はじめ祝い、新人歓迎会、ゴールデンウィーク前特別飲み会、さよならゴールデンウィーク飲み会、梅つ雨ゆ払ばらい飲み会、とりあえず暑いのでビアガーデン──などなど。

　ただ幹事はそういうのを得意とする人間が率先してやっていたため、工兵まで回ってこなかったのだ。

　いやもちろん大ざっぱな流れは分かる。予算を決めて店を選んで全員の日程を確かく認にんして。あとは盛り上がった時のために二次会の店を見つけておいて。──

　だが細かいところは分からないし、何より今回は会社の飲み会だ。学生飲みとは異なる常じよう識しきやマナーがあるのかもしれない。

（カモメさんに訊きいてみるかな）

　缶をあおりながらそう思う。

　丁ちよう度ど作業も一区切りついた。室むろ見みは自分の仕事に没頭しているし、少しくらいラボに戻るのが遅れても構わないだろう。

　オフィスに戻ると折よくカモメがコピー機の横から歩いてくるところだった。何か書類をプリントアウトしていたのか、片手に紙の束を持っている。

「あ、カモメさん」

「あら、工兵君」

　カモメは顔を上げるとにっこり微笑ほほえんだ。細い身体からだをスキニージーンズと白いシャツに包み濃のう紺こんのエプロンを身につけている。なんというか、眩まぶしいくらいに健康的な雰囲気だった。笑うと薄うす紅べに色いろの唇が綻ほころび真珠のように白い前歯がこぼれる。二つに分けた長い黒髪が肩の上で揺れていた。

「ちょうどよかった、少し訊きたいことがあって」

「あたしに？」

　カモメは目をぱちくりさせた。

「立りつ華かちゃんのスリーサイズなら上から８０、５４、８０よ」

「そんなこと訊いてません！」

　いきなり何を言い出すんだこの人は！　業務時間中に。ていうか胸８０もあるのか？　あの体型で？　それはまた意外な──

「ちなみに今の数字は本人の希望を加味してるから、正解が知りたかったら自分で計ってみてね」

「なんの意味もない情報ですね！」

　あと計ったら最後、自分の社会人キャリアは確かく実じつに終わります。

「訊ききたいのはですね。部署飲みの幹事ってどうやるものなのか、アドバイスが欲しくって」

「部署飲み？」

　工こう兵へいはこくりとうなずいた。

「予算がどのくらいとか、店のランクとか、あと皆さん食べられないものがあればそこらへんの情報を……。僕、幹事って初めてなんで」

「それは……まぁもちろん教えられるけど」

　カモメは怪け訝げんそうな表情になった。

「なんの飲み会？　工兵君が幹事するなんて」

「僕の歓迎会だそうです」

「歓迎会？　誰だれの？」

「だから僕の」

　言いながら不安になってくる。え、ひょっとして話が通っていない？　自分で自分の歓迎会を企画する図ずう々ずうしい奴やつだと思われている？

　カモメはこくりと首を傾かしげた。

「なんで工兵君がそんなことやってるの？」

「なんでって」

　工兵は室むろ見みの指示をかいつまんで説明した。飲み会幹事とプロジェクト管理には共通する要素があること、ＯＪＴの一いつ環かんとして今回の仕事を任されたこと、特に自分の歓迎会を主催することでクライアント・ホストそれぞれの立場を経けい験けんできること。

　だが全すべてを説明するやカモメは露ろ骨こつに「あちゃー」という表情になった。

「えーっと工兵君。落ち着いて、気を確たしかにもって聞いて欲しいんだけど」

「なんですか？」

「怒らないでね」

「？　なんで怒るんですか。僕はいつも冷静沈着がモットーですよ」

「本当に怒らない？」

「怒りませんよ、ていうか僕、誰かに本気で腹を立てたことなんてないですから」

「──その飲み会の幹事、藤ふじ崎さきさんが立りつ華かちゃんにやるよう指示したやつだから」

「あの女ぶっ殺す！」

　血相を変え踵きびすを返した瞬しゆん間かん、襟えり首くびをつかまれた。くるりと向き直らされカモメと目め線せんを合わせられる。彼女は口元だけにこやかに、双そう眸ぼうから笑えみを消して言った。

「怒らないでね？」

「……はい」

　柔らかに押し殺した口く調ちようって初めて聞いた。……怖こえぇ。

　カモメは工こう兵へいの襟えりから手を離はなすと溜ため息いきをついた。「しょうがないなぁ、立りつ華かちゃんも」と小声でつぶやく。

「苦手なのは分かるけど、飲み会の主しゆ賓ひんに幹事押しつけるなんて。今回は人数も少ないからあの子でもできると思ったのに」

「苦手？　室むろ見みさんが……幹事をですか？」

　カモメはうなずいた。

「あの子、昔一度幹事やろうとして。大失敗したことがあってね」

　大失敗……。

　また不ふ穏おん当とうな言葉だった。

「飲み屋で暴あばれたりしたんですか？」

「ううん、もうそれ以前の問題で」

　カモメは周囲をうかがうと片手を口に添えた。

「ネットで何軒か店を選んでね。そのうち一軒を下見に行ったの、よさそうならそのまま予約しちゃうつもりで。そうしたら中学生と間違われて入り口で追い返されて」

　うわ。

「それでもめげずにもう一度行ったら警けい察さつよばれて」

　げ。

「補ほ導どうされて学校の名前訊きかれた挙げ句に、保ほ護ご者しやを呼べと言われて」

　げげ。

「慌ててあたしと藤ふじ崎さきさんで迎えに行ったんだけど、その時にはもう警察官と取っ組み合いの喧けん嘩かを始めてて」

　げげげげ。

「いやあ、あと少し遅れてたら間違いなく留置場送りになってたわね、あの子。あははは」

「笑いごとじゃないですよ！　それ!?」

　何やってるんだ、あの人！　客だけじゃなく公権力にまで喧嘩売っているのか!?

　……いやまぁ、彼女の怒りも分からないではないが。おそらくどれだけ社会人だと主張しても聞き入れてもらえなかったのだろう。社員証を出してもロクに見ることなく突き返されたら自分だってムカっとなる。──だからと言って警官に殴りかかるかどうかは別問題だが。

「以来、どうもトラウマになってるみたいでねー、あの子飲み会の幹事とか全然やりたがらないのよ」

「そりゃそうでしょうね……」

　カモメは腕組みをした。

「まぁ、だからって自分の仕事を工こう兵へい君に押しつけてよいことにはならないし。あたしから言っとこうか？　立りつ華かちゃんに」

「いえ……」

　工兵はしばらく考えてから首を振った。

「いいですよ、室むろ見みさんも色々忙しいみたいですし。僕もこの機き会かいに会社の飲みについて勉強しておきたいですから。室見さんにはまた別の機会に借りを返してもらいます」

「そう？　ならいいけど──」

　カモメは複雑そうな表情だった。工兵は重くなった雰囲気を払ふつ拭しよくするように口く調ちようを切り替えた。

「それより幹事のやり方教えてもらえます？　忙しければあとでもいいですけど」

「うん？　大丈夫よー。丁ちよう度ど今、直近の仕事終わらせたところだから。……そうね、立ち話もなんだしあたしの席で話そっか」

　カモメに誘われるままデスクに赴おもむく。隣となりのパーティションから椅い子すを引き寄せちょこんと腰かけた。カモメはマウスを動かし画面のロックを外した。

「工兵君は幹事の経けい験けんあるの？　学生時代とか」

「いえ、……飲み会は結構行ってたんですけど」

　カモメは「ふぅむ」と小鼻をひくつかせ、考える表情になった。

「じゃあまず基本からね。最初にやることは面子メンツ決めと日程調ちよう整せい、人数が多くなると全員の予定あわせるのも難むずかしくなるから、まずはみんなが一番空いてそうな日程を調しらべるの」

　工兵は胸ポケットからメモ帳を取り出した。ペンを握り、一言たりとも聞き漏らすまいと耳を傾ける。

「一人ひとり一人ひとり訊きいていくのもありだけど、できるだけ手間をかけずに進めた方がいいから、あたしならこうやって調べるかな」

　液晶ディスプレイに表計算ソフトが起動する。カモメは縦たての列に部員の名前、先頭行に日付を入力していった。

「この表を共有サーバに置いて、みんなに入力してもらうよう依頼するの。編へん集しゆうしたらその旨むね連絡してくださいって付け加えて。そうすれば待っているだけで候補日のリストができ上がるでしょ？　あとはリストを見て一番参加者の多い日程を選べばいいだけ。……あ、まぁ藤ふじ崎さきさんとか立華ちゃんとか必ず出て欲しい人はいるだろうから、そこは押えた上でね」
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　なるほど──

「スケジューラ使って調べる手もあるけど、仕事の予定に混ぜ込まれるの嫌いやがる人もいるから、私はこの方法が好きかなー」

　うなずきながらメモ帳に表を転記する。やっぱり訊いてよかった。この手の社交的な話ならカモメに勝る相そう談だん相手はない。ちなみにスケジューラというのはウェブブラウザで他社員の予定が確かく認にん・調ちよう整せいできるシステムだ。……うん、ここ一ヶ月で大分会社の用語にも慣なれてきたぞ。成長、成長っと。

　カモメは工こう兵へいのメモが終わるのを待って説明を続けた。

「面子メンツが決まったら次はお店ね。うちの会社ならだいたい一人ひとり頭あたま五千円の予算で選んでおけば大丈夫。飲み放題つきで４９８０円のコースとか結構あるはずだから。そういう居酒屋をネットで探すの。チェーンなら五ご大たい陸りくとか土と風ふ炉ろとかあの価格帯。ていうか迷ったらもうそのあたりの店でいいと思う」

「チェーン……でもいいんですか？」

　もっときちんとした──レストランや料理店じゃなくていいんだろうか。会社の行事なのに。

「接待じゃないんだし、社内飲みはそんなに気合入れなくて大丈夫よー。あくまで仕事とは別、楽しむためにやるものだから」

　へぇ……。

　そういうものなのか。

「割り勘比率はどうすればいいんですか？　こっちで勝手に決めちゃっていいんですか？」

「うん。だいたい課か員いんの１・５〜２倍になるよう上長の支払いを計算すればいいかな。今回だと──」

　カモメは電卓を取り上げ慣なれた手つきでキーを叩たたいた。

「五人参加として一人ひとり頭あたま五千円、計二万五千でうち工こう兵へい君はゲストだからロハ、残りの四人で二万五千を負担するから藤ふじ崎さきさんが八千、他ほかの課か員いんを五千七百にすると丁ちよう度どいい感じね」

　ほうほう。

「あとは一応割り勘のプランを立てたら藤崎さんに見せること。余分に払うこと自体ノーとは言われないはずだけど、いくら払うか分からない飲み会に呼ばれるのって不安じゃない？　だから事前にこのくらいの支払いになりますけどいいですかーってネゴっとくと『あ、この子気が利くな』って思われるから」

「はははぁ」

　工兵は感嘆した。

　さすがというかなんというか、自分が知りたかったところを過不足なく教えてくれる。ありがたいことこの上ない。っていうか、もうほとんどカモメに計画を立ててもらっちゃっている気もするけど。──まぁいいか。

　工兵は頭を下げた。

「ありがとうございます、とりあえず出欠表作って飲み会の日取りを決めてみます。カモメさんは今週来週で都合の悪い日ってあります？」

「んー？　特にないよー。工兵君のためなら大抵の用事は調ちよう整せいするし」

「え……」

　心しん臓ぞうが高鳴る。

　今、さりげにドキリとするようなこと言わなかった？　この人。

　工兵君のためなら。工兵君のためなら。工兵君のためなら。

　いやだ……噓うそ、どうしよう。

「あたし、会社の飲み会ってほとんど参加しないから。歓迎会くらい出ておかないと工兵君と飲む機き会かいももうないだろうし。今回はなるべく都合をつけて──って、あれどうしたの？　泣きそうな顔して」

「なんでも……ないです」

　顔を伏せながら蚊かの鳴くような声でつぶやく。ですよね……そのくらいの存在ですよね、自分なんて。

「──ま、とにかく」

　カモメは椅い子すを回すと工兵に向き直った。目め尻じりを緩ゆるめ柔らかな笑えみを浮かべる。

「身内の会なんだし、失敗を気にせず色々試してみればいいんじゃないかなー。分からないことがあったらまた相そう談だんに乗るから、頑張ってね」

　そう言うと、カモメは裏拳で軽く工兵の胸を叩いた。




　──午後十一時。

　ようやく今日きよう一日の仕事を終わらせた。ラボルームの椅い子すに座ったまま小さく伸びをする。凝こり固まった筋肉をほぐすように工こう兵へいはゆっくり肩を回した。

　直近のタスクは終わらせ明日あしたの作業も準備した。飲み会についても出欠表を作り記入依頼のメールを出してある。日報は書いたし、久しぶりに気分よく帰れそうだった。

「室むろ見みさん、僕そろそろ引き上げようと思いますけど。何かあります？」

　向かいの席で室見がゆらりと面おもてを上げた。

　目が据わっている。ほつれた髪が数本頰ほおにかかっていた。

「む、室見さん？」

　なんというか、三日三晩徹てつ夜やしたあとのような表情だった。

　狼狽うろたえる工兵の前で室見は「ううう」と獣けもののような唸うなり声ごえを上げた。

「ず、随分疲れてますね」

「別に──疲れちゃいないわよ」

　押し殺した声が桜さくら色いろの唇から漏れる。室見はキーボードに指を置いたまま、恨うらめしそうに工兵を睨にらんだ。

「ていうか、あんた私を置いて帰るんだ──」

「いや……やることあるなら手て伝つだいますけど」

「はっ、思い上がるのもいい加減にして欲しいわね。あんたごときに私の作業が肩代わりできるわけないでしょ」

「じゃあ帰ります」

「ふざけないで、誰だれが帰っていいと言ったの」

「どうしろっていうんですか!?」

　室見はだらりと椅子にもたれかかると、足をばたばた動かした。

「あーうー、もう。ねーむいー、つーかれーたー」

「だだっ子ですか……」

　というか、やっぱり疲れてるんじゃん……

　溜ため息いきをつく工兵の前で室見はふっと肩の力を抜いた。

「……決めた、ちょっと休きゆう憩けい」

　ノートＰＣのカバーを閉め立ち上がる。財布を取り上げ小走りに工兵のもとに駆け寄ってきた。

「行くわよ」

「行くって？　どこへです？」

「コンビニ。あんた帰りは御お茶ちやノの水みずからでしょ、途中までつきあいなさい」

　はぁ……。

　珍しいなと思う。

　室むろ見みが誰だれかと連れだって気晴らしなんて。普ふ段だんの彼女なら疲れたら適当に寝てしまうか、外に出てもすぐ用事を済ませ帰ってくるところだ。よっぽど鬱うつ々うつとしているのか。そこまで立て込んでるなら少しくらい自分に振ってくれてもいいのに。

　……って、振れるような仕事なら最初から振ってるか。

　頭を搔かきつつ室見のあとを追う。

　エレベーターを降りオフィスを出ると外はもうすっかり静まりかえっていた。明りの消えた商店街を終電間近のサラリーマンが足早に歩いていく。夜風が室見の長い髪をそよそよと揺らした。

「ん……ううーん」

　室見が大きく伸びをした。片手を突き上げ胸を反らす。──うん、やっぱり８０はないな。よくて７５、いや７０といったところか。

「……どこ見てんのよ、あんた」

「──向かいのビルって改装工事はじめたんですね、何ができるんでしょう」

「ん？　どうせどこかのオフィスでしょ。このへん裏通りだし、店作っても客入らないだろうから」

　………。

　よし、誤ご魔ま化かし成功！

　室見さんはこういう視し線せんに疎うといから、少し誤魔化せばいくらでも見放題だぜ！

　ものを拾うふりして下から見上げたりとか、書類を覗のぞき込みながら胸元を確かく認にんしたりとか。あとは……そうだな。客先訪問のあと、彼女が脱ぎ散らかしたストッキングを片づけるふりしてじっくり鑑かん賞しようしてみるとか！

　………。

　………。

　やめよう。何か人として大事なものを失っている気がする。

　だいたい自分は彼女のような子供体型になど興きよう味みないのだ。自分が好きなのはもっとこう大人おとなっぽい、そうカモメさんみたいにメリハリのきいた感じで。──




　ぷすり。




　背中にドライバーを突き刺された。

「痛い！　何するんですか!?」

　工こう兵へいは飛び上がりながら室見に向き直った。ていうか、なんでドライバーなんか持ってきてるんだ、この人!?

　室むろ見みは眉み間けんに皺しわを寄せきつい視し線せんで工こう兵へいを睨にらみつけた。

「何かいかがわしいこと考えてたでしょ、主にカモメに対して」

「なんで分かるんですか!?　……って、あ、いや、そんなこと別に思ってませんし！　変な言いがかりはやめてください！」

「はっ、確たしかにカモメはああ見えて出るところ出てるわよ。あんたが目を引かれるのも分かるわ」

「心を読まれてる!?」

　ていうか自分に対する視線は気づかないくせに、なんでカモメさんのことになるとこんなに敏感なんだ！

　室見はもう一度、高々とドライバーを振り上げた。

「カモメは私の嫁だから、ちょっかい出したら許さないわよ」

「出しません！　出しませんから！　ドライバーしまってください。お願ねがいします！」

　必死に懇こん願がんし続けると室見は渋々といった様よう子すでドライバーをしまってくれた。工兵はほうと安あん堵どの溜ため息いきを漏らした。ていうか嫁ってなんだ。

「……でも室見さん、本当に大丈夫ですか？　なんか本当に疲れてるみたいですけど。僕でよければ今からでも手て伝つだいますよ？」

「──あんたに心配されるようじゃ、私も終わってるわね」

　室見は自じ嘲ちよう気味に微笑ほほえんだ。長い睫まつ毛げを伏せ鼻から息を抜く。

「大丈夫よ、ちょっと立て込んでるだけだから、あと少しすれば片がつくはずよ」

「……ならいいんですけど」

　こういう時に他人を頼らないんだよな、この人は。よく言えば責任感が強い、悪く言えばなんでも抱え込み自分を追い込んでしまう。

　藤ふじ崎さきさん曰いわく、そういう彼女をサポートするのも工兵の役目ということだった。だが技術力の差はいかんともしがたい。今の自分では満足に彼女を助けることもできなかった。

　……勉強して勉強して、とにかく一日でも早く実力を身につけるしかないか。

　決意も新たに顔を上げる。その時、視界に見覚えのある看板が飛び込んできた。

「あ──」

　立ち止まりながら室見の袖そでをつかむ。

　急に引き留めたせいだろう、室見がバランスを崩し転びそうになる。彼女は振り向き様、眦まなじりを急な角度で吊つり上げた。

「なにすんのよ!?」

「いえ、ちょっとあそこの店」

　通りの反対側、雑居ビルの二階に京きよう風ふう・海かい鮮せん料理と書かれた看板が見える。室見は怪け訝げんそうに小鼻をひくつかせた。

「なに？　ご飯でも食べてくつもり？」

　工こう兵へいはかぶりを振った。

「飲み会に使おうかなって思ってるんですよ、あのお店。ネットで見た限り値段も手て頃ごろで雰囲気もよさそうだったんで。ちょっと下見に寄ってもいいですか？」

「飲み会？」

「僕の歓迎会ですよ」

「………。ああ」

　なんだ今の間は。……さては忘れていたのか。自分で指示しといて。

「よければ室むろ見みさんのコメントもいただきたいんで。ついてきてもらえませんか？　僕、こういう店選ぶのって初めてですから」

「……しょうがないわねぇ」

　不承不承といった様よう子すで室見がうなずく。だが頼りにされたのがまんざらでもないのか、口元がむずむず動いている。

「まぁ私くらい飲み会幹事のプロともなれば、少し入っただけで店の善よし悪あしが分かるものだけどね」

「ですよねー」

　あとからゴチャゴチャ言われないためとは口が裂けても言えない。しかし……プロとはまた大きく出たな。

「ちなみに今までいくつくらい幹事をこなしてきたんですか？」

「ひゃ、百回くらいかしら」

「一番大きい会は何人くらい出席者がいたんです？」

「千人は下らなかったわね！」

「………」

　悲しくなってきた。やめよう、これ以上室見さんをいじるのは。

　階段を上り、踊り場の入り口から店内を覗のぞき込む。オレンジ色の照明が木製のテーブルとカウンターを照らしていた。月げつ曜ようのためか人の姿は少ない。受付に足を踏み入れると軽やかなチャイムが鳴り作さ務む衣え姿の店員が出てきた。

「いらっしゃいませ、二名様ですか」

「あ、いえ。ちょっと飲み会の下見に来たんですけど」

「はい、お日にちと人数をうかがってもよろしいでしょうか」

　慣なれた様子で予約確かく認にんのバインダーを取り出す。……って、まだ予約するとは言ってないんだけど。……まぁ、見たところそんな写真の雰囲気ともかけ離はなれてないみたいだし。──いいかな？　ここで決めちゃっても。

　工兵は携帯のメモを開いた。えーっと日程は──と。

「五月一日の金きん曜よう日び、人数は……四人です」

「四名様」

「はい」

　工兵はうなずく。

　結局、室むろ見みに藤ふじ崎さき・カモメ・工こう兵へいといういつもの面子メンツに落ち着いていた。他ほかのＳＥ部員にも声をかけてみたものの、客先常じよう駐ちゆうの人間が多いらしくアフター５の予定は入れづらいとのことだった。……まぁ若干寂しい気がしないでもないが、人数が少ない分日程調ちよう整せいはしやすかった。あと割り勘の計算も。

「予算は二万五千で。──あとネットで見たんですけど盛りだくさんプランっていうの使えますか？　飲み放題を二時間半に延長できるっていう」

　店員は少し考えてから小首を傾かしげた。

「そちらでも可能ですが、今ならこちらの──歓迎会プランの方がお得ですよ。飲み放題つきで三時間まで延長できますし」

「あ、じゃあそちらで」

　そんなプランあるんだ。ネットには載ってなかったから新しくできたのかな？　やっぱり直接来てみてよかった。

「こちらメニューは選択可能になっていまして、先付けとサラダ、メインのお料理をこちらからお選びいただけます。おまかせでも大丈夫ですが、お選びになりますか？」

「そうですね、じゃあ」

　メニューを覗のぞき込み視し線せんを走らせる。

　なるほど、結構色々選べるんだな。先付けだけでも八種類ある。ほうれん草のおひたし、だし巻き卵、きんぴらごぼう。そうだな、この中だったら──

「これ」

　不意にすぐそばで声が上がった。

　見れば室見がレジカウンターに取りつきメニューを指さしている。小さな爪つめの下にはツナの和あえ物ものが描かれていた。

「これに決まってるでしょ、何も迷うことないわ」

　自信たっぷりにそう言った。

　瞬しゆん間かん、ひやりと冷たいものが背筋を走る。

　あれ……？　何か自分、ミスった？　連れてきちゃいけない人を連れてきてしまったような──

「ちょ……ちょっと室見さん」

　だが声をかけるより先に室見は店員との会話を引き取っていた。

「サラダはどうしましょう」

「ツナコーンサラダで」

「メインのお料理は」

「大根とツナの煮物」

「食後のデザートは？」

「ツナとキノコのキッシュ」

「何か追加のご注文は」

「ツナ入りマヨネーズとほくほくポテトのピッツァ」

　呆ぼう然ぜんとする工こう兵へいの前で室むろ見みは振り向き満面の笑えみを浮かべた。

　鼻息も荒く、ギラギラした眼がん光こうで工兵を見る。

「桜さくら坂ざか、いいわねこのお店！　気に入ったわ！」

　心底嬉うれしそうな口く調ちようだった。というかもう──今更メニューを変えましょうと言ったらぶち殺されそうなくらい狂気を孕はらんだ目つきだった。

　えーっと……。

　工兵は無言のまま頰ほおを引きつらせる。

　すみません、なんでこの店こんなにツナ料理が充実してるんですか？　メインディッシュに大根とツナの煮物とか、ありえないだろう普通。……え？　ひょっとして海かい鮮せん料理の海鮮ってツナのこと？

「ではこちらのプランで五月一日、四名様お待ちしてますね」

　店員がにこやかな口調で言う。工兵は天を仰いだ。
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　飲み会幹事にとって一番困ることはなんだろう。

　出欠の返事が集まらないこと？　参加者に食べ物の好き嫌いがあること？　それとも場の雰囲気が盛り上がらないこと？

　なるほど確たしかにどれも悩ましい問題だ。

　だが今言ったようなことはなんとでもなる。出欠の返事がなければ電話をかけて聞き出せばいい。食べ物の好き嫌い？　取り分けて配ればいいだけだ。場の雰囲気？　他人任せにせず自分で話を盛り上げればいい。

　いずれも頑張り次第で解決できる問題。

　だが──

　だがしかし。

　どうにもならない事態というのは確かに存在する。

　たとえて言うなら……そう。

　当日になっていきなり参加者が増えるとか。

「なんだなんだこの店は！　えらく狭いじゃないか。おい桜小路君、どうなっとるんだ。幹事としてガツンと店に言ってやらんか！　ガツンと」

「いやぁ本当に狭いねぇ、ここ。まぁ僕は女性陣と肩を寄せ合えて嬉うれしいけど。……って、これセクハラ発言かな。いけないいけない。あ、店員さん、ビールもう一杯ね」

　個室のテーブル席。本来なら四人用として準備された部へ屋やになぜか人ひと影かげは六つある。うち四人については考えるまでもない。藤ふじ崎さき、カモメ、室むろ見み、それに工こう兵へいだ。問題は残りの二人ふたり。禿はげ頭あたまのちょび髭ひげを生はやした中年男性と、ロン毛に細面の優やさ男おとこ。

「しゃ、社長、来られるなら来られると仰おつしやっていただければ。席くらい準備しておきましたのに」

　藤崎の言葉に禿頭の男──六ろつ本ぽん松まつは「んん？」と片かた眉まゆを持ち上げた。

「行くと言ってなかったか？　私は」

「忙しいから無理と断ってましたよ、社長。ほら本当なら今日きようは打ちっ放しに行く予定だったじゃないですか。Ｂ商事の宮みや沢ざわ部長と」

　ロン毛の優男──総務の採用担当がのんびりした口く調ちようで答える。

「で、宮沢部長から急用が入ったと連絡あって。それで『じゃあ桜さくら坂ざか君の歓迎会でも行くか』って、そんな感じだったじゃないですか」

「おうそうか！　それはすまんかった。しかしそれはともかくこの席は狭いな、桜乃宮君。なんとかならんのか、店の人に言って」

　ええっと……。

　工兵は引きつった笑いを浮かべた。

　飲み会開始から十五分、既に個室は収拾のつかない状態となっている。

　ただでさえ狭い席に社長と採用担当が現れ、全員肩を寄せ合う姿勢になっていた。更にコース料理と別で社長がアラカルトを頼みまくったため、机に皿が溢あふれ返っている。

　室見はよほど社長と関かかわりたくないのか、我関せずとばかりにノートＰＣを立ち上げ作業に没頭していた。採用担当は隙すきさえあればカモメの肩に手を伸ばし、その度たびにひらりひらりとかわされている。

「ところで藤崎君、君最近余裕があるっぽいな」

　社長は一息にジョッキを空けると藤崎を小突いた。藤崎はぎょっとした表情で身を退ひいた。

「な、何を言ってるんですか社長。余裕なんて全然ないですよ、もう本当パッツンパツンで」

「そうかそうか、いやな、ＡＤサーバの構築を来週中にやって欲しいという依頼があってな」

「人の話を聞いてください!?　本当にまずいんですよ今！　来月頭までに上げなきゃいけないシステムがあって──」

「ああ悪いちょっと待て。電話だ。──はい、六本松です。おお、いつもお世話になってます。……はい、……はい。……ああそうですか、ありがとうございます！　ＮＡＳを３セット、全然余裕です。……え？　納期、月内で？　いけますいけます。藤ふじ崎さきってご存じでしょう。こないだメールサーバ構築させていただいたエンジニア。彼を当てますからご安心ください。なんなら今週中でもいいですよ。あっはっは」

　バタンと藤崎が泡を吹いて倒れた。通りがかった店員が悲鳴を上げて介かい抱ほうにかかる。その様よう子すを採用担当がケラケラ笑いながら眺めていた。

　ひでぇ……。

　まさに地獄絵図だった。

　寒気を覚えながら沈ちん黙もくしていると不意に両肩を抱かれた。

「工こう兵へい君、飲んでるー？」

　耳元に熱あつい吐息を吹きかけられた。慌てて振り向くとすぐ後ろにカモメの小さな顔がある。白絹のような肌からほのかな熱ねつが漏れ出していた。

「か、カモメさん!?」

　ぎょっとなって身体からだを強こわばらせる。だがカモメは腕に力を込め工兵を引き寄せた。柔らかな膨ふくらみを背中に感じ工兵はどきりとした。

「だめよー、主しゆ賓ひんがそんな暗い顔してたら。もっと楽しみましょう、ね？」

「た、楽しむって──」

　背中の感覚から意い識しきを逸そらしつつ工兵は周囲の惨状を見渡した。ごくりと唾つばを飲む。

「こんな状況でですか」

「あっははー、こんなの序の口よー。送別会とかもっと凄すごいんだから。送る方も送られる方も日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんをぶちまけ始めて」

　ひえええ……。

　絶対居合わせたくない情景だった。ていうかこんな飲み会繰くり返して、よく参加者がいなくならないな。特に藤崎さんとか──不ふ憫びんすぎる。

「で、工兵君」

　カモメは口く調ちようを改めた。顔から表情を消し工兵を見据える。

「立りつ華かちゃんとはどこまでいったの？」




　ぶっ！




「ど、ど、どこまでいったって？」

「襲おそった？」

「なに言ってんですか、あなたはー!?」

　叫んでしまってから慌てて室むろ見みの様子をうかがう。幸いにも彼女は作業に集中し、こちらのやり取りなど耳に入っていない様よう子すだった。工こう兵へいの反応が意外だったのか、カモメの目が大きく見開かれる。

「え……襲おそってないの？」

「襲うわけないでしょ！　何をどうするとそんな状況になるんですか！」

「だって狭い部へ屋やに年とし頃ごろの女の子と二人ふたりきりでいるわけでしょ。色々もよおすんじゃない？　普通」

「生々しい言い方はやめてください！　あとそんな本能の赴おもむくまま動いてたら正常な社会生活営めませんから！」

　カモメは「ちぇー」と唇を尖とがらせ身体からだを引いた。なんで不満そうなんだ……。

「でも工兵君、前に立りつ華かちゃんのこと色々気にしてたじゃない。年いくつなんですかとかあたしに訊きいてきたりして」

「あれは、だから室見さんの肩書きと見た目にギャップがありすぎたから──」

　中学生みたいな人が上司だと言って現れたら普通誰だれでもいぶかしむ。

　だがカモメはキラキラと目を輝かがやかせた。

「まだ知りたい？」

「そりゃ気にならないと言ったら噓うそになりますけど。──教えてくれるんですか？」

「ううん」

「ですよね……」

「でも工兵君が立華ちゃん襲ったら教えてあげるよ」

「なんでそうなるんですか!?」

「えー、だってそこまでいったらもうねー。一生をともにするわけだから」

「一生!?　結婚するんですか!?　自分と室むろ見みさんが！」

「ていうか今更でしょ？　工兵君、立華ちゃんのスカート無む理り矢や理り脱がせたこともあるんだし」

「人聞きの悪いこと言わないでください！」

　ＤＣ作業の時、彼女に作業用のデニムを買って着させたことがある。ミニスカートであちこちよじ登られると顧こ客きやくの手前色々まずかったからだが、こんな言い方をされるとは心外だった。いやまぁ確たしかに室見は嫌いやがっていたが、でも実際着替えさせたのはカモメだし……。

「すみませーん、飲み物のオーダーいいですかー」

　採用担当が片手を上げた。いつの間に空けたのか、机の上に空ジョッキがいくつも転がっている。

「あ、はい、はい。ただいま」

　バイトと思おぼしき店員が駆けつけてくる。まだ若い、大学生くらいの女性だった。接客に慣なれていないのか、立たち振ふる舞まいがどことなくおどおどしている。

「生二つと芋いも焼じよう酎ちゆうロック一つ、社長はウォッカでいいです？　じゃあそれストレートで。室見さんはー？」

「烏龍ウーロン茶ちやロックで」

　それ……ただの氷入り烏龍茶だよね？

　店員は小さく顎あごを持ち上げると目を泳がせた。

「えーっと、生二つと……」

「芋いも焼じよう酎ちゆうロック一つ」

「は、はい芋焼酎ロック」

「ウォッカ」

「ウォッカ……はい、はい、……えーっと」

　目当てのメニューが見つからないのか、店員はハンディターミナルを持ったままおろおろしている。……大丈夫か、この人。

　なんとか注文を取り終えると今度は空いた皿を下げにかかる。だがその仕し草ぐさがまた危なっかしかった。グラスの上に皿を重ねその上にまたジョッキを載せようとしている。いや、なんでそんな載せ方をするんだ。どう考えても危ないだろう。ひょっとして手前の食器から何も考えずに重ねていっているのか？　だとすると次は──

　店員の指がサイコロステーキの鉄板をつかんだ。脂あぶらのこびりついた鉄が照明を浴び鈍にぶく輝かがやく。だが片手が塞ふさがっている上に、重量のあるものを指先だけで運ぼうとしたから当然のごとくバランスを崩す。かちゃかちゃと不吉な音をたてて左手の食器が揺れた。一いつ瞬しゆんの間をおいて決けつ壊かい、皿とグラスが雪崩なだれを打って落下にかかる。その下には──

　………！

　室むろ見みがぽかんとした表情で顔を上げる。ノートＰＣに両手を置いたまま、呆ほうけたように口を開けていた。よほど作業に集中していたのだろう。グラスが頭を直ちよく撃げきしようとしているのにぴくりとも動かない。状況を理解できていないのか、あるいは理解できているのに身体からだがついていかないのか。

「……っ！」

　気づけば身を乗り出していた。手前の食器が倒れるのにも構わず、机へ倒れ込むようにして腕を差し出した。右手を限界ギリギリまで伸ばしグラスをつかむ。同時にもう一方の掌てのひらを広げ落下する皿を受け止めた。一枚、二枚、三枚。その上に──ぐっ、ジョッキ!?

　ガチャリ。

　───。

　身体の震ふるえを懸けん命めいに押おし止とどめ指先を確かく認にんする。

　左手に食器の山が見えた。皿回しの曲芸のように、何枚もの皿が危ういバランスで重なっている。室見は──無事だ。ノートＰＣにも被害はない。

「す、す、す、すみません！」

　店員が血相を変え工こう兵へいから食器を引き取ろうとする。騒さわぎを聞きつけた店長が店の奥から飛び出してきた。濡ぬれタオルを携え片づけにかかる。

「桜さくら坂ざか君、大丈夫!?」

　いつの間に復活していたのか、藤ふじ崎さきが悲鳴のような声をあげ駆け寄ってくる。足下の荷物をどかし、椅い子すを個室の外に退たい避ひさせ、工兵が部へ屋やから出るためのスペースを作ってくれた。

「ぼ、僕は大丈夫です。他ほかの人は」

　ジョッキを置きながらもう一度室むろ見みを見る。彼女は混乱も露あらわに両の目をしばたたいていた。だが髪や服に料理がかかった様よう子すもない。よかった。工兵はほうと溜ため息いきをついた。

「あー、ちょっと工兵君、服、服！」

　カモメの声に視し線せんを落とす。瞬しゆん間かん、彼は絶望的な呻うめきを漏らした。テーブルに乗りかかった拍子に服を料理の皿に押しつけていたらしい。ワイシャツとネクタイ、ズボンのバックルまでもが油まみれになっていた。

「ここは片づけておくから、早く洗ってきて。染みになっちゃう」

　カモメは手際よく工兵のジャケットを脱がせ濡れタオルを押しつけた。促されるまま残りの食器を預け廊下に出る。そのまま案内表示に従い店の奥──洗面所に向かった。金きん曜ようの夜のためか、店内はひどく混雑している。すれ違う人がちらちらとシャツの汚れに目を留めてきた。

　まったく……とんだ歓迎会だ。

　泣きそうになりながらトイレに入る。ネクタイとベルトを外し蛇口を捻ひねった。ちろちろと水の流れる音が洗面所に響ひびく。工兵は濡ぬれタオルで大きな汚れを落とすと丁てい寧ねいにネクタイを水洗いしていった。

　───。

　にしてもカモメさん、なんでああも自分と室見さんをくっつけたがるんだろうな……

　工兵は首を傾かしげた。

　今日きようのはさすがに冗じよう談だんだろうが、前も友達になってあげて欲しいとか言っていた。自分以外に室見の遊び相手を作ってあげたい、休日やオフ一いつ緒しよにいる人間を作ってあげたいのだと。

　なんと言うか、まるで会社以外には室見の人間関係を築く場所がない、彼女に外の世界は存在しないとでもいう風だった。

　……いや、まぁそんな馬ば鹿かな話はないにしてもだ。そもそもなぜカモメはあそこまで室見の面めん倒どうを見るのだろう？　休日を潰つぶし、体たい調ちようを気き遣づかい、時には送り迎えまで買って出て。公私を問わず室見の生活をサポートしている。単純な友情や思いやりではすまない、何かもっと深い理由があるように思えた。

　実は──姉妹とか。

　浮かびかけた考えを即座に振り払う。

　いやいや、ないだろうどう考えても。外見も、雰囲気も、目鼻立ちも。どこをとっても似てなさすぎる。だいたい身内なら別々に通っている理由が分からない。二人ふたりとも一人ひとり暮ぐらしで、勤務地も一いつ緒しよなのに。

　………。

　まぁ、考えてもしょうがないか。

　蛇口の水を止めエアタオルにネクタイをかざす。ついでシャツ。ベルトはウェットティッシュで軽く拭ぬぐいズボンに戻す。

　あらかた乾いたのを確かく認にんし、工こう兵へいはトイレを出た。

　さて、早く席に戻らなければ。あの状況で幹事不在は明らかにまずい。ただでさえ社長は店の対応に不満そうだったのだ。今いま頃ごろ何を言い出しているか分かったものでなかった。

　ハンカチをズボンのポケットに入れ、足早に廊下を戻ろうとした時だった。




　工兵はそれを見つけた。




　女の子が膝ひざを抱えていた。

　細い腕を両脚に回し太ふと股ももを胸にきつく押しつけている。服装はだぼっとしたワンピースにデニムのジャケット、ミディアムボブの髪が細い肩に流れ落ちている。額ひたいを膝頭につけているため顔はよく見えない。ただ体型と雰囲気を見る限り、自分と同じ年ねん齢れいか少し年下の女の子に思えた。

　彼女はトイレの入り口脇わきにしゃがみ込んでいた。狭い通路を塞ふさぐように座っているため、避けて進むこともままならない。

　工兵はまじまじと彼女を見下ろした。

　えーと……。

　なんでこの子、こんなところに座っているんだろう。

　トイレに行こうとして力尽きた？　だが女子トイレは男子トイレの手前だ。そこを行き過ぎて座り込む理由がよく分からない。何より彼女は左手に会計伝票を握りしめていた。用を足すのに伝票を持っていく人はいないだろう。

　工兵は鼻の頭を搔かき口元を歪ゆがめた。どうしよう、声をかけてどいてもらう？　だけどなんかあからさまに酔っぱらいっぽいし。絡まれたら嫌いやだなぁ。そう思って視し線せんを巡らす。だがしばらく待っていても店員の通りがかる気け配はいはない。しょうがない、諦あきらめて工兵は片膝を突いた。

「あの……大丈夫ですか？」

　耳元で言うと女の子は小さく身じろぎした。しばらく待っていると、ミディアムボブの頭がわずかに持ち上がった。とろんと眠たげな眼まな差ざしが工兵をとらえる。綺き麗れいな──琥こ珀はく色いろの瞳ひとみだった。化粧気のない頰ほおにほのかな朱が差している。小振りな鼻や唇、丸顔な輪りん郭かくのせいか、どこか小動物っぽい印象を受ける女の子だった。
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　彼女は怪け訝げんそうに目を細めた。

「誰だれですかあなた」

「誰……でしょうね」

　名乗ったところで特に意味があるとも思えない。だが工こう兵へいの答えが気に入らなかったのか、彼女はぱたんと顔を伏せた。

「知らない人と話しちゃいけないってお母かあさんに教わりました」

「───」

　面めん倒どうくせぇ……。

　酔っぱらいとのコミュニケーションほど疲れるものはない。工兵は溜ため息いきをつき口く調ちようをあらためた。

「わかりました、名前を言えば話を聞いてもらえますか？」

　こくりと女の子がうなずく。

「僕は桜さくら坂ざか工兵といいます。この近くで働いている会社員です。これでいいですか？」

「桜坂工兵さんなんて方と面めん識しきがないので話したくありません」

「本当に面倒くさいな！　もう！」

　思わず叫んでしまっていた。

　……いかんいかん。酔っぱらい相手に腹を立てても無意味なだけだ。

　こほんと咳せき払ばらいを一回、感情を鎮しずめ女の子を見下ろす。彼女はきゅっと足を引き寄せると膝ひざ小こ僧ぞうに顔を埋めた。

「いいんです、放っといてください。私なんか誰だれにも必要とされていないんです。デジタルテレビのリモコンについてくる青・赤・緑・黄のカラーボタンくらい無くなっても惜しまれない存在です」

「いや、あれだって使ってる人はそこそこいると思うけど──」

「私の存在がカラーボタン以下だっていうんですか!?　ふざけないでください！」

「なんでそこでマジ切れするの!?　どっちかと言えば励ましてるつもりなんだけど!?」

　ていうかフォローして欲しいのか、して欲しくないのかどっちなんだ。

　彼女は一いつ際しゆん身体からだを縮ちぢこまらせると絶望的な呻うめきを漏らした。

「ああ……ダメです、もうダメなんです。疲れました。一いつ生しよう懸けん命めいやったところで誰も彼も文句ばかり。私の頑張りなんて少しも認めてくれないんです。だったらもう死ぬだけです、死んで私の存在がどれだけ大きかったか思い知るといいんです」

「でも今死んだらただの急性アルコール中毒に思われるだけじゃ……」

「心配しないでください。こんなこともあろうかとペンを持参してきました。ここでダイイングメッセージを残し無慈悲な客や同僚を告発してやるんです」

　女の子はさらさらと伝票に何事かを書き込み床に放り捨てた。

　工こう兵へいは眉まゆ根ねを寄せて伝票を拾ってみた。




　犯人はさくらざかこうへい




「なんでだよ！」

　伝票を床に叩たたきつけ女の子を睨にらみつける。彼女はもう工兵の存在など忘れたように縮こまっていた。半ば意い固こ地じになっているのか、両腕をきつく脚に巻きつけ不動の構えを見せている。

　………。

　このままでは埒らちが明かない。仕方ない、力ずくで引き起こし席に連れていくか。見たところ華きや奢しやな体格のようだし、最悪抱きかかえて運んでしまえば。

「ねぇちょっと」

　肩に手をかけ力を込めようとした時だった。

「あー！　ここにいたの。ったくしょうがないわねぇ」

　低い女の声とともに廊下に影かげが落ちた。

　見上げると恰かつ幅ぷくのよい中年女性が立っていた。金きん縁ぶち眼鏡めがねにストライプ地のシャツワンピース、濃のう紺こんのパンツに白のスニーカーを合わせている。体型的には太り気味でどちらかと言えばメタボ体型と呼んでいいだろう。だが動作は機き敏びんで颯さつ爽そうとしている。女性は女の子の肩に手を回すと、ひょいと立ち上がらせた。

「あーあ、ぐでんぐでんに酔っぱらっちゃって。おーい、歩ける？　引き上げるわよ。あんたが伝票持っていっちゃったから、みんな帰れないで大おお騒さわぎだっていうの」

「……うにゃー」

「だめだこりゃ、ほら送っていってあげるから。もう少し正気保って」

　女性は女の子を支え直すと工こう兵へいに視し線せんを落とした。白い歯を剝むき出だしにして笑いかける。

「ああ、ごめんなさいね。この子見た通り下げ戸こで、大して飲めない癖くせに酒好きだからすぐぶっ倒れちゃうの。普ふ段だんはあたしらでちゃんと面めん倒どうみてるんだけど、今日きようは少し目を離はなした隙すきにいなくなっちゃってね。迷惑かけてごめんなさい」

「いえ……」

　頭を下げた時にはもう女性は女の子を連れ歩きだし出していた。工兵はこめかみを搔かき彼女達の背中を見送った。

　……同僚なんだろうな、あの人達。

　現場の若手メンバーと中間管かん理り職しよくといったところか。どこの会社も大変なんだな。理不尽な要求を突きつけられて、できなければできないで客から怒られて──。そう考えるとうちはまだマシな方か。どれだけ忙しくてもあそこまでやさぐれている人はいないし。なんだかんだ言いつつみんな元気に仕事をこなしている。安あん堵どの息をつきかけ、だが工兵ははっとした。いやいやしっかりしろ桜さくら坂ざか工兵。おまえの所属している会社はブラック企業、ＤＱＮ会社だぞ。今の状況に慣なれてどうする。優ゆう越えつ感かんに浸ってどうする。必死の思いで首を振り雑念を払った時だった。

　ふっと視界の端に光るものをとらえた。なんだろうと思い視線を落とすと床上に女物の腕うで時ど計けいが見えた。細い茶ちや色いろのバンドに黒の文も字じ盤ばん、山やま吹ぶき色いろの秒針がチクタクと時を刻んでいる。

（……これ、あの女の子のか？）

　落としていったのか、まったく最後の最後まで世話のかかる人だ。

　あとで店員に渡しておこう。文字盤の埃ほこりを払いズボンのポケットに入れる。

　他ほかに忘れ物がないことを確かく認にんすると、工兵は足早に廊下を歩き出した。




「すみません、遅くなりました。………？」

　席に戻ると何か妙な雰囲気になっていた。

　狭い個室に社長や採用担当の姿はない。散らかった食器も片づけられ、元の落ち着いた空間に戻っている。だがどことなく空気が重い。机を挟んでカモメと室むろ見みが向き合っている。室見は唇をアヒル口にしたままむくれた表情でうつむいていた。傍かたわらで藤ふじ崎さきがおろおろとした様よう子すで二人ふたりを見比べている。

「……どうしたんですか、一体？」

　席につき藤ふじ崎さきに訊たずねる。藤崎は眼鏡めがねの奥で小さな目をさまよわせた。

「いや……ちょっとね、なんと言ったらいいかな。カモメさんがね……怒っちゃって」

「カモメさんが……？」

　意外な言葉だった。カモメといえばいつもニコニコしていて怒ったところなど見たこともない。今だって涼しげな表情で腰かけている。……本当に怒っているのか？　だが場の雰囲気は重く室むろ見みは見るからに居い心地ごこち悪そうだった。

「立りつ華かちゃん」

　カモメは静かな口く調ちようで呼びかけた。

「あたし前に言ったよね。飲み屋さんでパソコン広げると危ないよって。飲み物がかかるかもしれないし、酔っぱらった人が手を振り回して当たることもあるからって。今日きようだって最初に言ったはずよ。作業があるなら一いつ旦たん席を外したらって」

「………」

「工こう兵へい君が受け止めてくれたからいいけど、さっきだって一歩間違えば大おお怪け我がしていたかもしれないのよ。落ちてくるジョッキやお皿で、頭を打って」

　室見は首をすくめた。

「よ、よけるつもりだったもん。かわそうとしたら桜さくら坂ざかが受け止めてくれただけで」

「全然気づいてなかったのに？　ずっと作業に集中して後ろに店員さんがいることも分かってなかったでしょ？」

　一刀両断、室見がより一層身体からだを縮ちぢこまらせる。カモメの目がきゅっとすぼまった。

「だいたい今日の飲み会だって本当なら立華ちゃんが仕切らなきゃいけなかったはずでしょ。それを全部工兵君に押しつけて。メニューも自分の好きな物ばかり頼んじゃって。先せん輩ぱいとしての自覚が足りなさすぎるんじゃない？　おまけに工兵君の服もダメにしちゃって」

　うわぁ……。

　滅めつ多た切ぎりだった。室見の顔がみるみるうちに歪ゆがみ涙目になっていく。たまらず工兵は藤崎の袖そでをつかんでいた。

「ちょ、ちょっとなんとかしてくださいよ、これ。無む茶ちや苦く茶ちや居心地悪いんですけど」

「む、無理だよ。こんなの僕に止められるわけないでしょ。桜坂君こそなんとかしてよ、もとはといえば君のせいでしょ」

　僕のせいなの!?

　……いや、まぁ確たしかに直接的な原因は僕かもしれないけど。そもそも室見さんに幹事をやらせようとしたの藤崎さんじゃなかったっけ？

「じゃ、じゃあ社長になんとかしてもらいましょうよ。どこ行ったんですか社長達は」

「いや……何か急用を思い出したって……さっき帰っちゃって」




　逃げやがった！




　まったくもう、どいつもこいつもこの会社の上司どもは……。

　仕方ない、自分がなんとかするか。

　息を吸って、吐いて、気持ちを落ち着けて。よし。

「あー、カモメさん。僕のことなら全然気にしていただかなくても」

「ごめん、ちょっと今大事な話をしてるところだから。あとにしてもらえるかな」

「……はい」

　すごすごと引き下がり肩をすぼめる。

　怖こえぇ……、なんなんだこの人。声も荒げずに、どうすればこんな迫力を出せるんだ。絶対堅かた気ぎじゃないだろ、このお姉ねえさん。

「とにかくここでこうやって話してても工こう兵へい君達いい気分しないだろうから、ちょっと席を外そうか。立りつ華かちゃん、荷物まとめて」

「え……」

「パソコンしまって。藤ふじ崎さきさん、立華ちゃんの鞄かばん取ってもらえます？」

　室むろ見みの肩がぶるぶると震ふるえ始める。猛もう禽きんに追い詰められた子こ鼠ねずみのようだった。いったい過去どんな仕打ちを受けたことがあるのか。小さな顔からさぁと血の気が引いていく。

　───。

　だめだ。見てられない。

「ちょ、ちょっと待ってください」

　立ち上がりながら声を上げていた。カモメがちらとこちらを一いち瞥べつする。口元に涼やかな笑えみが浮かんだ。

「なにかな？　工兵君」

「いや、あの社長達も帰っちゃったんですよね？　折角の歓迎会なのに藤崎さんと二人ふたりきりじゃ、ちょっと寂しいかなって」

　ゆっくりとカモメが向き直る。瞳ひとみに鈍にぶい光が宿った。

「立華ちゃんを連れていくなって言ってるのかな」

「い、いや……まぁ室見さんだけじゃなくてカモメさんも残って欲しいなと。み、みんなで飲んだ方が楽しいじゃないですか」

　おおおぅ、声が震えているぞ。凄すごい、恐怖でしゃべれなくなることって本当にあるんだ。気づけば掌てのひらがじっとり汗ばんでいる。工兵はごくりと唾つばを飲み込んだ。

「ていうか今、室見さん本当に仕事立て込んでるんですよ。そんな中、無理を言って歓迎会に出てもらったんですから、ある程度作業を持ち込まれるのもしょうがないっていうか。幹事だって僕が好きでやったことですし──」

「桜さくら坂ざか……」

　室むろ見みの目が丸く見開かれる。

　ええい、話の流れ上、そう言ってるだけだからな。本音で幹事やりたかったとか思ってくれるなよ。

　カモメはじっとうかがうように工こう兵へいを見た。ややあって表情が緩ゆるむ。彼女は鼻から息を抜いた。着席し細い顎あごの前で両手を組む。

「そっか……うん、わかった」

　わかってくれたんだ。……よかった。胸をなで下ろしかけた瞬しゆん間かん、だがカモメは言った。




「最近立りつ華かちゃんがわがままになってきたのは、工兵君が甘やかしてるからか」




　……え？

　予想外の台詞せりふに目をしばたたく。

　え？　なに？　どういうこと？

　カモメはわずかに顎を持ち上げた。氷のような眼がん光こうが工兵を射貫く。ぞくりと悪お寒かんが背中を伝った。これまでとは質の異なるプレッシャーが工兵の思考を凍いてつかせた。

　カモメの唇がふっと綻ほころんだ。

「あのね、工兵君。あたし工兵君が立華ちゃんと仲良くなってもらえればって思ってるよ？　でもね仲良くなることと甘やかすことは別。立華ちゃんがちゃんと一人ひとりでやっていくためにも悪いことは悪いって言っていかないと。工兵君みたいになんでもかんでも言うことを聞いてたら立華ちゃんがダメになる」

「………」

　言葉が鋭えい利りな刃やいばと化して意い識しきに突き刺さる。工兵は息をするのも忘れてその場にたたずんでいた。ややあってカモメは息をついた。

「──と、突然こんなこと言われても工兵君納得いかないよね。なんか上から目め線せんで話されてる感じだろうし。だからもうちょっと分かりやすいやり方で結けつ論ろんを出そうか」

「け、結論……？」

「あたしが立華ちゃんを連れていくか、それとも工兵君の言う通りみんなで飲み会を続けるか」

　カモメは悠然と微笑ほほえみ焼しよう酎ちゆうのボトルを引き寄せた。

　親指でキャップを外しグラスに氷を入れる。

「シンプルに飲み勝負とかどうかしら？　工兵君、結構酒強いみたいだし。潰つぶれた方は相手の行動に口出しできなくなるから合理的じゃない？」

「ぼ、僕、お酒強くなんかないですよ」

「そうかしら？　今日きようもそこそこ飲んでるのに顔色変わってないし。結構いい勝負できるかなって思ったんだけど」

　カランと氷の転がる音が響ひびく。カモメは小首を傾かしげてグラスを差し出した。

「あたしはどっちでもいいわよ。勝負しなければ立りつ華かちゃんを連れていくだけだし。工こう兵へい君に任せるわ」

「………」

　な、なんか変なことになってきたぞ。

　首筋をつうと冷や汗が伝っていく。

　自分はただ場の雰囲気を和やわらげようとしただけなのに。どうしてこんなヤクザの手打ち式みたいなことになってるんだ。助けを求めるように藤ふじ崎さきを見る。だが藤崎はぶるぶると青ざめた顔で首を振るだけだった。

　──どうしよう。

　正直自分が室むろ見みをかばう道理などどこにもないのだ。カモメの言うことはまったくの正せい論ろんで、むしろ工兵の気持ちを代弁していると言っていい。どうせ元の雰囲気には戻りようもないんだし、わざわざ彼女とやり合ってまで飲み会を続ける理由はなかった。

　だが──

　室見は哀あわれなくらいに意気消沈している。細い肩をより一層すぼめ、今にも消え入りそうな様よう子すで身体からだを縮ちぢこまらせていた。

　………。

　いくらなんでも気の毒だった。先程カモメに言った通り、飲み会幹事を引き受けると最終的に判断したのは工兵だし、室見が死ぬほど忙しいのも事実だった。お灸きゆうを据えるにしてもちょっとやりすぎだ。

　唇を結ぶ。

　よし、いいだろう。

「わかりました。その勝負受けます」

「桜さくら坂ざか」

「桜坂君!?」

　室見と藤崎が同時に声を上げる。

　カモメは口元を綻ほころばせた。

「ＯＫ。じゃあルールを決めよっか。飲むのはこの焼しよう酎ちゆう。飲み方はロックで。同時に注ついで二人ふたりとも飲み終わったら次を注ぐ。どちらかがギブアップするか倒れた時点で勝負終了。いい？」

「分かりました」

　シンプルなルールだ。ビールじゃなくて焼酎というのもいい。アルコール度数が高いからすぐに決着がつく。

　カモメはボトルを持ち上げると慣なれた手つきで酒を注ついだ。グラスを取り上げ目の高さにかざす。工こう兵へいは沈ちん黙もくしたままもう一個のグラスをつかんだ。

「じゃあ」

　口をつけようとした瞬しゆん間かん、「ちょっと待って」と制された。カモメの目に悪戯いたずらっぽい光が灯ともる。

「せっかくだからもう一つ賭かけをしない？　今のままじゃあたしと工兵君の間には何のやりとりもないし。ちょっと盛り上がりに欠けるっていうか」

「盛り上がりって……」

　緊きん張ちよう感かんのない言葉に毒気を抜かれる。

　なんだよ、なんだかんだ言ってこの人も飲み会のノリじゃないか。

　ひょっとして酔っぱらってるのか？　怒ってるんじゃなくて単純に絡み酒なだけとか──

　工兵は身を乗り出した。

「いいですよ。何を賭けますか」

「そうねー」

　カモメは視し線せんを巡らせた。

「あたしが勝ったら工兵君にお願ねがいを一つ聞いてもらう。……ってのはどうかな」

「？　どんなお願いですか？」

「それは内ない緒しよ。勝負がついたあとのお楽しみってことで」

「……いや、それはちょっとリスク高すぎるでしょ僕。極端な話、一年間昼飯おごれでもいいわけじゃないですか」

「大丈夫、大丈夫。そういうのじゃないから。ううん、じゃあそうね。工兵君の損になるようなことは頼まない。金銭的にも時間的にも。これでどうかな？」

　………？

　それ賭けになるの？

　首を傾かしげつつうなずく。

「わかりました。逆に僕が勝ったら？　なんか一つお願い聞いてもらえるってことですか」

「でもいいけど。多た分ぶんいきなりそんなこと言われても困るよね。だから──」

　カモメは意味ありげな微笑を浮かべ、室むろ見みを一いち瞥べつした。

「工兵君が訊ききたいこと、なんでも一つ答えてあげるってのはどうかな？」

　………！

　どくりと心しん臓ぞうが高鳴る。

　なんでも訊いていい？

　それってつまり──室見さんの素性を訊たずねてもよいってことか。

　彼女の謎なぞめいた経歴、実じつ年ねん齢れい、カモメとの関係。この勝負に勝てばそれらを教えてもらえる。明らかにしてもらえるということか。

　ごくりと唾つばを飲み込む。一いつ瞬しゆん、他人のプライバシーを賭かけに使うなんてと思ったが強烈な好奇心が罪悪感を上回った。

「いいですよ、あとでやめたはなしですからね」

「もちろん」

「じゃあ──」

　グラスを取り上げ軽く打ち合わせる。そのまま一気に杯さかずきの中身をあおった。

　……くぅっ。

　効く。

　強烈なアルコール臭が鼻び腔くうを満たした。喉のどが焼けるように熱あつい。ていうかこれ、やたらと強くないか？　三十度、いや四十度以上はあるんじゃないだろうか。生半可な喉越しじゃない。まともに飲み続ければすぐへばってしまうだろう。

　だが──

　工こう兵へいは内心でほくそ笑えむ。

　自分とて勝算もなく勝負に挑んだわけじゃない。店員がトラブルを起こす前、工兵は全員の酒量をそれとなく確かく認にんしていた。藤ふじ崎さきのペースを標準──１とするなら、社長は３、採用担当は０・８、カモメは２というところだ。そして……自分は０・５。他ほかの人の半分、カモメと比較すれば１／４も飲んでいない。幹事として周囲に気を配る必要があったからだが、今の状況では明らかなアドバンテージだった。そもそも自分は酒で前後不覚となった記き憶おくに乏しい。肝かん臓ぞうが強いのか、アルコールに鈍感なのか、人一倍飲んでもけろりとしている。いやもちろん気分が悪くなったり二日酔いになったりはするが、飲みすぎて意い識しきまで失った記憶はない。カモメがどのくらい飲めるか知らないが、今の状況なら負ける気がしなかった。

　よし次──

　口元を拭ぬぐいグラスに酒を注つぎ足そうとした時だった。

「さ、桜さくら坂ざか！」

　必死の形ぎよう相そうで室むろ見みがしがみついてきた。事態の推移にようやく思考が追いついたのか、整ととのった顔を恐怖に歪ゆがめている。

「あ、あ、あんたなに考えてるのよ。カモメと飲み勝負なんて……！」

「大丈夫ですよ室見さん。こう見えても僕は──」

「カモメ相手に大丈夫なんて言葉はありえないのよ！」




　……へ？




　室見は凍こごえたように身体からだを震ふるわせた。細い腕が両の肩を抱く。

「昔、カモメに連れられて六ろつ本ぽん木ぎのバーへ行ったことがあるのよ。結構高そうな店だったけど、お金のことなら大丈夫ってカモメが言うから。……時間的には夕方くらいだったかしら、しばらく飲んでると男の人達が寄ってきて。酒を奢おごってやるとか言い始めたの」

　なんだ、なんの話だ？　意図を計りかねていると室むろ見みは言葉を続けた。

「おおかた酔よい潰つぶして何かするつもりだったんでしょうね。危ないから行こうって言ったんだけどカモメは聞かなくて。男達に条件を出したの」

「条件？」

「一つ、飲み代は全部彼らが持つこと、二つ、カモメが一杯飲んだら男達の誰だれかが一杯空けること。相手は全員で回し飲みしてもいい。とにかく誰でもいいから一杯飲みきることって」

　ぞくりと嫌いやな感覚が背筋を伝った。この時点で工こう兵へいは話の結末をあらかた察してしまっていた。

「ど、どうなったんですか」

　訊たずねざるをえなかった。ひょっとしたら勘違いかもしれない。自分の考えすぎかもしれない。だが室見は無慈悲に言い放った。

「男達の半分が急性アル中で病院搬送、残りの半分は財布を置いて逃走」

　げ。

「それでもまだ飲み続けたから店のボトルは全滅、最後は店主に泣いて謝あやまられて店を追い出されて」

　………。

「仕方ないから隣となりの店に入ろうとしたんだけど、連絡が回ってたらしくてどこもかしこも看板状態。ようやく空いてる店を見つけたら丁度閉店準備の真っ最中で、泣き叫ぶ店員と店に入ろうとするカモメの間で阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図が」

　マジで……!?

「そこまでやってようやく帰ろうって話になったんだけど、最後にカモメなんて言ったと思う？　にっこり笑いながら『ね、安く飲めたでしょ？』って」

　ぞわりと全身の肌が粟あわ立だつ。工兵はカモメを顧かえりみた。彼女はグラスを持ったまま艶えん然ぜんと微笑ほほえんでいる。なんだろう、唐突に彼女が得え体たいのしれない怪物に思えてきた。

　室見が彼の腕をつかむ。

「あ、あんたがどれだけお酒飲めるか知らないけど、そんな相手に普通の人間が勝てるわけないでしょ。だから今からでも謝って──」

「だめよー、立りつ華かちゃん、工兵君も」

　カモメの優やさしげな声が会話を断ち切った。

　彼女は手の中でグラスを揺らした。

「あたしは勝負を申し込んだ。工兵君は受けた。その時点で契約は成立。工兵君は引き返しポイント・オブ・不能地点ノー・リターンを超えた。今更やめるなんて許さない。あがいてもがいて七しち転てん八ばつ倒とうして、最後まであたしを楽しませて欲しいの。──ね？」

　ね？　じゃね──！

　そのスペックは想定外！　狐きつね狩がりだと思っていたら対戦車戦せん闘とうでしたというオチ。冗じよう談だんじゃない、店の酒蔵一つ空にするような化け物に勝てるわけがない。

　だがカモメは容赦なく次の一杯を注ぐ。工こう兵へいは気け圧おされるまま杯さかずきを空けた。続けてもう一杯、二杯、三杯。

　───。

　しばらく飲み続けたがカモメの顔色はまったく変わらなかった。機き械かい仕掛けの人形のように淡々と酒を消費していく。瞬またたく間まにボトルが底をついた。卓上のベルを押して店員を呼ぶ。届いたボトルを使って勝負再開、一杯、二杯、もう一杯──

「さ、桜さくら坂ざか大丈夫？　なんか右目と左目が違うところ見てるけど」

「え？　本当ですか。いや、そんな大丈夫ですよ。いつもより視界が広いですけど、多た分ぶん大丈夫です」

　頭が重い。頰ほおや額ひたいの下に鉛が詰まっているようだった。平へい衡こう感覚が保てない。気づけばふらつきそうになる身体からだを工兵は強引に立て直した。

「そうそう、さっきの賭かけだけど」

　カモメが静かな口く調ちようで言った。グラスに氷を入れマドラーで搔かきまぜる。

「ちょっと早いけど、あたしのお願ねがい伝えておくね」

「……なんですか」

　絞り出した声はかすれていた。喉のどが痛い。食道と気道が痺しびれたように熱ねつを帯びている。二重にぼやけた視界の中でカモメはにこやかに言った。

「工兵君、立りつ華かちゃんにキスしてあげて欲しいの」




　……は？




　意い識しきが空白化する。

　ちょっと待て。……え、なんだって？

　一いつ瞬しゆん早く我に返ったのは室むろ見みの方だった。ガタンと椅い子すを蹴けり立ち上がる。

「はああああ!?　な、な、なに言ってるのよ、カモメ。ふざけてるの!?」

「え？　噓うそ、嫌いやだった？　立華ちゃんこないだ『キスってどんな味がするんだろう』とか言ってたじゃない」

「………!?　い、い、言ってないわよ、そんなこと！　だいたい仮に言ったとしてもこいつなんかと、その、き、き、きききき」

　言えてない言えてない。

　戦隊ものに出てくる雑ざ魚この奇声みたいになってる。

　室むろ見みは顔を真まっ赤かにして地じ団だん駄だを踏んだ。

「と、とにかくだめ！　そんなのだめだから。こ、こいつは私の部下なんだから！　そういうのは駄だ目め！」

　だがカモメはゆっくり頭を振った。

「立りつ華かちゃんに拒否権はないよ。これはあたしと工こう兵へい君の勝負だから。結果に従って工兵君が立華ちゃんの唇を奪うだけ。無む理り矢や理りにでも、押おさえつけてでも」

「お、おさえつけて……？」

「せっかくだから舌も入れちゃおうか」

「ひぃぃぃ!?」

　室見の混乱ぷりは見ていて哀あわれなほどだった。金魚のように口をぱくぱくさせ視し線せんをさまよわせている。ややあって彼女は工兵の肩をつかんだ。揺さぶりながら、ギラついた目つきで工兵を睨にらみつける。

「あ、あんた絶対勝ちなさい！　負けたら承知しないわよ。いいわね！」

「いや、……もうたいがい限界っぽいんですけど」

「いいわね！」

「……はい」

　半ば無理矢理にうなずかされ勝負に戻る。

　グラスを取り上げ一気にあおる。瞬しゆん間かん、今までと異なる衝しよう撃げきが脳を襲おそった。ぐわんと頭の中で大おお鐘がねが鳴らされた気分。意い識しきを繫つなぎ止める糸がばらばらにほつれそうな感覚。

　や、ばい。

　暗転しそうになる視界を工兵は必死で引き戻した。

　顔を伏せ荒い息をつく。……畜生、なんで自分がこんな目にあわなきゃいけないんだ。自分はどちらかといえば被害者なのに。いたわって欲しい方なのに。

　まっとうな嘆きの一方で、だが気づけば真逆の感情が生まれている。……ああくそ、さぞかし今の自分は間抜けに見えるんだろうな。善人ぶって室見をかばい、相手の土俵で戦った挙げ句、無惨に敗れ去ろうとしている。なんという道化っぷり、なんという不ふ甲が斐いのなさだろう。




　このまま終わるんじゃ──格好悪すぎる。




　カンッ。




　グラスの底をテーブルに叩たたきつける。彼は睨み上げるようにカモメを見た。

「次──いきましょう」

　へぇと、カモメが目を見開く。彼女は微笑をたたえながら酒を注ついだ。

「がんばるねー工こう兵へい君。ちょっと見くびってたかも」
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「上長命令ですしね、負けるなって言われましたから」

　しゃがれ声で言ってグラスを空ける。カモメも工兵の動きにあわせて酒を飲み干した。とくとくと次の一杯が注がれる音。身体からだの悲鳴──アラートを無視して工兵は杯さかずきをあおった。

「ていうかカモメさん、室むろ見みさんのためを思って色々説教してたんですよね。なのに賭かけの内容がこれって。矛む盾じゆんしてませんか？　全然室見さんのこと大事にしてないじゃないですか」

　杯を差し出すと即座に中身が補充される。工兵もカモメのグラスを注ぎ足し二人ふたり同時に口をつけた。

「してるわよー。立りつ華かちゃんのファーストキスが変な男に取られるくらいなら、工兵君にあげちゃった方がいいと思っただけ」

　ごくり。

「それを判断するのは本人ですよ、カモメさんじゃないです」

　ごくり。

「本人がなかなか覚悟を決められない場合、後ろから押してあげるのも必要だと思わない？」

　ごくり。

「思いませんね。どれだけ時間がかかっても自分で考えて、納得した道を進むべきです」

　ごくり。

「誰だれもが自分で自分の道を決められるわけじゃないんだよ。背中を押されないといつまでも動き出せない人だっている」

　ごくり。

「ならせめて押して欲しいって言われるのを待つべきでしょう。頼まれてもいないのに相手の背中を押すのはただのおせっかいです」

　ごくり。

　……だんだん自分が何を言っているのか分からなくなってくる。なんでこんなこと力説しているんだ？　自分。別に室むろ見みが誰とキスしようが知ったことじゃないのに。

　視界が歪ゆがんでいる。光が屈折し色彩は混ざり合い、全すべてが前ぜん衛えい的てきな抽象画のようになっている。目の前の渦巻きはカモメさんだろうか？　ぐるぐると回るつむじの中心に太陽のような光が瞬またたいていた。

「そろそろ限界かな」

　天てん井じようから声が降り注いでくる。周囲のそこかしこで金こん色じきの羽が舞まっていた。滅びの風が吹く。柱が、壁かべが飴あめのように折れ曲がり渦の中心に吸い込まれていく。限界──世界の終しゆう焉えん。おしまい。ご破算。

「工こう兵へい君はよくやったよ。誇っていいと思う。あたし相手にここまで粘ったんだから。だからもういいよ。グラスを置いて、目を閉じて、ゆっくり休んで」

　───。

「え……なに？　なんか言った？」

「……だ……です」

「？」

「まだ……いけます」

　意い識しきを強制リブート、ノイズの走る思考を意思の力で律しながら工兵は顔を上げる。グラスを脇わきに退のけ、ボトルを引き寄せ唇の端をくいと持ち上げた。

「一つ──言い忘れてたことがあります」

　工兵は渦巻きの中心に語りかけた。相手は虚を突かれたように沈ちん黙もくしている。工兵は片目をすがめ、左右非対称の歪いびつな笑えみを浮かべた。

「僕──意外と負けず嫌いなんですよ」

　そう言うと彼はボトルを口に運び、一気に中味を流し込んだ。

　世界が暗転した。
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　虫の羽音がする。

　じーじーと耳障りな振動音、低く長く遠くから響ひびいてくる。工こう兵へいは両の目を閉じたまま耳元を手で払った。だが音は収まる様よう子すもない。気のせいか、徐々に音量が増している気もした。

　………。

　ゆっくりと目を開く。

　最初に見えたのは天てん井じようだった。白い石せつ膏こうボードは埃ほこりや煙草タバコの煙で薄うす汚よごれている。古びた蛍光灯が弱々しく明滅していた。

　ジージー。

　音は蛍光灯から響いている。……虫じゃないのか。工兵は目ま蓋ぶたをこすり上体を起こした。

　どうやら眠っていたらしい。尻しりの下には見み慣なれたソファーがある。壁かべ際ぎわにはジュースの自じ販はん機き、ここは……会社の休きゆう憩けい室しつ？

「痛つっ」

　額ひたいを押える。鈍器で殴られたような痛みが脳のう髄ずいを揺らした。なんだこの頭痛……ていうか、なんで自分会社にいるんだ。

　………。

　意い識しきが混こん濁だくしている。えーっと……昨晩は何をしていたんだっけか。何かとんでもないことに巻き込まれていた気がする。障害対応……？　作業？　いや──

「………」

　息を整ととのえ鼓動を鎮しずめる。徐々に記き憶おくが蘇よみがえってきた。そうだ、自分はカモメさんと飲み勝負をして。それで──

　胸ポケットから携帯を取り出す。時間は朝の八時、日付は──飲み会の翌日。

　あちゃー……。

　潰つぶれてしまったのか。無む茶ちや飲のみした挙げ句、倒れて会社に運び込まれた？　……なんて格好悪い。あれだけ啖たん呵かを切っておいて、ぐだぐだすぎる結末だった。

　迷惑かけたことを謝あやまらなくちゃ。カモメにも散々失礼なことを言った。飲み会のこととはいえケジメはつけておかないと。

　痛む頭を押え工兵はソファーから立ち上がった。おぼつかない足取りで廊下を進む。カードキーを取り出し解かい錠じよう、システムエンジニアリング部のオフィスに足を踏み入れようとした時だった。

「あ、さ、桜坂さん？」




　……へ？




　ドアの向こうに引きつった表情の藤ふじ崎さきが立っていた。銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの奥で小さな目が落ち着きなく揺れている。

「め、目が覚めたんだね。そろそろ起こしに行こうと思ってたんだけど、お待たせしちゃったかな。ごめんね。起き抜けにコーヒーでもどうかな？　それとも食事でも用意しようか」

「な、何を言ってるんですか、藤崎さん。どうしちゃったんです？」

「ご、ご所しよ望もうなら餡あんパンだって買ってくるけど──」

「いや、本当何言ってるんですか!?」

　わけが分からない。しかもさっき自分のことをなんて呼んでた？　桜さくら坂ざか……さん？

　藤崎は怯おびえたように身体からだを縮ちぢこまらせていたが、ややあってつっと視し線せんを持ち上げた。工こう兵へいの反応に何か感じるものがあったのか、眉まゆ根ねを寄せ探るような表情となる。

「ひょっとして……桜坂君、正気に戻った？」

「正気って……どういうことですか、自分あれから何かしたんですか」

「覚えてないの？」

　藤崎は意外そうだった。

　工兵は眉み間けんの皺しわを一層深くした。

「覚えてないも何も……自分、ボトルを一気飲みして倒れちゃったんですよね？　で、藤崎さんが会社に運んでくれたんじゃないんですか？」

　言いながら徐々に不安になってくる。え？　違うの？　ひょっとしてあのあとも飲み勝負が続いてた？

　藤崎は周囲をうかがい身を乗り出した。声をひそめ、工兵だけに聞こえる声で囁ささやく。

「確たしかに、一度桜坂君は倒れて動かなくなったよ。でもそのあといきなりむっくり起き出してね。追加のボトルを注文するとガバガバ空け始めて」

　……え。

「今からここの酒は全部自分が飲む。カモメには飲ませない。だから自分の勝ちだって言い始めて。そのあとはもうカモメさんに酌しやくさせるわ、僕に料理を取り分けさせるわ、バイトの店員を手際が悪いって叱しかりつけるわ大おお騒さわぎになって」

　え、えええ。

「しまいには社長を呼び戻せって、俺おれが人の上に立つ者のあり方を説教してやるとか言い出したからみんなで必死になだめて。それでようやくお開きになったんだよ。ただそのあとも家には帰らんとか、今から会社に戻って仕事するとか言い始めたから仕方なく会社のセキュリティ外して、それで昨日きのうここに僕と泊ったんだけど。本当に覚えてないの……？」

　冷や汗が滲にじむ。全身の体温が急きゆう激げきに下がっていく。カモメさんに酌をさせた？　自分が？　よく生きていたな。いや……それよりも一つ気になることがある。今の話にはある人物の消息が欠けていた。今回の件で最も渦中にいたはずの人間が。

「む、室むろ見みさんはどうしたんですか」

　質問を発した瞬しゆん間かん、藤ふじ崎さきの顔が歪ゆがんだ。唇を嚙かみしめ辛つらそうに視し線せんを逸そらす。

「彼女のことは……訊きかない方がいいよ」

「ど、どうしたんですか。僕、室見さんにも何かやったんですか!?」

　藤崎はゆるゆると首を振った。沈痛な面持ちで顔を伏せる。

「彼女は勇敢だった。荒れ狂う桜さくら坂ざか君を止めようと一人ひとりで立ち向かっていったんだ。でもその試みは無む謀ぼうだった。あっという間にとらえられ膝ひざの上に座らされ、そのまま無む理り矢や理り……」

「無理矢理、なんですか!?　そんなところで切らないでください、お願ねがいですから！」

「言えないよ、僕の口からは。あんな……無惨な」

「無惨!?」

「泣き叫ぶ彼女が哀あわれで哀れで」

「ぎゃあああああ！」

　悲鳴を上げて壁かべに背を押しつける。首を振りながら工こう兵へいは声を上ずらせた。

「う、噓うそですそんな。自分はそんな人間じゃ……」

「酒は人を変えるんだよ、桜坂君。とにかくこの件はお互い心に秘めておこう。表に出したところで誰だれも幸せにならないから。……いいね」

　ぽんと肩を叩たたかれる。藤崎は首を振りながら室内に戻っていった。扉が閉まる。工兵は壁にもたれかかったまま崩れ落ちそうになる身体からだを懸けん命めいに支えていた。

　じょ、冗じよう談だんだよね？　ちょっと大げさに言ってるだけだよね？　そう──昨日きのう散々藤崎さんに迷惑かけたみたいだからその反はん撃げきで脅おどかされてるだけ──

「桜坂？」

　聞き覚えのある声に顔を向ける。廊下の曲がり角に小柄な少女が立っていた。長くふわふわした髪に吊つり気味の大きな瞳ひとみ、折れそうに細い手脚と桜の花びらのように可か憐れんな唇。

「む、室見さん」

　呼びかけた瞬間、室見の目にはっきりとした恐怖が宿った。彼女は顔中の筋肉を引きつらせくるりと回れ右した。

「ちょ、ちょっと待ってください！　なんですか逃げなくてもいいじゃないですか！」

「い、いや！　離はなして！　ケダモノ！　鬼畜、人でなし！」

　け、けだもの……。

　ショックのあまり倒れそうになる。では藤崎の言葉は事実だったのか。他ほかでもないこの自分が泣き叫ぶ彼女に乱らん暴ぼうを働いたというのか。だとしたら自分は謝あやまらなければならない。許してもらえるかどうか別として全力で彼女に償つぐなわなければならなかった。

「お、落ち着いてください室むろ見みさん。僕、もう正気に戻っていますから。何があったか教えてもらえませんか。その……自分、昨日きのうの記き憶おくがなくて」

　室見の腕をつかんだまま必死で語りかける。室見は工こう兵へいを見上げた。宝石のような瞳ひとみに大粒の涙がたまっている。

「覚えて……ない？」

　こくりとうなずく。室見の表情が歪ゆがんだ。見る間に小さな顔が怒りに染まっていく。

「あれだけのことをして覚えてない？　何をしたか忘れたっていうの？」

「……は、はい」

　どんと胸を押し返された。腕を振り払われもう一度、強い力で肩を突き飛ばされる。ふらつく工兵を室見は憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで睨にらみつけた。

「信じてたのに！　あ、あ、あんただけはああいうことしないって信じてたのに！」

　悲痛な告発の言葉に、工兵はただただうなだれるしかなかった。室見はぎりりと奥歯を食いしばり視し線せんを逸そらした。

「いいわ教えたげる。あんたはねぇ私をつかまえて膝ひざの上に座らせて」

「………」

「後ろ手に手首をつかみ動けなくした挙げ句」

　……っ。

「前に回した手で私の鼻をつまんで」

　………。

　って……なに？

　え、鼻？

　室見は肩を震ふるわせながら大声で言いはなった。




「たまらず口を開けたところにピーマンを放り込んだのよ！」




　………。

　沈ちん黙もくが訪れる。

　工兵はこくりと首を傾かしげた。

「……で？」

「で？　でですって!?　わ、私はね、自慢じゃないけど子供の時から十年以上ピーマンなんて食べたこともないのよ。その私にあんな仕打ちをして！　恥ずかしいと思わないの!?」

「……いや、好き嫌いはよくないですし。ピーマンどころかエリンギと椎しい茸たけも食べてもらいたかったですよ。あの店、結構いい食材使ってましたから」

「エリンギに椎茸!?　あ、あんた私を殺す気。なんの恨うらみがあってそんなひどいこと言えるのよ！」

　ぴーぴー泣き叫ぶ室むろ見みを前に工こう兵へいはなんともいえない脱力感を覚えていた。……なんだよもう、驚おどろかせやがって。

　藤ふじ崎さきの沈痛な表情を思い出す。畜生、やっぱりあの人は狸たぬきだ。分かってて誤解を招くような言い方しやがった。

「と、とにかくあんた二度と焼しよう酎ちゆう飲まないこと！　深酒も禁止、飲み勝負とかもってのほかだから！」

　断ち切るように言って室見は工兵の横を通り過ぎた。すれ違い様、だが何かを思い出したように振り返る。

「あ、そうだ桜さくら坂ざか」

「……はい？」

　室見は顔を強ばらせたまま周囲を見渡した。誰だれもいないことを確かく認にんした後、しかつめらしい表情でつぶやく。

「い、今の仕事片づいたら今度は私がちゃんと幹事するから。──あんたの歓迎会」




　……え？




　予想外の発言に目をしばたたく。だが訊きき返そうとした時にはもう室見は扉を抜けオフィスに戻っていた。扉の閉まる音が響ひびく。工兵は沈ちん黙もくしたまま室見の消えたあとを見守っていた。

　えーっと……なんだろう、今の。

　ひょっとして彼女流の反省、謝しや罪ざいのつもりか？　今回のことで色々工兵に押しつけてしまったから、自分が幹事になり仕切り直させて欲しい。そう言っているのか？

　うーん……？

　腕組みし首を傾かしげる。

　真意は分からない。だが仮にそうだとしたら自分とカモメのやりとり──あの馬ば鹿かげた飲み勝負も無む駄だではなかったということか。室見立りつ華かというディスコミュニケーションの塊のような少女にいくばくなりとも前向きな感情を引き起こせたのだから。

　───。

　……まぁ、だからってもう一度やれとか言われても御ご免めん被こうむるけど。

「うぷっ」

　緊きん張ちようがとけた瞬しゆん間かん、喉のどの奥から苦いものがこみ上げてきた。

　あ、やば。気持ち悪い。

　口元を押えながら彼は慌ててトイレに向かっていった。
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　便器にすがりつき胃の内容物を空にする。

　お世辞にも格好よいとは言えない死し闘とうの果てに、工こう兵へいはようやくのことで人ひと心地ごこちを取り戻した。おぼつかない足取りで洗面台に赴おもむき顔を洗う。手を払い水気を切った後、ポケットからハンカチを取り出そうとした。

　ふと指先が異物をとらえた。プラスチックの固い感触、工兵は怪け訝げんに思いポケットの中味を引き出した。

　時と計けいだった。茶ちや色いろの革バンドに黒の文も字じ盤ばん、山やま吹ぶき色いろの秒針が鮮あざやかな女物の腕時計。

（あちゃー）

　工兵は頰ほおを搔かいた。

　持って帰ってきてしまったのか。確たしか、飲み屋で酔っぱらいの女の子が落としていったやつだ。店員に渡すつもりですっかり忘れていた。仕方ない今日きようの帰り店に寄って預けてくるか。嘆息し何気ない仕し草ぐさで時計を裏返した時だった。

　ケースの裏蓋に文字を見つけた。

　アルファベットで五文字。流りゆう麗れいな筆記体で彫り込まれている。

　Ｋ、Ｏ、Ｚ、Ｕ……Ｅ。

　こずえ？

　あの女の子の名前だろうか。

　首を傾かしげつつ工兵は時計をポケットに戻した。

　この時まだ工兵はその名前を意味あるものととらえていない。せいぜい警けい察さつに届けたあと持ち主捜しが楽になるかも程度の認にん識しきだった。

　だが数日後、工兵にとってこの名前は忘れられないものとなる。

　狂きよう騒そうと混迷、波乱と混こん沌とん。

〈プロジェクトメンバー殺し〉──姪めい乃の浜はま梢こずえ、工兵にとって新たな災さい厄やくの訪れだった。
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『〈ゲート〉解かい錠じよう希望。座標：チヨダドメイン・Ｅ９Ｎ。依頼者：オレンジペコ。──コメント：誰だれか開けてー（泣）』




　カチカチカチ。

『〈コーヘイ〉：こちら近くにいます。まだ開いてないなら開けましょうか？』

　カチカチカチ。

『〈オレンジペコ〉：お願ねがいします！　助かりますー！』

　カチカチカチカチ。

『〈コーヘイ〉：はい、ちょっと待ってくださいね』

　工こう兵へいは携帯から視し線せんを外し周囲を見渡した。

　朝九時台の御お茶ちやノの水みず駅えき前は相変わらず混雑している。眩まばゆい朝あさ陽ひの下、スーツ姿のサラリーマンやＯＬがせわしげに交差点を行き交っていた。

（えーっと、Ｅ９座標のＮ──北側ってことは）

　携帯上に展開されたフィールドマップと自分の現在位置──ＧＰＳ情報を照らし合わせる。今自分はＦ９座標の丁度左上にいるから、少し西に行くとして。……あそこか。

　お茶ちやの水みず交こう番ばんの前に赴おもむき携帯カメラを起動、液晶越しに周囲を覗のぞき込むと交番の壁かべに古びた扉が浮かび上がった。荒いポリゴンで構成されたＣＧのイメージ──あちら側への〈ゲート〉だった。

　カーソルを鍵かぎ穴あなにあわせクリックする。ポロンと軽やかなチャイムが響ひびいた。一いつ瞬しゆんの間を置き重々しい音をたてて扉が開く。よし、これでＯＫ。

『〈コーヘイ〉：今開けました。どうでしょう？』

『〈オレンジペコ〉：開きましたー！　ありがとうございます、これで先に進めます。助かりました！』

　フィールドマップに戻ると、ハンチング帽を装備した女の子のキャラクターが現れていた。どうやらこの子がオレンジペコらしい。彼女は礼を言うようにその場でくるくる回ると画面の外に消えていった。

　ウィンドウが開き３００ポイントの経けい験けん値ち獲かく得とくを告げられる。このゲームは通常の戦せん闘とうやイベントだけでなく〈ゲート〉の解錠も経験値付与の対象となる。ユーザ同士の交流を促し協力プレイを盛り上げるための仕様だった。

　リドルトリル──

　最近、急速に勢力を伸ばしている携帯ゲームだった。

　ジャンルはＲＰＧ、プレイヤーはトレジャーハンターとなり世界のあちこちに散らばる宝物を集めていく。ここまでならまぁさして珍しい内容でもない。だがリドルトリルの面おも白しろい点はゲーム世界のマップと現実世界のマップを重ね合わせているところだった。ゲーム内のマップはあちこちで寸断され〈ゲート〉と呼ばれるワープポイントでのみ行き来できるようになっている。そして〈ゲート〉は現実世界からしか開けない。静しず岡おかにある〈ゲート〉は静岡で、東とう京きようの〈ゲート〉は東京で開くしかないのだ。プレイヤーは携帯のＧＰＳ機き能のうをオンにし、所定の場所で携帯カメラを覗のぞき込むことにより〈ゲート〉を発見・解かい錠じようできる。当然のことながらプレイヤー同士が協力し合わないとゲームの進行もままならない。〈ゲート〉の解錠が大量の経けい験けん値ち獲かく得とくに繫つながることもあり、リドルトリルのユーザーコミュニティは爆ばく発はつ的てきな勢いで拡大していっていた。

（あともう一回……二回くらい〈ゲート〉を開ければレベル上がるかな）

　レベルが上がれば行けるエリアも広がる。装備可能なアイテムも増える。

　そういえば次の〈ゲート〉、場所は磐いわ田たの方だっけ？　実家の近くだから今晩あたり妹に頼んで解錠してもらうか。

　メニューからゲームの一時中断を選び携帯を畳む。液晶のサブ画面に現在時刻が表示された。九時二十一分、いつの間にか始業十分前を切っている。

　やば。

　今日きようは五月六日、連休明け──といっても作業やら何やらでほとんど休ませてもらえなかったが──それでも久しぶりの営業日だ。なんだかんだで昨日きのうは一日休みを取らせてもらったし、散々リフレッシュした挙げ句ゲームにかまけて遅刻したと言ったら室むろ見みさんにぶち殺されかねない。……いや、まぁ休日に休めたくらいでなんで感かん謝しやしなきゃいけないんだって気はするけれど。それはそれとして。

（さて……と）

　ラストスパート、人混み突破行きますか。

　工こう兵へいは携帯を胸ポケットにしまうと会社への道を急いだ。




　エレベーターを降り廊下を進むと受付に小柄な人ひと影かげが見えた。

　お客さんだろうか。一いつ瞬しゆんそう思いかけたが、人影は手ぶらでしかも私服だった。おろおろと扉の前でたたずむ姿を見てぴんと来る。多た分ぶん社員の誰だれかがカードキーを忘れ締しめ出されたのだろう。自分も何回か失敗したから分かる。出社して一息つき、とりあえずジュースでも買うかと外に出たらカードキーを持っていなかったとか。遅刻ギリギリで荷物を置きトイレに駆け込んだらそのまま帰れなくなったとか。そういう時はもう誰か来るのを待つしかない。丁ちよう度ど今のこの人のように。

「おはようございます」

　明るく声をかけると人影が肩を震ふるわせた。ゆっくりと怯おびえたように工兵を振り返る。

「あ、おはよう……ございます」

　ぼそぼそと聞き取りづらい声。

　女の子だった。

　白のブラウスにライトブルーのジャンパースカート、七しち分ぶ丈だけのレギンスにベージュのスニーカーを合わせている。顎あごを引きうつむきがちになっているため顔はよく見えない。ミディアムボブの髪に寝ね癖ぐせがつき、あちこちでぴんぴんと跳ねていた。全体的に大きめの服を着ているせいか、ほっそりした体つきにもかかわらずどこか野や暮ぼったい印象を受ける。彼女はスカートの前をぎゅっとつかんだ。

「あの……」

　つぶやくような声。彼女はちらと工こう兵へいを見上げた。

「あの……すみません……扉」

「あ、はい。今開けます」

　工兵は慌ててカードキーをリーダーにかざした。

　ピッ。

　電子音とともにロックが外れる。工兵は扉を開け彼女に道を譲ゆずった。

「あ、ありがとう……ございます」

　どもりながら女の子が顔をあげる。瞬しゆん間かん、視し線せんが交こう錯さくした。

「え──」

　工兵は目をしばたたいた。

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ、つんと上を向いた鼻と小さな唇、小動物を思わせる丸顔には見覚えがある。連休前の──飲み屋。トイレの前で倒れていた女の子だった。

　え、ええええ？

「う、うちの社員だったんですか!?」

　思わず叫んだ瞬間、女の子の姿が搔かき消えていた。慌てて周囲を見渡すと小さな背中が壁かべ際ぎわに屈かがみ込んでいる。彼女は両腕で頭を抱えぶるぶると震ふるえていた。

「お、おこらないでください。いじめないでください。乱らん暴ぼうしないでください」

「あ、あ、すみません。別に怒ってませんから。逃げないでください。何もしませんから」

　女の子はちらと視線をこちらに向けた。

「本当に怒ってませんか」

「怒ってませんよ」

「全然？　まったく？」

「ええ。ていうか僕、誰だれかに本気で腹を立てたことなんてありませんから」

「下から見ると、あなた結構足短いですね」

「んだとっこら！」

　ひっと悲鳴を上げて女の子が縮ちぢこまる。本気で怖がっているのか、目め尻じりに大粒の涙が浮かんでいた。いや、どちらかといえば泣きたいのはこっちなんだけど。……足、短く見えるのか。普通にショックだ──

　工こう兵へいは衝しよう撃げきを紛らすようにかぶりを振り、咳せき払ばらいした。

「覚えてないですか？　連休前に会ったじゃないですか。飲み屋で、ほらトイレの前で」

「無む理り矢や理り壁かべに押えつけられて、アルコールで自由の利かなくなった身体からだをいいように弄もてあそばれて──」

「そうそう、あん時はよい声で鳴きやがって……ってそんなことしていません！　覚えてないなら覚えてないと言ってください！」

　……本当、どうしてこう誰だれも彼も自分を性犯罪者に仕立て上げようとするんだ。知らない人が聞いたら真ま面じ目めに通報されかねないぞ、ったく。

　女の子は頭から腕を離はなし考える表情になった。わずかな沈ちん黙もくの後、首を捻ひねる。

「さくらざか……さんでしたっけ」

「おぉ、覚えてるじゃないですか」

「さくらざか……孔こう明めい」

「誰!?」

「さくらざか皇帝」

「無む駄だに偉そうだ！」

　彼女は背中を壁につけたままゆっくりと立ち上がった。瞳ひとみから緊きん張ちようが消えている。彼女はおずおずと頭を下げた。

「あの……すみません、その節は失礼しました。私、飲むと少し前後不覚になることがあって、──あの夜のことも正直よく覚えていないんです」

　少し……？

　眉まゆをひそめながら工兵は首を横に振った。

「いや、それは全然気にしなくて大丈夫ですけど。同じ会社だったんですね。──コズエさん……でいいですか？」

「はい……って、あれ？　私、名前言いました？」

「ああ。えっとそれは」

　工兵は鞄かばんから腕うで時ど計けいを取り出した。丁ちよう度ど今日きよう例の飲み屋に届けようと思い持ち運んでいたのだ。ケース裏の名前を見せた瞬しゆん間かん、女の子の目が大きく見開かれる。

「あ……」

「これ飲み屋で拾ったんですけど、ちょっとお店に届けてる時間がなくって。僕の方で持ち歩いてたんです。すみません、捜してましたよね」

　手渡すと、女の子は壊こわれ物ものを扱うように時計を受け止めた。両の掌てのひらでそっと包み込む。

「ありがとうございます。これお気に入りだったので」

　ほっとした表情で時と計けいをしまう。次いで彼女は「あ」と今気づいたかのように一礼した。

「すみません、ご挨あい拶さつが遅れました。ＯＳ部の姪めい乃の浜はま梢こずえといいます」

　……ＯＳ部？

　なんの部署だっけ。記き憶おくを探ってみるが思い当たる名前はない。視し線せんをさまよわせる工こう兵へいに梢はこくりと首を傾かしげてみせた。

「あの……桜さくら坂ざかさんは新しく入られた方ですか？　あまりお見かけしない顔だったんで」

「え？　ああ、はい。すみません。実は僕先月入社したばかりなんですよ。だから、まだ他部門の方にも全然挨拶できてなくって」

「まぁ先月」

　梢は目をしばたたいた。両手を口元で合わせ心持ち顎あごを持ち上げる。彼女は琥こ珀はく色いろの瞳ひとみに好奇の光をたたえ訊たずねた。

「それで──どちらの部署に配属されたんですか？」

「システムエンジニアリング部です」

　何気ない質問に何気ない答えを返しただけだった。訊きかれたから回答した、ただそれだけのこと。

　だがその瞬しゆん間かん──彼は物もの凄すごい力で突き飛ばされていた。




（いってぇ……）

　胸を押えながらオフィスに入る。

　一体なんだというのだろう。部署名を答えた瞬間、梢は猛烈な勢いで工兵にタックルをかまし走り去ってしまった。

　何か失言でもしたか？　だが何度思い出してもそれらしいやりとりはない。腕時計を渡し入社時期と所属を伝えただけだ。

　……ひょっとして目つきか。また知らないうちに相手の胸や脚を睨ねめ回していたのか。

　工兵は眉み間けんを揉もんだ。最近どうにも自分の視線がコントロールできない。いや原因は分かっているのだ。人目などまったく気にせず肌を晒さらしまくっている少女の存在、こちらがどれだけ凝ぎよう視ししても平然としている人物との日々。

　──室むろ見み立りつ華か。

「室見さん、机に足載せないでください！」

　ラボに入った瞬間、工兵は悲鳴を上げていた。

　小柄な少女が椅い子すを傾けていた。服装は白のレースキャミソールに赤チェックのプリーツスカート。丈たけの短いスカートで両脚を上げているため太ふと股ももが付け根付近まで露あらわになっている。彼女は膝ひざ上うえのノートＰＣを操そう作さしながら「うーん？」と面めん倒どうくさそうに視線を上げた。
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「おはよう、桜坂」

「おはようございます室むろ見みさん。今日きようもいい天気ですね。……じゃなくて！　脚下ろしてください、なんて格好してるんですか!?」

　室見は不ふ審しんげな表情で眉まゆを寄せた。

「あー？　何よ。この姿勢、超楽なんだけど」

「楽とかそういう問題じゃなくって！　誰だれか来たらどうするんですか！」

「来たわよ、清掃の人が。顔真まっ青さおにして帰っちゃったけど」

　工こう兵へいは天を仰いだ。おお、神よ。

「と、とにかく普通に座ってください。椅い子すを床につけて、机から足を離はなして」

「こう？」

「!?　か、片かた膝ひざ立てないでください！　ていうかさっきよりやばいですそれ！　ストップ！　ストーップ！」

「……分かったわよ、朝からうっさいわね」

　彼女は心底面めん倒どうそうに机から脚を下ろした。ＰＣを卓上に置きサンダルを脱ぐと今度は椅子の上であぐらをかく。

　……まぁいいか、お世辞にも行ぎよう儀ぎよくなったとは言えないが。机で腰から下が隠れている分まだ目のやり場に困らない。

　工兵は溜ため息いきをつくと室見の斜はす向むかいに腰かけた。ＰＣのロックを外しメーラーを起動する。室むろ見みがすっと片手を上げた。

「あ、桜さくら坂ざか。今日きようのタスク、メールで送っといたから。確かく認にんしといて」

「はい」とうなずき受信トレイを漁あさる。送信者で検索かけて……あった、これか。

「……って、このメール、送信日付が今け朝さの四時なんですけど」

「そうね、それくらいに送ったかも」

「昨日きのう、深夜作業か何かだったんですか？」

　室見はかぶりを振った。

「昨日どころか一昨日おとといも一昨昨日さきおとといも徹てつ夜やよ。ちょくちょく家には帰ってたけど」

　………。

　工こう兵へいは背筋にうすら寒いものを感じた。

　せっかくの連休をなんて過ごし方してるんだ、この人は。──いやまぁ自分だって昨日は家で一日寝転がっていたからあまり偉そうなことは言えないが。にしても三徹？　……よく生きているな、本当。

「まだ立て込んでるんですか？　連休前からやってた作業」

「作業っていうかなんていうか」

　室見は大きく伸びをした。眠そうに目をしばたたかせ頰ほおの筋肉を歪ゆがめる。

「障害対応よ。あとは運用系の調ちよう整せいとか……。ったく面めん倒どうくさいったらありゃしない」

「ウンヨウケイ？」

　聞き慣なれない単語に首を捻ひねる。室見はだがひらひらと手を振った。

「あんたにはまだ関係ないから、気にしなくていいわ。それよりメールのタスク、きっちり今日きよう中じゆうに仕上げといて。遅れたらマジやばい仕事ばっかりだから」

「はい」

　やっぱり、肝心なところでは頼りにしてくれないのか。

　ちぇっと思いながら作業に取りかかる。その時、場違いに陽気なファンファーレが鳴り響ひびいた。

　あ……やば。

　慌てて胸ポケットを押える。携帯を取り出すと液晶にリドルトリルの画面が表示されていた。きちんと中断されていなかったのか、フィールド上で戦せん闘とうが始まっている。工兵は室見の視し線せんを気にしつつ必死でメニューを操そう作さ、ゲームを終了させた。

　よし、なんとか誤ご魔ま化かし成功──

「桜坂」

　してませんよね、やっぱり。

「あんた、何やってるの？　それ」

「いや、その──来る途中に中断したつもりだったんですけど、うまく終了できてなかったみたいで」

　もごもご言い訳しているうちに室むろ見みが彼の手元を覗のぞき込む。ああ、怒られる。絶望的な気分で首をすくめた時だった。

「なによ、あんたもリドルトリルやってるの」

　予想外の台詞せりふが耳じ朶だを打った。

　………。

　へ？

　瞬まばたきを一回、ぽかんと口をあけて室見を見返す。彼女は席につきながら髪を搔かき混ぜた。

「まったく、最近は猫も杓しやく子しもリドルトリルリドルトリルって。本当、流されやすいんだから。拡張現実ＡＲもののゲームなんて別にこれが初めてじゃないのに」

「……あの、ひょっとして室見さんもやってるんですか？　リドルトリル」

　室見が『ゲート解かい錠じよう希望。誰だれか開けて〜（涙）』とかコメント出しているのか？

　……それはなんというかちょっと痛い。

　だが室見の回答は工こう兵へいの予想を大きく裏切るものだった。




「やってるもなにも──そのインフラ作ってるのうちの会社よ？」




　………。

　え。

　ええええ!?

「先月から私と藤ふじ崎さきさんで構築してるの。週報にグローブオンラインって会社あったでしょ。あそこがリドルトリルの運営会社」

「マジですか……」

　あまりのことに呆ぼう然ぜんとなる。自分が熱ねつ中ちゆうしているゲーム、その基き盤ばんを構築している人がこんな近くにいたなんて。驚おどろきを通り越して現実感がない。

　室見は気け怠だるげな様よう子すでキーボードに指を這はわせた。

「ま、作ってるって言ってもベースの設計は他社だし、うちはワールドの増設に関かかわってるだけだけど。あんたみたいな俄にわかユーザーが増えてるせいで、毎週末拡張作業に駆り出されていい迷惑よ」

「すみません……」

　別に謝あやまる筋合いもないのだが、衝しよう撃げきがでかすぎたせいだろう、工兵は素直に頭を下げていた。そんな彼を室見は侮ぶ蔑べつも露あらわに見下ろした。

「本当に申し訳ないと思ってるなら今すぐあんたのゲームデータ消しなさい」

「なぜに!?」

「ていうか私が消せばいいのか、ちょっとあんたキャラ名教えなさいよ」

「鬼か、あなたは！」

　プレイ時間四十時間超えてるんだぞ！　フレンドリストの登とう録ろくも三十人を超えて、そのうち一人ひとり──越こし谷がや市し在住のバレッタさん（二十二歳・ＯＬ）とはオフ会の約束までしてるんだ。ここで消されたら自分の数少ない人間関係が消滅してしまう！

　涙目で主張していると室むろ見みは工こう兵へいから視し線せんを逸そらした。頰ほお杖づえを突き鼻から息を抜く。

「……まぁそういうわけで先月から色々立て込んでるのよ。あんたの面めん倒どう見れないのは悪いと思うけど。多た分ぶんまだしばらくこっちに手を取られてると思う。本当ならもっとこってりきっちり、生まれたことを後悔するくらいしごいてあげるつもりだったんだけど」

「……いや、まぁそれはむしろよかったというか、無理していただかなくて全然大丈夫ですけど。じゃあひょっとしてさっきの障害対応とかもリドルトリル絡みですか？」

　室見はうなずいた。

「もともと継つぎ接はぎで作ってるシステムだし。何かいじる度たびにすぐ不具合が出てくるのよ。ドキュメントも揃そろってないし、いくつかのサーバはログインパスも不明だし……」

　ぎりっと爪つめを嚙かむ音。

「既存ベンダーは非協力的で運営会社もシステムの中身にはノータッチ。そのくせデグレは許さんとかリードタイムは変えるなだとか。どいつもこいつも好き勝手なことばかり言って。……だいたいなんで私が他人の設計を踏とう襲しゆうしなきゃいけないのよ。あんな適当で冗長な仕組みをそのままコピーしろだなんて。馬ば鹿かにするにもほどがあるわ。──燃もえればいいのに」

「む、室見さん……？」

　室見の顔が徐々に険を帯びていく。つぶやきながら激げつ昂こうしてきたのか、彼女は拳こぶしで机を叩たたいた。

「二十四回よ！　二十四回。この意味不明なシステムのせいで私が夜中に叩き起こされた数！　そのうち十回は既存サーバの不具合、あとの十四回は顧こ客きやくの監かん視し停止漏れ！　全部、こっちの増設作業のせいにされて、原因が分かったあとも連中謝あやまりさえしない。それでもなんとか当座の運用フローをまとめて引き継ごうとしたら、あのＯＳ部の馬鹿どもが──」

「ＯＳ部？」

　聞き覚えのある名前に眉まゆをひそめる。工兵は記き憶おくを探り、ややあってとある人物に思い当たった。

「それって……姪めい乃の浜はまさんの部署ですか？」

　ギロリと睨にらみつけられた。室見の瞳ひとみが強い殺気を帯びる。

「なんであんたがあの寝ね癖ぐせ頭あたまを知ってるのよ」

　思わず息を吞のむくらい厳きびしい口く調ちようだった。やばい、何か踏んではいけないものを踏んだ。そう気づくなり工兵は激はげしくかぶりを振っていた。

「や、全然どういう方か知らないですよ？　さっき受付でカードキーを忘れてたから開けてあげただけです。本当、それだけです。飲み屋で介かい抱ほうしたり腕うで時ど計けいを拾ったり、あと自己紹介し合ったりなんてしてませんよ？　もう全然、神に誓って本日初対面です」

　緊きん張ちようのあまり余計なことを口走っていた。だが室むろ見みは工こう兵へいの慌てぶりに気づいた様よう子すもなくぐいと人差し指を突きつけてきた。大きな鳶とび色いろの目を細め低い声で告げる。

「いいこと、あんたもＳＥ部の一員ならＯＳ部の連中にはなるべく近寄らないこと。口をきかないこと。仲良くするなんてもっての他ほか、連中を見たら全員スパイだと思いなさい。いいわね」

「………？　なんでですか、同じ会社の人達ですよね？」

「いいわね」

　有無を言わさぬ念押し。室見の左手がドライバーの柄にかかっているのを見て、工兵は慌ててうなずいた。

　室見は苛いら立だたしげに唸うなると作業に復帰した。叩たたきつけるようなキータッチの音が響ひびく。工兵は首をすくめながらノートＰＣに視し線せんを落とした。

　なんだろう、この反応は。

　先程の梢こずえの豹ひよう変へんっぷりといい、うちの部署とＯＳ部の間に何かあるのだろうか？

　ＯＳ部……ＯＳ部ね。

　社内ポータルにアクセスし部署一いち覧らんのリンクをクリックする。総務部、ＳＤ部（ソフトウェア開発部）、ＳＥ部（システムエンジニアリング部）の下にＯＳ部の表記があった。正式名称は──オペレーションサービス部？

　オペレーションを辞書で引いてみると『作業、工程。業務、事業、運用』などとある。この中で意味が通りそうなのは……運用か？　運用サービス部門。

　………。

　いまいちピンとこない。

　一体何をやる部署なんだろう。そう言えばさっき室見もその単語を口にしていたな。『運用系の調ちよう整せい』とか『運用フロー』とか。

　うーん……？

　考えたところで結けつ論ろんは出そうにない。一番よいのは室見に訊きいてみることだろうが、先程の様子だとまともな回答は返ってこないだろう。

　──あとで藤ふじ崎さきさんにでも訊いてみるか。

　気持ちを切替え室見のメールを開く。

　白いウィンドウにびっしりと今日きよう一日のタスクが書き込まれていた。

　工兵は呻うめき声ごえを上げた。




　結局、ＯＳ部について調しらべている余裕などなかった。

　室むろ見みの指示内容は多た岐きにわたり、意味を調しらべているだけで膨ぼう大だいな時間が経過してしまった。もちろん内容を調べただけで終わるわけもない。検証作業なら環かん境きようを準備し、ドキュメント更新なら変更する内容をまとめ上げ、そこまでやってようやく実作業に取りかかれる。一つの作業に最低一時間、十作業もこなすと時刻はもう夜の九時を過ぎていた。

「……しょ、食事休きゆう憩けいしてきます」

　ふらふらになりラボルームを出る。

　返事はない。室見は三十分ほど前から机につっぷし動かなくなっていた。

　さすがに限界を迎えたのだろう。色々無む茶ちや振ぶりされている工こう兵へいだが、とても責める気にはなれない。休憩から戻っても寝ているようならカモメに家まで送っていってもらうか──。

　ああ……でもなぁ、今日きようのカモメさんどうも顔を合わせづらいんだよなぁ。いや……別に仲なか違たがいしたわけではないのだけど。あの人、会う度たびにこないだのことからかってくるんだよな。飲み会の席で酌しやくさせたこととか、藤ふじ崎さきさんに説教したこととか。あれ言われると本当何も言い返せなくなる。ほとぼりが冷めるまではあまり話しかけたくないんだけど。……ううむ。

　溜ため息いき混じりにオフィスの扉を抜ける。

　───。

　駅前のコンビニは帰宅途中の学生で賑にぎわっていた。

　ＡＴＭの横を抜け弁当コーナーに赴おもむく。消化のよいものを探し工兵は棚を見渡した。ざる蕎そ麦ばに冷やし中華、筍たけのこご飯もいいな。

　迷った末、冷やし中華を手に取る。缶コーヒーにミネラルウォーターを加え買い物籠かごに、アイスクリームコーナーに気を引かれつつレジに向かおうとした時だった。

「あれ……？」

　菓子コーナーにジャンパースカートの背中が見えた。ぴんぴんと毛先の跳ねる特徴的な寝ね癖ぐせ頭あたま。ふくらはぎ丈だけのレギンスに飾り気のないベージュのスニーカー。片手に大きな財布を携え、もう片方の手に焼き肉弁当を持っている。

　姪めい乃の浜はま梢こずえだった。

　彼女も買い出しなのか。

　今から夕食ということはほぼ間違いなく終電コースだろう。まったく、うちの人間は誰だれも彼も疲れを知らないゾンビのようによく働く。別に仕事が好きなわけでもないようだから本当に純粋な──それこそ義務感や職しよく業ぎよう意い識しきで動いているのだろう。残業代も出ないのにご苦労なことだ。……って、言っている自分も今から作業だけど。

　工兵は溜ため息いきをついた。

「こんばんは」

　何気ない気持ちで声をかける。

　いや、もちろん今け朝さの騒さわぎを忘れたわけではない。室見の警けい告こくも心に残っていた。ただなんだかんだ言っても同じ会社の人間だし、外で会ったら挨あい拶さつくらいするものだと思っていた。

　だが──

「………!?」

　声にならない悲鳴が響ひびく。

　梢こずえが顔を引きつらせていた。琥こ珀はく色いろの目は大きく見開かれ、はっきりした恐怖の色をたたえている。彼女はじりじりと後じさった挙げ句唐突に回れ右、ジャンパースカートの裾すそを翻ひるがえし走り出した。




　……逃げたっ!?




　衝しよう撃げきの光景だった。

　女の子に声をかけた瞬しゆん間かん逃げられた。女の子に声をかけた瞬間逃げられた。女の子に声をかけた瞬間逃げられた──

　ひどすぎる……トラウマになりそうな光景だった。

「い、いやちょっと、ちょっと待ってくださいよ」

　慌てて追いすがり雑誌コーナーの手前──日用品棚を抜けたところで捕まえる。二の腕をつかみ引き留めようとすると彼女はあらん限りの力で抗あらがってきた。

「い、いやっ！　やめて！　やめてください！」

「やめるも何も挨あい拶さつしただけじゃないですか！　……って、あ、暴あばれないでください。危ない、危ないですから！」

　肘ひじ鉄てつを脇わき腹ばらにくらいコンビニ弁当の角で頰ほおを打たれた。思わず怯ひるんだところに彼女の声が追い打ちをかける。

「誰だれか！　誰か助けて！　乱らん暴ぼうされるー！」

　なんですとー!?

　工こう兵へいは目を剝むいた。

　何を言い出すんだ、この女は。乱暴されてるのはむしろこっちだぞ。

　だが周囲はそう思わなかったらしい。血相を変えた店員がカウンターを乗り越え迫ってくる。

「おい、何してるんだ、あんた！」

「不ふ埒らちな奴やつだ。ひっとらえて交番につきだそうぜ！」

「明めい大だい生せいも協力するぞ！」

「日にち大だい生せい見参！」

「駿すん台だい予よ備び校こうも負けてねぇ！」

　乗りのよい客までもが工兵に取りついてくる。ええぃ、これだから学生の町は嫌いなんだ。工兵は必死に両手を振った。

「何もしてません！　ていうかこの人うちの会社の同僚ですから……って、いない!?」

　気づけば梢こずえは姿を消していた。床に器のひしゃげた焼き肉弁当が転がっている。視し線せんを上げると自動ドアを抜け走り去るジャンパースカートの背中が見えた。

　工こう兵へいは絶望的な呻うめき声ごえを上げた。

　じりじりと迫り来る学生達を見ながら内心で室むろ見みに謝しや罪ざいする。すみません、与えられたタスク、今日きよう中じゆうに終わらせられないかもしれません──




　……ひどい目にあった。

　額ひたいの青あざをさすりながら工兵はオフィスの入り口をくぐった。

　荒ぶる学生達に捕まり、警けい察さつに突き出され、そのまま二時間近く拘こう束そくされた。若手の柔道家みたいな警官に肩を押おさえられ、コロンボ似の巡査部長に詰きつ問もんされること十数回。やったんでしょ？　やってません、ねぇやったんでしょ？　やってませんってば。

　たまたま目もく撃げき者しやの一人ひとり──心配になって見に来てくれたらしい──が彼の潔けつ白ぱくを証明してくれたからよかったものの、そうでなければ本当に帰らせてもらえないところだった。

　時刻は午後十一時三十分、終電までもう間もない。ラボに戻り作業準備をしていればすぐ日が変わってしまう。

　……くそっ、公権力め。

　工兵は舌打ちした。

　いらんところに熱ねつ意いを注ぎやがって。どうせならもっと有意義なことに力を使えっていうの。駅前で暴あばれている酔っぱらいの保ほ護ごとか、迷惑駐ちゆう車しやの取とり締しまりとか、あとはサービス残業の撲ぼく滅めつとか……っと、これは警察の仕事じゃないか。

　あぁ、いてて。

　後頭部を押えながらラボルームに戻る。室見は……まだ寝てるか。よかった、彼女が起きる前に仕事を片づければなんとか帳ちよう尻じりを合わせられる。今日中──は無理だろうけど、二時か三時くらいにはなんとか──

　って。

　工兵は頭を抱えた。

　ちょっと待った。

　ということはまた会社に泊まり？　休きゆう憩けい室しつのソファーでゴロ寝ってことか？

　……あー。

　絶望的な表情で工兵は天を仰いだ。

　連休明けからいきなりこれかよ。初日くらい普通に帰れると思ったのに。

　身体からだ中じゆうから生気がボロボロと抜け落ちていく気分だった。……いやまぁ、今日は必ずしも会社だけが悪いわけじゃないけど。自分がコンビニで梢に声さえかけなければ──




　くしゅん！




　物思いに沈んでいると、可愛かわいらしいくしゃみが室内に響ひびいた。

　室むろ見みが寒そうに身体からだを縮ちぢこまらせている。剝むき出だしの肩が震ふるえ、細い顎あごがきゅっと引かれていた。あー……もう、冷房の下であんな薄うす着ぎをしてるから。

「室見さん、室見さん。そんなところで寝てると風か邪ぜひきますよ。休きゆう憩けい室しつかどこかに移動してください」

「………」

　返事はない。まだ夢ゆめ現うつつなのか、桜さくら色いろの唇から「んにゅ」と妙な声が漏れる。工こう兵へいは頭を搔かいた。

　しょうがないなぁ、抱きかかえて運ぶ──とあとでうるさそうだし、毛布くらいかけてやるか。えーっと……確たしか休憩室に一、二枚置いてあったっけ。

　………。

　誰だれもいないオフィスを抜け廊下に。ＳＤ部や総務部の扉を横目に休憩室にたどりついた。じーじーという自じ販はん機きの音を背にソファーの横を探る。……これ……は汚いな、……これなんか虫が湧わいてそうだし。──あ、これが比較的綺き麗れいか。

　真新しいタオルケットを取り上げ小こ脇わきに抱える。

　……あとは……と。

　あのまま寝ていたら首を痛めそうだから、クッションでも持っていってやるかな。枕まくら代がわりにすれば少しは寝やすいだろう。

　何気ない思いでクッションを手に取り、ふっと立ち尽くす。

　ていうか自分……本当優やさしいよな。室見さんにはいつもあれだけ虐しいたげられているのに、こういう時はちゃんと面めん倒どうを見てあげるんだから。いやまぁやっぱりね、女の子は守ってあげないと。男として、紳士としてね。

　工兵は自分に言い聞かせるようにうんうんとうなずいた。

　──そうとも自分は優しい。紳士的だ。顔だって柔らかいと言われるし、ちょっと童顔かもしれないけど怖いとか言われたことないし。だから……だから顔見ただけで逃げられるとか、そんなことはありえないはず。今日きようの梢こずえの反応は……そう、多た分ぶん虫の居所が悪かったんだ。体たい調ちようが悪かったのかもしれない。トイレに行こうとしていたところを無理に捕まえてしまったとか。そんな感じで──

「……っ!?」

　背後で悲鳴が響ひびいた。

　振り向くとジャンパースカートの背中が見えた。小柄な影かげが細い手脚を動かし必死に遠ざかっていく。

　工こう兵へいは泣きそうになった。
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　──その後も梢こずえの意味不明な逃走は続いた。

　ある時は社内で、またある時は路上で、更にある時は昼時のレストランで。

　経いき緯さつも何もない。自分の姿が視界に入っただけで彼女は走り去ってしまう。ジャンパースカートを翻ひるがえし、寝ね癖ぐせのついた頭を揺らし、普ふ段だんのおどおどした印象からは考えられないスピードで遠ざかっていってしまう。

　最初はもう、とにかくショックだった。

　自分が何をしたのか。あの時、会社の受付でどんな過ちをしでかしてしまったのか。それとも自分では気づいていないだけで、普段から何か人を不快にさせる言動でもしているのか？

　工兵の懊おう悩のうは深く夜も眠れない日々が続いた。

　だがある時を境に、悲しみよりも前に怒りが湧わき起こってきた。一体なんなんだこの理不尽な扱いは。自分は彼女を介かい抱ほうし、腕うで時ど計けいを届け、受付の扉まで開けてやったんだぞ。どちらかといえば感かん謝しやされてしかるべきだろう。にもかかわらず怯おびえられるわ殴られるわ変質者扱いされるわで、納得いかないことこの上なかった。

　せめて理由だけでも教えて欲しかった。一体自分の何が彼女を怖がらせているのか、恐れさせているのか。正面から彼女と向き合い、腹を割って話してみたかった。

（とはいっても……な）

　五月十四日木もく曜よう日び、午後八時。

　工兵は御お茶ちやノの水みず駅えきの改札を抜けホームに続く階段を下っている。珍しく早い時間に帰れたためか、人の流れは多い。上のぼり線せんホームをオレンジ色の車両が地じ響ひびきを上げ駆け抜けていく。工兵は鞄かばんを肩にかけ直し親指の爪つめで顎あごを搔かいた。

　──梢と話をする方法。

　脳内でいくつかの方法をシミュレートしてみる。

　正面から用件を告げる、まずは世間話で相手のガードを下げてみる、挨あい拶さつに泣き落とし、仕事の話題を偽装──

　いずれもうまくいきそうにない。何せ梢は工兵の顔を見ただけで逃げ出してしまうのだ。話しかけ方も何もあったものじゃない。いっそメールでも出してみるか。社内イントラからアドレスを見つけ出しこちらの意図をメールしてみる。……いやでも、読まずに削除されたら同じだし。

　うーん、と唸うなりながらホームに降り立つ。

　電光掲示板で総そう武ぶ線せんの到着時刻を確かく認にん、次の電車は──三分後か。まだ少し時間がある。乗り換えを考えるともう少しホームの後ろに進んでおいた方がいいだろう。携帯のメールを確認しつつ歩き出そうとした時だった。

　ホーム中ほどにふらふらと揺れる人ひと影かげが見えた。ミディアムボブの髪がぴんぴんと跳ねている。デニムのワンピースは身体からだのサイズと合っていないのか、妙に肩部分が下がって見えた。

　梢こずえだった。

　噂うわさをすれば本人だった。

　工こう兵へいは目をしばたたいた。

　これは……運命？

　彼女のことを思っていたら本人が現れるなんて。なんだろう、ラブコメみたいだ。

　よし……この機き会かいを無む駄だにしてはいけない。

　何せ電車である。密閉空間である。彼女がどれだけ嫌いやがろうと逃げるスペースはない。扉に押えつけ左右を塞ふさげば。──

　いやいや、せっかく帰りの経路を見つけたのだ。いっそ尾行して自宅を見つけるのはどうだろう？　家まで押しかければ流石さすがの彼女も観かん念ねんするはずだ。無む理り矢や理り押し入らなくても、毎日郵便受けに手紙を入れるとか、十分おきに呼び鈴を鳴らし続けるとか。はたまたベランダで窓ガラスをノックするとか。やりようはいくらでもある。いずれ彼女は疲れきり、こちらの思いを受け入れるだろう。おお、いい。いいじゃないかこのプラン。この自分を邪険にした報いを思い知るといい……！

　………。

　などという冗じよう談だんはさておいて。

　なんだろう、梢の歩き方、妙にふらついていないか？

　左に二歩歩き停止、振り子のように上体を揺らして右に三歩。うつむき加減に頭を落としまた顔を上げる。

　周囲の人間が顔をしかめ彼女を避けていく。あからさまに挙きよ動どう不ふ審しんな様よう子すだった。

　悩んだ末、工兵は彼女を追いかけていた。

　嫌がられるだろうが同僚として放っておけない。体たい調ちようが悪いなら介かい抱ほうするなり救急車を呼ぶなりしなくては。

　小走りに近づき細い肩をつかむ。

「梢さん、梢さん」

　大丈夫ですかと言いかけた瞬しゆん間かん、むっとなんとも言えない匂においが鼻をついた。

　うわ……酒臭！

「………？」

　無言のまま梢が振り向く。とろんと眠たげな目が工兵をとらえた。彼女はしばらくの間呆ほうけたようにたたずんでいたが不意に表情を引きつらせた。

「○×△□!?」

　言葉にならない悲鳴、走り出そうとする彼女を工こう兵へいは慌てて引き留めた。

「いや、いやいや待ってください！　そんな状態で走ったら危ないですよ！　何もしませんから、落ち着いてください！」

「そ、そんなこと言って油断したところをガブリといくつもりでしょう！」

「いきませんよ、僕をなんだと思ってるんですか!?」

「送おくり狼おおかみ」

「!?」

「家まで尾行して、郵便ポストを漁あさったり呼び鈴を鳴らしたりベランダで窓ガラスをノックしようとしてたんでしょう」

　なぜばれてる……!?

　エスパー？

　……じゃなくて。

「……何を誤解してるか分からないですけど。僕はただ普通に帰ろうとしてただけですよ。梢こずえさんを見かけたのだって偶然ですし。そんなふらふらした歩き方してなかったら、声をかけるつもりもなかったですし」

「う、噓うそです」

「本当ですよ、疑うなら会社に電話してみてください。僕はついさっき退社したところですから。梢さんは……どこかで飲んでたんですよね？」

　出るタイミングが異なれば尾行などできるはずもない。梢の飲みがいつ終わるか工兵には判断しようがないのだから。

　梢の顔から一いつ瞬しゆん、ほんの一瞬だけ狂きよう騒そうが引いた。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみに理性の光が戻る。だが次の瞬間、再び強い警けい戒かいが面おもてを満たした。彼女はかぶりを振り髪を乱した。

「だ、だまされません！　あなた達のやり方は分かってます。そうやって甘い顔をして近づいて、また無む理り難なん題だいを押しつけるつもりでしょう！」

「………？　どういうことですか」

　工兵は眉まゆをひそめた。

　無理難題？　なんのことだ。それに、あなた達？

　強い力で腕を振り払われる。梢は荒い息をつきながら工兵を睨にらみ上げた。

「しらばっくれないでください！　どうせあの悪あく魔まに言われてるんでしょう？　私を説得して言うことを聞かせろって」

「悪魔？」

「あのチンチクリンです！」

　……ああ室むろ見みさんね。

　一いつ瞬しゆんで分かってしまうのが悲しい。頭を搔かく工こう兵へいの前で梢こずえは双そう眸ぼうを一層鋭するどくした。

「あなた達はいつもそうです。猫なで声でやって来て、やれ単純な構成だ、やれ大した手間もかからないからって押しつけて。蓋ふたを開ければわけあり案件ばっかり。おかげでうちの人間がどれだけ辞めていったと思ってるんですか。だいたい今回だって引継ぎの条件はもう伝えたはずです。それに対する回答もなしにこんな脅おどしめいた手段を使うなんて……、ほんっといけすかない女、さっさと中学校に帰ればいいのに──」

「あ、あの……梢さん？」

「あなたもあなたです！　あんな女の口車に乗ってか弱い女の子をつけ回して。どうせ腕うで時ど計けいを届けてくれたのも彼女の指示なんでしょ!?　親切めいた顔をして……。この恥知らず！　ストーカー！　変態紳士！」

「変態紳士!?」

「変態という名の紳士です！」

「言い直さないでいいです！」

　手がつけられなかった。

　アルコールのせいだろう。論ろん旨しが飛びまくり目め茶ちや苦く茶ちやな言動となっている。どうやら室見と何か仕事上のトラブルを抱えているらしいが、それがなんなのかさっぱり分からなかった。

「とにかく落ち着いて」

　まずは気分を鎮しずめてもらわないと介かい抱ほうもできない。周囲の視し線せんを気にしつつ彼女に近づこうとした時だった。

「………！」

　びくりと梢の肩が震ふるえた。

　不用意に近づいたためか、彼女の警けい戒かいレベルを振り切ってしまったらしい。梢は踵きびすを返し脱だつ兎とのごとく駆け出した出した。止める間もない。気づけばワンピースの背中がホームの際きわを走っていた。

「梢さん！　ちょっと待っ……、!?」

　工兵は息を吞のんだ。

　梢の足がもつれる。デニムの裾すそが捲まくれ上体が大きく傾かしいだ。慌てて体勢を立て直そうとするが伸ばした脚は空を蹴ける。一瞬の空白の後、彼女は吸い込まれるように線せん路ろへ落ちていった。

「なっ……！」

　工兵は総毛だった。下り方面に二つの灯あかりが見える。警笛と震しん動どう、轟ごう音おんが空気を揺らしながら近づいてきた。スピーカーから電車接近を告げるアナウンス、『白線の後ろに下がり──』ってもう人が落ちてるっていうの！

　ぎりっと奥歯を食いしばり鞄かばんを投げ捨てる。考える前に身体からだが動いていた。アスファルトを蹴けりつけ身体からだを押し出す。ホームの際きわで立ち止まり線せん路ろを見下ろすと、呆ぼう然ぜんと座り込む梢こずえが見えた。電車は──もうすぐ近くまで来ている。あと二十メートル？　いや十メートル？

　くっ……そっ！

　梢に呼びかけている余裕はない。というよりもはや電車の音が大きすぎて声が届かない。

　工こう兵へいは息を大きく吸い込むと全身の筋肉を強こわばらせ。

　眦まなじりを決し。

　線路に飛び込んだ。

　………！

　無我夢中だった。

　一体自分がどう身体を動かしたかも覚えていない。

　気づけば線路脇わきの退たい避ひスペースで身体を丸めていた。目の前を真っ黒な車体が通り過ぎていく。

　腕の中に梢の小さな身体があった。厚手の生き地じ越しに彼女の体温が伝わってくる。どくどくと、激はげしい鼓動が身体を揺らした。自分の心音？　──一いつ瞬しゆんそう思いかけたが鼓動は腕越しに伝わってきた。

「………」

　梢が震ふるえている。ようやく事態を認にん識しきしたのか、小さな顔から血の気が引いていった。ぽっちゃりした唇は生気を失い土つち気け色いろになっている。どこか痛めたのか、心配になり声をかけようとした時だった。

「ふ……ぇ」

　弱々しい声が響ひびいた。

　くしゃりと梢の顔が歪ゆがむ。一瞬の空白の後、彼女は大声で泣き出した。




「……すみません、……桜さくら坂ざかさんまで付き合わせてしまって」

　梢はコーヒーをすすりながら頭を下げた。

　つぶらな瞳ひとみは泣なき腫はらし赤くなっている。嗚お咽えつが収まらないのか、彼女はまだすんすんと鼻を鳴らしていた。

　御お茶ちやノの水みず駅えき近くの喫茶店、線路を望のぞむ窓際の席に工兵達はいる。

　先程まで小一時間、こってりと駅長室で絞られていた。事件性はないのか、連絡先は、二人ふたりの関係は。ていうかあんたら明日あしたも会社あるんだろう？　木もく曜よう日びから泥でい酔すいとか、どんな職しよく場ばだよ。──

　ごもっともな意見に工兵達はただただうなだれるしかなかった。

　なんとか警けい察さつ沙ざ汰ただけは勘弁してもらったものの、とてもすぐ満員電車に乗って帰る気にはなれなかった。一いつ旦たん駅を出て近場の喫茶店に。気まずい沈ちん黙もくを十分ほど続けた後、梢がようやく発したのがさっきの台詞せりふだった。

「いや……まぁ無事で何よりでしたけど。本当に怪け我がとか大丈夫ですか？　どこか痛むところはありませんか？」

　梢こずえはふるふると首を振る。

　頰ほおから赤味が引き顔に理性が蘇よみがえっていた。先程の騒さわぎでアルコールが飛んでしまったのか、一昨日おととい受付で会った時と同じ、気弱げな様よう子すに戻っていた。

　しっとりとしたシャンソンが店内に流れている。工こう兵へいはコーヒーに口をつけ梢の様子をうかがった。

　落ち着いて見るとかなり可愛かわいらしい女の子だった。

　室むろ見みの一種野性的な美び貌ぼうとは異なる、素朴な感じの愛らしさ。小さな唇と鼻、柔らかそうな頰とぱっちりした目。顔立ちだけなら美人といっても十分通るだろう。だが──全体の印象はどこか野や暮ぼったい。サイズのあっていないぶかぶかの服、ぴんぴんと跳ねた寝ね癖ぐせ頭あたま。全すべてが相まって彼女の印象をひどく地味なものにしていた。

「……なに見てるんですか」

　気づけば凝ぎよう視ししていたらしい。

　梢が居い心地ごこち悪そうに身じろぎする。工兵は慌てて首を振った。やばいやばい、相変わらず視し線せんのコントロールがうまくいかない。早く誤ご魔ま化かさなきゃ。……そうだな怪我がないか確かく認にんしてましたとか言って。

「いや、こうして近くで見ると結構可愛いんだなと思って、梢さん」

「な、なにいってるんですか!?　いきなり」

　本音と建て前が逆になっていた。

「い、いや、違います。今のはちょっと間違いで」

「間違い!?　わ、私、可愛くないんですか、やっぱり!?」

「可愛いです！　とっても可愛いです！　だから泣かないでください、窓から飛び降りようとしないでくださーい！」

　立ち上がりかけた梢を慌てて引き留める。工兵は溜ため息いきを一つ、額ひたいの汗を拭ぬぐい表情をあらためた。

「……とにかく一つだけ言っておきます。僕は室むろ見みさんから梢さんをどうこうしろとか指示されてません。時と計けいの件もただの偶然です。だから、もう逃げないでください」

「偶然？」

　こくりとうなずく。

「今日きよう駅で声をかけたのもホーム際ぎわでふらふら歩いているのが心配になって。ただそれだけです。そりゃ確たしかにあんまり梢さんが逃げるから、理由を訊きいてみたいとは思ってましたけど。だからって尾行なんかしません。本当です」

「………」

　梢こずえはまだ疑わしげな顔をしていた。身体からだを縮ちぢこまらせ、上うわ目め遣づかいのまま顎あごを引く。彼女は両の手でコーヒーカップを包み込んだ。

「……本当に何も知らないんですか」

「何もって……だから、何をです？　まずそこから分からないんですけど」

「私達ＯＳ部とあなた方ＳＥ部、二つの部署の関係についてです」

　関係……。

　………。

　………。

　………？

　沈ちん黙もくする工こう兵へいの前で梢は「……分かりました」と溜ため息いきをついた。

「桜さくら坂ざかさんは本当に何も聞いていないんですね。私達がどういう部署か、ＳＥ部とどんな関係にあるか。……今現在、私とあの女との間で何が話し合われているのか」

「………」

　梢の表情が虚脱したように緩ゆるむ。彼女は椅い子すにもたれかかり肩の力を抜いた。

「……順を追って説明しますね。私達ＯＳ部は運用部門です。運用……って分かりますか？」

　工兵はかぶりを振った。梢は眉まゆ根ねを寄せ、どう説明するか迷うように沈黙した後、言葉を続けた。

「運用というのはシステムの維持・管理のことです。構築部隊の作ったシステムを引き受け、継続的にサービス提供できるよう保守・メンテナンスする。あなた方ＳＥが大工だとすればビル管理会社のような位置づけです。システム管理、サービスマネージメントとも言います」

「構築済みシステムの……面めん倒どうを見る部署ってことですか？」

「はい。システムは必ず壊こわれますから。ハードウェア故障、ソフトウェアのバグ、回かい線せん障害。火災、停電、天変地異。──絶対落ちないシステムなんてありえません。問題が起きた時、トラブル箇所をいち早く検知し対策を講こうじる部署、それが私達オペレーションサービス部なんでです」

　なるほど──と工兵は得とく心しんした。

　確たしかに作ったシステムがその後どんな運命をたどるのか気になってはいた。専門のシステム会社ならともかく、一般企業が日々のメンテナンスまで行うのは困こん難なんだろう。誰だれかが面倒を見なければいけないのならそれを請うけ負うビジネスも存在する。オペレーションサービス、運用サービスを提供する部隊。なるほど……意味が通じた。

「なんか……大変そうな仕事ですね」

　追つい従しようでもなく、話の接つぎ穂ほでもなく本心から口にしていた。

　自分達の仕事はシステムを作ったら終わり。だが彼女達はシステムが存在する限り関かかわり続けるのだ。火事や天変地異、およそ予測不可能な事態にまで対応しなければいけない。自分のようなひよっこなど想像もつかない苦労や困こん難なんがあるのだろう。素直に思ったことを口にしただけだった。

　だが──

「わかりますか!?」

　梢こずえの反応は激げき烈れつだった。机から身を乗り出し工こう兵へいの前に両手を叩たたきつける。彼女は鼻息も荒く工兵に詰め寄った。

「そうです、大変なんですよ！　２４時間３６５日、いつ電話がかかってくるかも分からない。寝てる時も旅行に出ている時も、いつ携帯が鳴って呼び出されるか分からない。もし障害を見逃したら、対応が遅れればそれでお客さんのビジネスに損害を与えてしまうかもしれないんです。それがどれだけ強いプレッシャーか分かります？　胃が痛いどころの騒さわぎじゃないですよ。迷惑メールの着信で携帯が震ふるえるでしょう？　心しん臓ぞうがね、縮ちぢみ上がるんですよ。ぎゅっと、見えない手でつかみ上げられるように。……動どう悸きがして息切れがして、吐き気さえこみ上げてくる状態で携帯を確かく認にんするんです。それで迷惑メールだって分かって、全身の力が抜けて布団をかぶりなおすんです。そんなのを毎日続けるんですよ、想像できますか!?」

「や、分かった、分かりましたから。落ち着いて、落ち着いてください。周りの人が見てますから」

　押えつけるようになだめ座らせる。

　梢は口を半開きにし細い肩を上下させていた。……なんというか、いちいちめまぐるしい。心の起伏が激はげしいというか、切り替わり方がデジタルというか、極端から極端に感情の方向が移り変わる。もともと激しやすく冷めやすい性格なのか。次の反応がまったく読めない。

「すみません……大変そうだなんて言ってもらえたの初めてだったんで──」

　周囲の視し線せんに気づいたのか、梢が肩をすぼめる。工兵は眉まゆをひそめた。

「初めて？」

　予想外の台詞せりふだった。素人しろうとの自分でも想像がつくのだ。ＳＥ部の他ほかの人間──藤ふじ崎さきや室むろ見みなら当然分かっていることだと思っていた。

　だが梢は口元をへの字に歪ゆがめた。

「ええ初めてです。うちの会社の人間は──社長を筆頭に誰だれ一人ひとりとして運用の大変さなんて分かってないんです。特にあのチンチクリンと来たら……言うにこと欠いて人の部署を『見てるだけの仕事って楽よねー』だとか。……ふざけてる、本当にふざけてるわ。ツナ缶を喉のどに詰まらせて死ねばいいのに」

「こ、梢さん……？」

　梢はきっと工兵を睨にらみつけた。

「工兵さん、最初に私訊ききましたよね。ＯＳ部とＳＥ部、二つの部署がどんな関係か知ってますかって」

「はい……」

「端的に言います。私達は敵同士です」

「敵!?」

「ええ敵です。我々はＳＥ部の人間を同僚と認めていません。彼らは私達にとって仇きゆう敵てきであり災害であり、絶対悪です。ＳＥ部さえいなければこの世の争いと貧困はほとんどなくなるでしょう」

「そんなに……!?」

　なんで……？　同じ会社だよね？

　目を白黒させる工こう兵へいに梢こずえは両の眼まなこをきゅっとすぼめてみせた。

「……納得がいっていない顔ですね」

「そりゃあそうですよ……だってさっきの話だと構築と運用って車の両りよう輪りんみたいなものですよね？　どっちが欠けてもシステムは成立しない。なのになんでそんな仲が悪くなっちゃうんですか」

「……私達だって別に喧けん嘩かしたいわけじゃないですよ」

　梢は拗すねたように唇を歪ゆがめた。

「ただ本当、ＳＥ部のやり方は無む茶ちや苦く茶ちやなんです。引継ぎドキュメントも整ととのっていないのに運用を開始しろだとか、何をやるかも決まっていないうちにとりあえず面めん倒どう見てくれとか。そんなのばっかりで」

「………」

「こないだなんてひどかったですよ。特に手間もかからないって渡された案件が、一日に二十回以上設定変更の発生する代しろ物もので。しかもそこのお客さん、変更リクエストを出したら一時間以内に対応しないと怒り出す人達だったから、ＯＳ部全員その案件につきっきり。もちろん他ほかの案件も色々障害が上がってきますし、そっちの対応が遅れると別のお客さんが怒り出しますから。障害対応をしながらクレーム処理も同時にやって。……結局、うちの人間が二人ふたり、過労で倒れちゃったんです」

　マジか……。

　工兵は呆ぼう然ぜんとした。自分の知らないところでそんな修しゆ羅ら場ばが展開されていたなんて。しかも彼女達の苦境は他でもない、自分達──ＳＥ部の構築したシステムによって生じているのだ。

　室むろ見みさんが……やったのか？

　信じられない。彼女がどれだけ傍ぼう若じやく無ぶ人じんでも、人に汚れ仕事を押しつけ平然としているとは思えなかった。

　知らなかったんじゃないか。

　ＯＳ部がそんな状況になっていることを。自分の行動がどんな結果を引き起こしたのかを。

　そう告げると、だが梢こずえはかぶりを振った。

「彼女は昔からそうなんです。自分以外はどうでもいい。一度システムを構築したらあとのことなんか知ったことじゃないんです。今だってそうです。あの──リドルトリルとかいうゲームのシステム」

「リドルトリル？」

　聞き覚えのある単語に顔を上げる。

　そうだ、室むろ見みも何か言っていたっけ。リドルトリルのインフラ構築でＯＳ部と関かかわっているって。

「あれが……どうかしたんですか」

「どうもこうもないです。構築したシステムを運用に乗せてくれっていうから、必要な引継ぎドキュメントを洗いだして準備をお願ねがいしたんです。そうしたら彼女どうしたと思います？　『ＯＳ部の現場が引継ぎをサボタージュしてる』って部長経由でクレーム落としてきたんですよ」

「まさか」

「本当です。おまけに自分の言い分が通らないとなった瞬しゆん間かん、他案件のエスカレーションまで無視し始めて。おかげでこっちはクローズしないインシデントを山のように抱えて日常業務にまで支障を来きたしてるんです。最低です、社会人としてあるまじき行為ですよ」

「………」

　工こう兵へいは口をつぐんだ。

　細かい単語はよく分からない。だが室見の行動によって実際に悩み苦しんでいる人達がいる。その事実は痛いほど伝わってきた。

　悪意をもってやっているわけではないだろう。だが飲み会の件でも分かる通り室見はとにかく大人おとなげない。感情的な対応を取ってしまった挙げ句、引っ込みがつかなくなっているのかもしれなかった。

　………。

　考えた末、宣言する。

「わかりました、僕から室見さんに話してみます」

「え？」

　梢が目を瞬まばたく。工兵はまっすぐに梢の視し線せんを受け止めた。

「今回の件です。引継ぎ資料をちゃんと準備して、エスカレーション？　……でしたっけ。それをやってもらえるよう室見さんにお願いしてみます」

　うまくいくかどうかは分からない。あるいは火に油を注ぐだけかもしれない。だが社内の人間同士でいがみ合っている状況はどう考えても健全に思えなかった。システムを安定稼か働どうさせるという目的は同じなのだ。自分が間に入ることで両者のしこりをなくせるなら少々の手間など惜しくなかった。

　それに、作業の分担さえうまくいけば室むろ見みも今の修しゆ羅ら場ばから脱出できるはず。彼女にとっても悪い話ではないはずだった。

「え……え、でも」

　梢こずえは混乱した表情になっていた。彼女は眉まゆ根ねを寄せ細い首を傾けた。

「桜さくら坂ざかさんはＳＥ部の人ですよね？　なんで……なんで私達のためにそこまでしてくれるんですか？」
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「部署なんて関係ないですよ。同じ会社の──仲間じゃないですか」

　工こう兵へいの回答に梢はきょとんとした。

「……なかま？」

「そうです、役割は違いますけどＳＥ部とＯＳ部は一つの案件を一いつ緒しよにこなしていく関係なんですよね？　今回のリドルトリルみたいに。だったら敵なんかじゃない。僕らは仲間です」

「………」

　梢は衝しよう撃げきも露あらわに沈ちん黙もくした。

　ゆるゆると顔を伏せスカートの膝ひざをつかむ。彼女は唇を開け、何かを言いかけてまたつぐんだ。

　鼻から息を抜き首を振る。

　どのくらい時間がたっただろう。彼女は口元を歪ゆがめ気恥ずかしげにつぶやいた。

「そんなこと……初めて言われました」

　ＳＥ部の人達とは──会えば喧けん嘩かばっかりだったから。

　蚊かの鳴くような声でそう続ける。

　工こう兵へいは身を乗り出した。

「だったらまずは僕ら二人ふたりから頑張っていきましょうよ。逃げてばかりじゃ何も解決しません。僕も室むろ見みさんを説得しますから、梢こずえさんも力を貸してください。二つの部署が仲良くできるように。気持ちよく仕事ができるように」

　一気に言いきって──だが工兵はふと我に返る。やば……何熱あつく語っちゃってるんだ、自分。

「……あ、あの、すみません。先せん輩ぱい相手に偉そうなこと言っちゃって……何も知らない新人に言われたくないですよね、こんなこと」

　赤面して顎あごを引く。

　だが梢はくすりと笑ってみせた。

「桜さくら坂ざかさん、私この会社に入って何年目だと思います？」

「………？　四年？　いや五年目くらいですか？」

　見た目がどうこうというのでなく、彼女の仕事に関する知ち識しき量りようからそう思っていた。

　だが梢は肩をすくめた。

「ハズレです。正解は一年、私去年の新卒なんですよ」

「……ええ!?」

　呆あつ気けにとられる。新卒社員……自分以外にもいたのか？　期待の新人──Ｙさんは架空の人物だったし室見も別会社からの転てん職しよく組ぐみ、てっきりこの会社は中途採用しかしていないのかと思っていた。

　梢は微笑を浮かべた。

「地方の専門学校にいたんですけど、就職説明会にスルガシステムの採用担当が来て。小さいけれどやりがいもある、社員に仕事を任せてくれるいい会社だって説明されて。……それで上じよう京きようしてきたんです。──実際に入ってみたら色々事前の話と違って大変でしたけど」

「そう……だったんですか」

　まだ呆ぼう然ぜんとしたまま工兵はつぶやく。

　言われてみれば彼女の顔立ちは幼い。専門卒なら今こ年としで二十、いや二十一といったところか。……おお、自分よりも年下だ。

「だから先輩とか畏かしこまられると逆に緊きん張ちようしちゃいます」

　梢はややはにかんだ様よう子すで身じろぎした。

　その仕し草ぐさがはっとするほど愛らしくて工兵はどきりとする。なんだろう、顔から険が取れた瞬しゆん間かん、ひどく無防備な印象になる。飼い主を前にした小動物──フェレットかハムスターのようだった。

　ぴんぴんと跳ねた寝ね癖ぐせ頭あたま、つぶらな瞳ひとみ、つんと上向きの鼻におちょぼ口。ああそうか、あれにも似てるな。昔近所の人が飼ってたヨークシャーテリア。毛並みのよさそうなところとか特に──

「抱きしめてモフモフしてぇ……」

「え？　なんですか、何か言いましたか？」

「あ、いや、こちらの話です」

　工こう兵へいは膝ひざをつねりこみ上げる衝しよう動どうを押し殺す。こちらの話もあちらの話もない。聞かれた瞬しゆん間かん、また全力で逃げ出されかねなかった。

「えーとそれで、さっきの話ですけど」

　もう少しリドルトリルのことを詳しく訊きけないか。口く調ちようを改め話題を戻そうとした時だった。机に影かげが落ちる。いつの間に現れたのか、傍かたわらに初老のマスターが立っていた。彼は慇いん懃ぎんに頭を下げた。

「申し訳ありません、そろそろ閉店です」

「え……？」

　携帯を覗のぞき込む。時刻は午後十時を過ぎていた。うお、いつの間に。

「す、すいません梢こずえさん、こんな時間まで話し込んじゃって。明日あしたもあるのに、行きましょうか」

「え……あ、はい」

　荷物をまとめ店を出る。

　駅前商店街は閑散としていた。週の中日ということもあるのだろう、道沿いの飲み屋や飲食店もどこか活気に欠けている。呼び込みの店員達も手持ちぶさたの様よう子すだった。

　時間を気にしつつ駅への道を急ぐ。線せん路ろの方から電車の走行音が聞こえてきた。

「あ、あの……」

　しばらく歩いていると袖そでを引かれた。

　足を止め振り向く。梢がうつむいていた。白く長い指が工兵の服をつかんでいる。

「どうしたんですか、やっぱりどこか痛むんですか？」

　梢はふるふると首を振った。

　なんだ、一体どうしたんだ。

　怪け訝げんな思いで見守っていると彼女はぽつりとつぶやいた。

「桜さくら坂ざかさん、さっき仲間って言ってくれましたよね、私のこと」

「はい、言いましたけど」

「同じ会社の人なら誰だれでも、こんな優やさしくしてくれるんですか？」

「優しく？」

「さっきの仕事の話とか、あと線せん路ろに飛び込んで助けてくれたりとか──」

　ああ……。

　工こう兵へいは眉まゆを寄せた。

　ううん、そうだな。

　仮に社長や採用担当が線路に落ちていたら？　──申し訳ないが多た分ぶん飛び込まないだろうな。何せあの二人ふたりは自分の平へい穏おんな日常を破は壊かいして回ってる張本人、元凶なのだ。積せつ極きよく的てきな殺意こそないものの命を賭かけてまで助ける義理はない。ていうか、いい大人おとななんだから自分で逃げろ。カモメさんは……そもそも絶対に落ちないだろうし。藤ふじ崎さきさんは落ちた瞬しゆん間かん息絶えていそうな気がする。他ほかの社員は……よく知らないから、判断しようがない。

　考えた末、彼は答えた

「誰だれでも……ってわけじゃないかなぁ」

「………！」

　梢こずえの目が大きく見開かれる。彼女は頰ほおを紅こう潮ちようさせ鼻び腔くうを膨ふくらませた。

「だ、誰でもじゃないんですか」

「？　ま、まぁそうですね」

　詰め寄られるまま答えると梢の顔がかぁっと赤らんだ。彼女は酸欠気味の金魚のように口をぱくぱくさせた。

「そ、それじゃあ、私とあの女が同時に落ちたら──」

「あの女？」

「あ、あのチンチクリンと私が落ちてたら桜さくら坂ざかさんはどっちを助けますか？　やっぱりあの女ですか？」

　チンチクリン……室むろ見みさんが？

　工兵は眉まゆ尻じりを持ち上げた。

　室見が線路に落下し、接近する電車と対たい峙じしたら。──

　……いやぁ？

　室見は助ける必要ないだろう。野生のライオン並に闘とう争そう本能が発達した彼女のことだ。逃げるどころか真正面から電車に突とつ撃げきしていきかねない。安易に助けようとしたら、こっちがとばっちりを受けかねなかった。

　だから彼は答えた。

　明快な口く調ちようで。

　迷う余地なくはっきりと。

「それはもちろん梢さんですよ、あたりまえじゃないですか」

「───!?」

　室見さんはほら、自分なんか助けに入っても邪じや魔ま者もの扱いされそうですし。放っといたところで勝手に脱出してきますから──。そう続けるつもりだったのだが。

「あ、あの……梢こずえさん？」

　梢の様よう子すがおかしい。彼女は耳の先まで真まっ赤かになっていた。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが揺れている。彼女は熱ねつ病びようにうかされたような足取りで一歩、二歩と後ずさった。

「ちょ、ちょっと大丈夫ですか」

　慌てて支えようとすると、彼女は「だ、大丈夫です」と片手を上げた。うつむいたままもう片方の手で頰ほおを押おさえる。息を吞のみ見守っていると「いやだ……」とか「噓うそ……どうしよう」とか弱々しいかすれ声が聞こえてきた。

　どのくらいたっただろう。

　不可解極まりない沈ちん黙もくの果てに、彼女はぎゅっとワンピースの前をつかんだ。表情を固くし、上うわ目め遣づかいに工こう兵へいを見上げる。

「あの……桜さくら坂ざかさん……」

「はい？」

「散々失礼なことを言って、何を今更と思われるかもしれませんけど。……その、えっと」

　言いづらそうに口をつぐむ。

　彼女は下唇を嚙かみしめ身体からだを強ばらせた。深呼吸を一回、ゆっくり息を整ととのえた後、意を決したように訊たずねる。

「明日あしたからも──こんな風に二人ふたりでお話させてもらっていいでしょうか？」

　工兵はきょとんとした。

　何を言ってるんだ？　この人は。そんなのあたりまえじゃないか。いちいち確かく認にんを求めるような内容でもない。だから彼は何気なく、本当に何気ない口く調ちようで答えた。

「はい、もちろんですけど」

「本当ですか!?」

　梢の表情がぱぁと輝かがやく。彼女は頰をバラ色に染め工兵の腕に抱きついた。

「ありがとうございます！　嬉うれしい！」

「……っ!?」

　甘ったるい匂においが鼻び腔くうをつく。柔らかな膨ふくらみが二の腕に押しつけられた。って、ちょっと待った。服のサイズが大きいから分からなかったけど、この人胸すごいぞ!?　なんだこれ……こんな……非ひ常じよう識しきな。

「今日きようは助けていただいてありがとうございました。明日また会社でお会いできるのを楽しみにしてます。おやすみなさい」

　梢は丁てい寧ねいに一礼し走り去っていった。

　工兵はしばらくの間、呆ぼう然ぜんとたたずんでいた。

　二の腕に梢の感触が残っている。工兵は片手を持ち上げ自分の肩をなでてみた。ジャケットがほのかな温ぬくもりを帯びている。彼は掌てのひらを仰あお向むけると、ぼそりとつぶやいた。

「……Ｆ……かな」
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　翌日──朝一番で工こう兵へいは室むろ見みとの談だん判ぱんに臨のぞんだ。

　用件はもちろんＯＳ部との件。梢こずえの言い分を室見にぶつけ、あわよくば彼女達二人ふたりで話し合いの場を設けてもらうつもりだった。

　もちろん一ひと筋すじ縄なわでいくとは思っていない。

　工兵はリドルトリル案件の全ぜん貌ぼうを知っているわけでないし、運用引継ぎでどんなドキュメントが必要になるかも理解していない。そもそも運用という仕事に対して具体的なイメージがつかめていなかった。

　辛かろうじて梢から聞いた単語くらいは意味を確かく認にんしてきたものの、準備といえば本当にそれくらいだった。（ちなみにエスカレーションというのは運用窓口で解決できなかった問題を上位のエンジニアに対応依頼することらしい。エスカレート──上申、なるほどそのまんまだった）ディテールを突っ込まれれば即座に口ごもってしまう。そんな、甚はなはだ心こころ許もとない状態で工兵は室見との話し合いに臨んでいた。

　不安点はもう一つある。昨晩の話はあくまでＯＳ部の立場に基づいたものだ。室見には室見の言い分があるだろうしＳＥ部としての方針もある。工兵が安易にＯＳ部の肩を持てば即座に交渉自体が決裂しかねない。まずは両者の思いを聞き、しかる後に歩み寄りのポイントを探る必要があった。

　とは言え、ただでさえ忙しい室見のことだ。邪険にされる可能性は高いし下へ手たをすれば話自体聞いてもらえないかもしれない。それでも──何もしないよりマシだ。まずは一言、問題提起をかけ議ぎ論ろんの下地を作る。和解の糸口を見つける。そう考えて工兵は室見を呼び止めた。朝の準備が終わり一息ついた頃ころ、室見が缶飲料を買いに行く瞬しゆん間かんを見計らって。




「室見さん、ちょっといいですか？」




　繰くり返しになるが、工兵はこの件を一筋縄で片づけられるなどと思っていない。はぐらかされるかもしれない、無視されるかもしれない。独断専行をたしなめられるかもしれない。およそ最悪の事態を想定し臨んだつもりだった。

　だが──室見の反応は彼の予想を超えていた。

「ふ、ふ、ふ、ふ、ふざけるなああああ！」

　耳をつんざくような叫び声。

　襟えり首くびをつかまれラボルームの壁かべに押しつけられる。室むろ見みは眦まなじりを吊つり上げ憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで工こう兵へいを睨にらみ上げた。怒りのあまり歯の根があっていないのか、桜さくら色いろの唇が小刻みに震ふるえている。彼女は般はん若にやのような表情で頰ほおの筋肉を歪ゆがめた。

「い、言うに事欠いてＯＳ部への引継ぎをちゃんとしろですって？　あんたどっちの味方なのよ!?　こ、こ、この裏切り者、恥知らず。変態野郎！」

「なぜ変態!?」

「どうせあの寝ね癖ぐせ頭あたまに色々吹き込まれたんでしょ！　腕に胸とか押しつけられてデレデレしてたんじゃないの？」

「っ!?」

　なんでみんなこう人の行動や思考を見てきたように話すの？　顔に出てるの？　知らないうちに喋しやべってるの？

　工兵は激はげしくかぶりを振った。

「べ、別に梢こずえさんの味方をしてるわけじゃないですよ。ただ同じ会社ですし、仕事をうまくこなすためにも歩みよれるところは歩みよった方がいいでしょう？　室見さんも早く案件を引き継げば楽になるじゃないですか」

「引継ぎ、……引継ぎね」

　室見はふんと鼻を鳴らし工兵から視し線せんを逸そらした。乱らん暴ぼうに彼の胸を突き飛ばし踵きびすを返す。長机のそばまで行くとパイプ椅い子すに腰かけ細い脚を組んだ。

「丁ちよう度どいいわ。あんたにはまだ早いと思ってたから言わなかったけど、この機き会かいにうちとＯＳ部の関係をきっちり説明したげる。そこに座りなさい」

　納得いかないまま、これ以上室見を怒らせるのも得策でないと考え椅子を引き寄せる。

　室見は唇をへの字に歪め天てん井じようを仰いだ。腕組みして小さな鼻び腔くうを一杯に開く。

「ＯＳ部とＳＥ部の関係を一言で言うなら……そうね、戦争状態──かしら」

「戦争!?」

「考えなしのエスカレーション、システムやドキュメントへのケチつけ、度たび重かさなる受け入れ拒否に運用差し戻し。連中の我々に対する敵意は明白よ。ＯＳ部を倒さずして私達の未来はないわ」

「いや倒しちゃ駄だ目めでしょ!?　誰だれが運用するんですか、作ったシステム！」

「そんな細かいことはどうでもいいのよ──」

　室見は暗い眼まな差ざしで工兵を見た。鳶とび色いろの瞳ひとみに激しい憎悪の煌きらめきがある。

「ＳＥ部は全力をもってＯＳ部を撃げき滅めつし、その余力をもって顧こ客きやくにあたる。これが我々の基本方針であり組そ織しきとしての戦略よ、再考の余地はないわ」

「そこまで!?」

　仲が悪いのか──。愕がく然ぜんとしながらも工兵は食らいつく。このままでは歩み寄りどころでない。一体何が捻ねじれているのか。もう少し情報を整せい理りする必要があった。

「ちょ、ちょっと待ってください。ＯＳ部はＳＥ部の作ったシステムを運用する部署なんですよね？　きちんと引継ぎさえすればシステムの面めん倒どうを見てくれるって言ってるのに、なんでそんなこじれちゃうんですか」

「なんで？　簡かん単たんよ、あいつらがいつまでたってもシステムを引き継がないからに決まってるじゃない」

　………？　な、なんだ？　よくわけが分からなくなってきたぞ。システムを──引き継がない？

　室むろ見みは指を二本立ててみせた。

「うちの場合、構築から運用への引継ぎは二つのプロセスを経るの。一つはＯＳ部の指示する引継ぎドキュメントを作ること。ネットワーク図とかインストールパッケージ一いち覧らん、機き器きの保守窓口リストとかね。で、もう一つが引継ぎ会の実施」

「引継ぎ会？」

「作成したドキュメントをＯＳ部にレビューして承認をもらうの。質疑応答を行い不足点、不明点があれば持ち帰って資料修正。場合によっては機器の設定を変えることもあるわ。管理コマンドの投入とかね」

　はぁと気の抜けた相づちを打つ。

　引継ぎ資料を作成し内容を説明する。別に問題のあるプロセスとは思えない。

「いいじゃないですか。本気で引き継ごうとしてるから、そういう場を設けてくれるんですよね？　何がまずいんですか」

「確たしかにね、連中は本気よ。十回二十回、ううん百回以上ドキュメントを直しても粗を見つけてくるくらいにね」

　え？

　ちょっと待った。今なんて言った？　……百回？

「直しても直しても突き返される、あの情報が足りないだのこの記述が整合性とれてないだの、重箱の隅をつつくみたいに毎回批判のネタを見つけてくる。もちろん修正中は運用を引き受けてもらえない。システムの障害連絡は全部作ったエンジニアのところに来る。夜間だろうが休日中だろうがね」

「………」

「引継ぎ会の内容だってひどいもんよ。エンジニア一人ひとりをＯＳ部の人間が取り囲んで駄だ目め出だしの嵐あらし。細かな設定から設計ポリシーまで何時間も批判の矢や面おもてに立たされるのよ。最後はみんなボロボロになって、引継ぎを断念して帰ってくるの。……本当、あれは打ち合わせじゃないわ、リンチよ。集団リンチ」

「まさか……」

「本当よ。実際何人ものＳＥ部員がそれにやられて会社を辞めていったわ。残された案件はこっちに覆おおい被かぶさってくるし、貴重な戦力は減るし、たまったものじゃないわ」

　舌打ちして爪つめを嚙かむ。ぎりぎりと奥歯を嚙みしめながら彼女は憎々しげに吐き捨てた。

「あの女はね、そういう連中の中でも最大級に厄やつ介かいなエンジニアなの。構築部隊からのリクエストは全すべてリジェクト。無む理り難なん題だいを押しつけてこちらが根負けするまで運用を断り続ける。関かかわった人間がどんどん入院していくから、ついたあだ名が〈プロジェクトメンバー殺し〉」

「………」

「今回のリドルトリルだってそうよ。ええ、確たしかに私言ったわよ。複数ベンダーの継つぎ接はぎシステムで色々と障害も多いって。でもね、だからって全障害ケースを洗いだして対応フローを作れとか無む茶ちや苦く茶ちやだと思わない？」

「ぜ、全障害ケース？」

「想定される全ての障害に対応プランを策定しろって、そんなもんできるわけないでしょ！　何よ想定される全ての障害って。隕いん石せきが落ちた時のリカバリープランとかも考えろっていうの!?　ふざけてるわ、引き受けたくないなら引き受けたくないって素直に言えばいいのに」

「じゃ、じゃあ向こうの部長に現場がサボタージュしているって言ったのは」

「ああ？　そのまんまの話よ。どれだけドキュメント出しても動く気け配はいがないから本当のことを言っただけ。あの時は流石さすがに寝ね癖ぐせ頭あたまも青ざめてたけどね。……くくく、いい気味だわ」

　低い邪悪な笑い声が桜さくら色いろの唇から漏れる。口の端が吊つり上がり悪あく魔まのような表情になっていた。……うわ、性格悪そう。

「とにかく」

　沈ちん黙もくする工こう兵へいの前で室むろ見みは口く調ちようをあらためた。表情を強こわばらせ強い視し線せんで工兵を睨にらみつける。

「あの女の言うことは一言たりとも信用しちゃだめ。ＯＳ部と歩みよるなんて泥どろ棒ぼうに自宅の鍵かぎを渡すようなもんよ。連中と仕事する方法はただ一つ、圧倒的な予算と権力でもって有無を言わさず運用を開始させること。それだけよ。そのあたりは私に任せておけばいいから、あんたはこれ以上この件に関わらない、いいわね」

「え？　で、でも室見さん……」

「ったく、あの女も少し目を離はなした隙すきに人んところの新人にちょっかい出して。脳みそ空っぽなくせに色目を使うことだけはうまいんだから。早速クレーム上げなきゃ。Ｃｃ部長……ううん社長あたりも入れておこうかしら」

　ぶつぶつつぶやきながら室見はノートＰＣを引き寄せる。そのまま猛烈な勢いでメールを書き始めた。

　固かた唾ずを吞のみ見守っていると、室見は双そう眸ぼうに危険な光を宿し「連中ついにルビコンを越えたわね」とか「よろしい、ならば戦争よ」とわけの分からないことをつぶやき始めた。

　工兵は顔色を失いラボルームから出た。自分が何かとんでもない地雷を踏んでしまったことに気づく。ＳＥ部とＯＳ部の確かく執しつは新人が軽い気持ちで介入できるものでなかった。二つの組そ織しき間かんには宗教戦争ばりに入り組んだ事情があり、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで歩み寄れるものではない。その事実に工こう兵へいは遅まきながら気づいた。

　というかむしろ自分は事態悪化のトリガーをひいてしまったんじゃないのか。火種くすぶる火薬庫に爆ばく発はつ物ぶつを投げ込んでしまったんじゃないのか。

　……やばい。

　室むろ見みを説得するどころでない。自分の不用意な発言がＯＳ部とＳＥ部の全面戦争を招いてしまったかもしれないのだ。どうしたらいい、とりあえず藤ふじ崎さきさんに相そう談だんするか。パニックに陥りながらサーバルームの横を抜けオフィスに赴おもむく。

　だが、自席に藤崎の姿はなかった。

「か、カモメさん、藤崎さんは？」

「んー？　なんかさっき飲み物買いに出てったけど。休きゆう憩けいスペースじゃない？」

「ありがとうございます！」

　礼もそこそこにオフィスを出る。荒い息をつきつつ廊下を見渡した時だった。

「さくらざか……さん？」

「………！」

　一番会いたくない人物と遭遇した。

　華きや奢しやな女の子が右手に立っている。ぴんぴんと跳ねた寝ね癖ぐせ頭あたまに琥こ珀はく色いろの綺き麗れいな瞳ひとみ、──姪めい乃の浜はま梢こずえだった。

「こ、梢さん……」

「どうしたんですか青い顔して。昨日きのうはあれからちゃんと帰ったんですか？」

「え、ええ……まぁ」

　視し線せんを受け止めながらじりじりと後じさる。昨日あれだけ啖たん呵かを切ったのだ。今の状況はとてつもなくばつが悪かった。事情を説明するにしても、もう少し事態を整せい理りしてからにしたい。

　だが──

「………!?」

　梢がぐっと顔を近寄せてきた。

　小さな鼻を突き出しくんくんと匂においを嗅かぐようにする。

「桜坂さん、何か困ってませんか？」

「嗅いで分かるの!?」

「七分くらい前にトラブルがあった匂いです」

「どんな匂いだよ！」

　思わず訊きき返すと彼女は悪戯いたずらっぽい笑えみを返した。上体を引き起こし工兵と距きよ離りを取る。

「冗じよう談だんです、切せつ羽ぱ詰つまった顔をしてたんでついさっき何かあったのかなぁと思っただけです」

「………」

　意外にたちが悪いぞ、この女。おとなしそうな顔して、平然とかまかけしてきやがる。迂う闊かつな受け答えをしたら余計なことまで暴あばかれかねない。

「ちょっと……あるシステムで問題が起きてて……藤ふじ崎さきさんに報告しなきゃいけないんです。だからまたあとで」

　適当に誤ご魔ま化かし歩き出そうとする。だが何歩も行かないうちにぐっと腕をつかまれた。

「噓うそですね？」

　梢こずえはつぶらな瞳ひとみで言った。工こう兵へいはたじろいだ。

「い、いや」

「噓はいけませんよ。隠し事もだめです。私達は仲間同士──でしたよね？」

　けっして強い口く調ちようでない。だが梢の言葉に工兵はなんとも抗あらがいがたいものを感じた。たとえていうならヤクザが銃を突きつけながら要求を告げているような。そんなえもいわれぬ凄すごみ。

　ごくりと唾つばを飲み込む。とても逃げられそうな雰囲気ではない。助けを求めるように周囲を見渡し、人の気け配はいが一切ないことを確かく認にんして彼は観かん念ねんした。

　仕方ない。遅かれ早かれバレるのだ。であれば早めに説明した方がいい。

「実は──」

　先程の室むろ見みとのやりとりを説明する。自分がどれだけ事態を甘く見ていたか、分ぶをわきまえていなかったかを謝しや罪ざいも交え話していく。正直、軽けい蔑べつされる自信はあった。誰だれがどう見たって今の自分は格好悪い。大きなことを言った分、反動も大きかった。意気消沈しながら梢の顔色をうかがう。ああ、がっかりされてるだろうな。溜ため息いき混じりに思った時だった。

「なんて……気の毒な──」

　予想外の台詞せりふが工兵の耳じ朶だを打った。工兵は瞬まばたきを一回、梢の顔を見つめる。

　彼女は目め尻じりに涙を浮かべていた。口元を歪ゆがめ柔らかそうな頰ほおを震ふるわせている。彼女は沈痛な面持ちでかぶりを振った。

「桜さくら坂ざかさんも……あの女の犠ぎ牲せいになったんですね」

「ぎ、犠牲？」

「人の話も聞かず一方的に毒舌を吐きまくって。事態を引ひっ搔かき回すだけ引っ搔き回した挙げ句、最後は上長経由の踵かかと落おとし。いつものパターンですよ。彼女には誰だれかと仲良くやっていく気なんてさらさらないんです。関かかわった人間はみんな心を病んで会社を辞めていく。そういう人間なんです」

「……えっと、その──」

　何か妙な流れになってきた。慌てて室見を弁べん護ごしようとするが、その暇もなくがしりと手を握られる。

「大丈夫です。この件で工兵さんがＳＥ部に居づらくなってもＯＳ部が居場所を準備しますから。工こう兵へいさんは私達と一いつ緒しよにあの悪あく魔まと戦ってくれた英雄──悪いようにはしません」

　梢こずえは熱ねつっぽい眼まな差ざしで工兵を見上げた。桜の花びらのような唇が綻ほころぶ。

「戦争？　上等ですよ。追い詰められた運用が何をするか見せてやります。工兵さん、一緒に戦ってください。この会社から構築の人間を根絶やしにしてやりましょう！」

　えええ……。

　工兵は心中で呻うめいた。

　逃れようのないしがらみが四方八方から絡みついてくるのを感じる。

　ことここに至っては室むろ見み、梢、どちらに肩入れしても無事ですみそうになかった。かといって中立などという選択肢が許されるとも思えない。彼女達は必ず、どこかのタイミングで判断を求めるだろう。自分と相手、どっちに付くつもりかと──。

　工兵は絶望的な気分で天てん井じようを仰ぐ。

　泥沼だった。
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『送信日時：五月十七日（日）　午後九時四十二分

　宛あて先さき：姪めい乃の浜はま梢こずえ

　差出人：室むろ見み立りつ華か




　お疲れさまです、ＳＥ部の室見です。

　リドルトリル案件について姪乃浜さんからうちの桜さくら坂ざかに相そう談だんがあったと聞きました。

　既に何度かご連絡させていただいている通り本案件の担当者は私と藤ふじ崎さきさんです。桜坂は割アりサ当イてンしていませんので、彼にご相談いただいても的てき確かくな回答を返せないと思います。レポートラインの問題もありますので、何かご相談がある場合は私の方までご連絡いただけませんでしょうか？

　あと、どういう経けい緯いで桜坂に相談を行ったのかも教えてください。事情によっては上長を絡めてご相談の場を設けさせていただこうと考えています。

　よろしくお願ねがいします』




『送信日時：五月十七日（日）　午後十一時二十四分

　宛先：室見立華

　差出人：姪乃浜梢




　室見さん




　お疲れさまです、ＯＳ部　姪乃浜です。

　桜坂さんとは本案件に関係なく一般的なお話をさせていただいただけです。特に問題のある内容とは思いませんがどのあたりを気にされてますでしょうか？　引継ぎに関してはＯＳ部からのリクエストは既にメールさせていただいた通りですし、桜坂さんとのお話でそのあたりを変更したこともありません。ご懸け念ねんのポイントがよく分かりませんので、もう少し具体的にご指摘いただけますでしょうか。




〉あと、どういう経緯で桜坂に相談を行ったのかも教えてください。事情によっては上長を絡めてご相談の場を設けさせていただこうと考えています。




　？

　上長を含める理由が分かりません。

　室見さんだけではうまく説明できないということでしょうか。

　よろしくお願ねがいします』




『送信日時：五月十七日（日）　午後十一時五十一分

　宛あて先さき：姪めい乃の浜はま梢こずえ

　差出人：室むろ見み立りつ華か




　お疲れさまです、室見です。

　こちらの意図を読み取っていただけなかったようなので、言葉を変えます。

　本件にアサインされていない人間（桜さくら坂ざか）とＯＳ部がなぜ話をする必要があるのでしょう？

　案件の話をしたのでなければ、それはただの雑ざつ談だんだと思います。桜坂には直近のタスクをいくつも割り当てており雑談で彼の工数を消費されては困ります。

　ＯＳ部と違いＳＥ部は稼か働どう見合いで売上げが変わりますので、そのあたりコスト構造の違いを理解した上でお話いただけると助かります。（何度もご説明していることだと思いますが……）




〉上長を含める理由が分かりません。

〉室見さんだけではうまく説明できないということでしょうか。




　姪乃浜さんでは判断できない内容だと思いました。

　よろしくお願いします』




『送信日時：五月十八日（月）　午前〇時四十分

　宛先：室見立華

　差出人：姪乃浜梢




　お疲れさまです、姪乃浜です。

　申し訳ありませんが、室見さんの仰おつしやっていることがまったく理解できません。私と桜坂さんの話は十分か十五分程度で、業務に支障をきたすレベルとは思えません。

　ＳＥ部では部員に一切休きゆう憩けいを与えていないのでしょうか？




〉コスト構造




　我々のコストはいつまでたっても考こう慮りよしていただけないようですが。こういう時はお金の話を持ち出すんですね。




〉姪めい乃の浜はまさんでは判断できない内容だと思いました。




　誰だれがミーティングに出るかはＯＳ部の中で判断します。室むろ見みさんにご心配いただく必要はありません。

　よろしくお願ねがいします』




『送信日時：五月十八日（月）　午前一時十二分

　宛あて先さき：姪乃浜梢こずえ

　差出人：室見立りつ華か




　室見です。




　運用部隊のコストは理解していますよ？　顧こ客きやくからのインカムと運用の手間をごっちゃにしてませんか？

　あと休きゆう憩けい時間だからといって部員に妙なことを吹き込むのはやめてください。こちらはＯＳ部と話をさせるために休憩を与えているわけではありません。




〉誰がミーティングに出るかはＯＳ部の中で判断します。室見さんにご心配いただく必要はありません。




　判断（笑）




　よろしくお願いします』




『送信日時：五月十八日（月）　午前一時三十八分

　宛先：室見立華

　差出人：姪乃浜梢




〉判断（笑）




　何が言いたいんですか？




　よろしくお願いします』




『送信日時：五月十八日（月）　午前二時十一分

　宛あて先さき：姪めい乃の浜はま梢こずえ

　差出人：室むろ見み立りつ華か




〉何が言いたいんですか？




　ほら、判断できてないｗ』




『送信日時：五月十八日（月）　午前二時十五分

　宛先：室見立華

　差出人：姪乃浜梢




　スパムを送るのはやめてください』




『送信日時：五月十八日（月）　午前二時十八分

　宛先：姪乃浜梢

　差出人：室見立華




　そっちのメールこそ時々スパムフィルタにひっかかるんだけど』




『送信日時：五月十八日（月）　午前二時三十二分

　宛先：室見立華

　差出人：姪乃浜梢




　性しよう根ねがねじ曲がっている人のメーラーは迷惑メール判定もまともにできないみたいですね』




『送信日時：五月十八日（月）　午前二時四十六分

　宛先：姪乃浜梢

　差出人：室見立華




　あ、ごめん。間違えて届いたメール削除しちゃった。もう一回送ってもらえます？』




『送信日時：五月十八日（月）　午前三時一分

　宛あて先さき：室むろ見み立りつ華か

　差出人：姪めい乃の浜はま梢こずえ




　死んでもらえます？』




『送信日時：五月十八日（月）　午前三時七分

　宛先：姪乃浜梢

　差出人：室見立華




　そっちこそ死ねば？』




『送信日時：五月十八日（月）　午前三時十二分

　宛先：室見立華

　差出人：姪乃浜梢




　なんで生きてるんですか？　ツナ缶臭くて鼻が曲がりそうなんですけど』




『送信日時：五月十八日（月）　午前三時三十一分

　宛あて先さき：姪めい乃の浜はま梢こずえ

　差出人：室むろ見み立りつ華か




　あんたこそたまには髪切ってきたら？　寝ね癖ぐせいい加減うざいし。ついでに首もちょん切ってもらうと後腐れなくていいんじゃない？』




『送信日時：五月十八日（月）　午前三時四十六分

　宛先：室見立華

　差出人：姪乃浜梢




　死んでください』




『送信日時：五月十八日（月）　午前四時三分

　宛先：姪乃浜梢

　差出人：室見立華




　おまえが死ね』




　　　　[image: ]




「どうしたの？　工こう兵へい君。朝から死にそうな顔して」

　五月十八日月げつ曜よう日び、午前九時四十三分。工兵はオフィスの席に突っ伏している。

　身体からだが重い。全身の血管に鉛を流し込まれているようだった。彼は顔を横向けたままゆっくりと視し線せんを持ち上げる。黒髪のスレンダーな女性がすぐそばに立っていた。ボーダーのボートネックＴにデニムのシャツ。細い手首にシルバーのブレスレットをはめている。大きく露ろ出しゆつした額ひたいは白はく磁じのように艶つややかで内側から光を放っているようだった。切れ長の目は柔和に細められ彼女の印象をひときわ穏おだやかなものにしている。

「おはようございます……カモメさん」

「おはよう工兵君。……って、うわひどいクマ。徹てつ夜や作業明け？」

「作業じゃないけど徹夜です。ちょっと……色々メールのやりとりに巻き込まれてて」

「メール？」

　工兵はＰＣの液晶をカモメに向ける。

　カモメは興きよう味み深ぶかそうに画面を覗のぞき込んだ。しばらく読み進んだあと「うわぁ」と声を上げる。

「梢こずえちゃんと立りつ華かちゃんかぁ。この二人ふたりまたぶつかってるんだ」

「……昨日きのうの晩からずっとですよ。全部僕をＣｃに入れてきて。携帯のアドレスにまで送ってくるんです。電源落とすわけにもいかないし、十分おきに着信音が鳴るからベッドに入ってもすぐ叩たたき起こされちゃって」

[image: ]

「それはまぁ……なんというか、ご愁しゆう傷しよう様──」

　カモメはかぶりを振った。「うーん」と唸うなった後、小首を傾かしげる。彼女は細い腰を机に預けた。

「まぁ、でも昔より全然マシよ。去年の夏くらいは本当凄すごかったんだから」

「へ？　これで……マシ？」

　ひやりと背筋に怖おぞ気けが走る。一体昔はどんなだったんだ。カモメは口角を吊つり上げた。

「梢ちゃんが去年の新卒だったって知ってる？」

「……ええ、本人から聞きました」

　カモメはこくりとうなずいた。

「最初は本当線せんの細い子だったのよ。いつもおどおどして周りの様よう子すをうかがってて、端はたから見てても大丈夫かなーって感じだったんだけど。最初に関かかわった案件がよりにもよって立華ちゃんの案件でね」

「室むろ見みさんの──」

「立華ちゃん、ああいう性格でしょ？　新入社員にも全然容赦しなくって。梢ちゃん毎日泣かされてたのよ。……給湯室で膝ひざ抱えてるところ何度も見たわね。ストレスのせいでお酒の量もどんどん増えていって。一時期はひと月の夕ご飯全部飲み屋ってこともあったみたい」

　……っ！

　それでか！

　梢が酒乱になった理由、平日の夜まで飲み歩くようになった原因。

　室見だ、彼女が梢を追い詰めたのだ。酒なしではやっていけない状況に、生きていけない身体からだに。

　……なんてこった。人一人ひとりの健康と理性がこうもあっさり踏みにじられるなんて。

「だ、誰だれか止めなかったんですか？　そんなこと」

　工こう兵へいの質問に、カモメは唇を歪ゆがめた。

「うーん、とは言ってもねー。立華ちゃん別に間違ったこと言ってたわけじゃないから。仕事に厳きびしいだけで。周りの人間もフォローしづらかったのよ。みんな大なり小なり修しゆ羅ら場ばはくぐってきてるわけだし。梢ちゃんだけ甘やかすわけにもいかなかったから」

「そりゃ……そうでしょうけど」

　にしたって限度があるだろう。自分も物凄いしごきを食らっていたから分かる。あれは社会人経けい験けんのない人間がそうそう耐えられるものじゃない。

　不服そうな工兵に、だがカモメは肩をすくめてみせた。

「あ、でも本当にやばくなったらみんなも助けに入ったと思うよ？　実際、案件担当を変えようって話もあったみたいだし。ただ、あれは七月くらいだったかなぁ。運用引継ぎ会の席でね、梢こずえちゃんが言ったの」

「………？　何をですか」




「『このシステム、間違ってませんか？』って」




　な……。

　工こう兵へいは息を吞のむ。

　打ち合わせの場で室むろ見みの仕事にケチをつけた？　なんて命知らずな。

「そん時の立りつ華かちゃんの怒り方って言ったら、そりゃああもう凄すごかったわよ。テーブルをひっくり返して梢ちゃんにつかみかかって『どこが間違っているか言ってみろ！』って。止めようとした藤ふじ崎さきさんは殴り倒されるし、吹き飛ばされた椅い子すは壁かべにめりこむわで」

　うわぁ……。

「でもね、結局正しかったのは梢ちゃんだったの。本当に今考えても珍しいなーって思うんだけど、その時、立華ちゃん機き械かいの設定ミスってたらしいのね。そのまま動かしてたらある条件の時にシステムが停止しちゃうかもしれないミス」

「……それに梢さんが気づいた？」

　カモメはうなずいた。

「他ほかの誰だれも、ＯＳ部のベテラン達も気づかなかったミス。それに新卒四ヶ月目の社員が気づいた。もう社内中大おお騒さわぎよ。──それからかなー。立華ちゃんを前にしても梢ちゃん一歩も引かなくなって。口こう論ろんやメールバトルは当然、時には取っ組み合いの喧けん嘩かまでして。ああ、一度リアルに流りゆう血けつ沙ざ汰たもあったっけ」

「りゅ、流血沙汰!?」

「受付の壁が返り血で染まって……って、あ、ごめん。電話だ。まぁそんなわけなんで工兵君、メールバトルくらいそんなに気にすることないと思うよ。気楽に構えて、そのうち落ち着くよ」

　適当極まりないまとめ方をしてカモメは自席に引き上げていった。外がい線せんを取り上げ外向きの声で応対を始める。

　って、とんでもないところで話を切っていきやがって！　無む茶ちや苦く茶ちや気になるじゃないか、どうなったのそのあと!?

　工兵の心の声に、だがもちろん答える者はいない。まじまじとカモメの背中を睨にらみつけ溜ため息いきを漏らす。

　その時、胸ポケットの携帯が唸うなりを上げて震ふるえ始めた。

「……っ」

　また室むろ見みさん達からのメールか？

　うんざりしながら携帯を取り出す。だが受信ボックスに表示された件名は予想外のものだった。

　──リドルトリル、マジカルムーンリットナイトのお知らせ。




『満月の夜に何かが起こる!?

　月つき灯あかりの魔ま法ほうで、リドルトリルの世界に新たなゲートが開きます。

　通常のゲームワールドとも現実世界とも異なる第三の世界。未踏の大地にはまだ見ぬ財宝やアイテムが!?

　さぁ新たな冒険の舞ぶ台たいを求めて旅立ちましょう！




　開催日時：五月二十日（水）午前０時〜２４時の間　※ゲーム時間の夜間帯に限ります

　開催ワールド：マンデリン、プエルトリコ、モカ──』




　おおお。

　工こう兵へいは携帯にかぶりつく。

　新フィールドの時限解放イベントだった。前回実施されたのは三週間前だっけ？　普通ならお目にかかれないようなアイテムが大おお盤ばん振ぶる舞まいされ、お祭り騒さわぎになったっけ。そうか……またやるのか。しかも明後日あさつて。おおおお、なんか燃もえてきた！

　………。

　はぁ。

　ふっと素に戻り溜ため息いきを漏らす。

　楽しさを前面に押し出したイベント画像。だがこれを裏で動かしてるのは他ほかならぬ室見達なのだ。罵ののしり合い、憎み合い、お互いを敵と公言しているような人々。なんというか、清純派アイドルの裏側を見たような気分になって工兵はげんなりした。

　ひょっとして自分が知らないだけで他のゲームや映画、小説も同じなのだろうか？　外向きには「みんな楽しんでね！」と言いながら、裏では「うぜぇ、やってられるか」とスタッフがふてくされているのか。

　……うへぇ。

　なんか──素直に作品を楽しめなくなりそうだった。

　いかんいかん。

　首を振り憂ゆう鬱うつを払う。

　ゲーム自体に罪はないのだ。裏側のことなど気にせず純粋に一ユーザーとして楽しむべきだろう。だいたい今の自分には携帯ゲームくらいしか息抜きの手段がないのだ。ここでリドルトリルを辞めたら本当に仕事一辺倒の毎日になってしまう。

　───。

　気を取り直してゲーム画面にアクセス、コミュニティの掲示板に新着情報が上がってないかチェックする。

　おうおう、早速書き込みが。何々？　ミハマ・ドメインにいるＮＰＣの台詞せりふが変わっている？　幕まく張はりあたりにゲートが出現するかも？

　幕張って……また中途半端に遠いところだな、平日でなきゃ朝から張ってるんだけど。ええっと、あっち在住のフレンドは。

　メニューを開けた瞬しゆん間かん、画面が固まる。工こう兵へいは舌打ちした。ユーザーが増えているせいか最近どうもレスポンスが悪い。エリア移動やアイテム選択をするとサーバアクセス中のままゲームが停止してしまったりする。ったくよぉ、運営もちゃんとサーバ増強しろよな。儲もうけてるんだからさあ。金取ってる自覚あんのか？　ああん？

　………。

　うちの会社じゃん……。

　海よりも深い自己嫌悪に陥って工兵は机に突っ伏した。

　髪を搔かき混ぜながらゲームを強制終了する。まぁいいや、昼休みになったらまたアクセスしてみるか。そろそろ仕事を始めないと室むろ見みさんにどやされかねない。

「桜さくら坂ざか君」

　ぬおうっ!?

　携帯を背中に隠し椅い子すを回す。すぐ後ろに銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの男性──藤ふじ崎さきが立っていた。

「ふ、藤崎さん。どうしたんですか？」

　上ずった声で問いかける。やばい……見られたのか。額ひたいをつぅと冷や汗が伝う。だが藤崎は周囲を見渡すと何気ない口く調ちようで訊たずねてきた。

「室見さんは？　ラボルーム？」

　……よかった、ばれていない。

　工兵はほっと息をついた。

「です。……ただまだ寝てると思いますよ。昨日きのうもなんだかんだで完かん徹てつだったみたいですし」

「昨日？　特に連絡受けてないけど。何か作業でもあったの？」

「ああいえ、作業というかなんというか」

　言ってよいものか。判断がつかず口ごもる。

　室見と梢こずえのやりとりはお世辞にも褒ほめられたものでない。一応藤崎は室見の上長だし、彼女の評価を下げるようなことは言いたくなかった。

　どう説明するべきだろう。

　沈ちん黙もくしフォローの言葉を考えていると藤崎は不意に頰ほおを緩ゆるめた。小首を傾かしげ穏おだやかな口調で告げる。

「桜さくら坂ざか君、今日きよう仕事が終わったらちょっと時間あるかな？」




　格子戸を抜けた瞬しゆん間かん、飲み屋特有の喧けん噪そうが押し寄せてきた。

　狭い店内にカウンターとテーブル席、天てん井じようまで届く酒棚が詰め込まれている。木もく目め調ちようのテーブルは照明を浴び淡いオレンジ色に輝かがやいていた。

　工こう兵へいは鞄かばんを肩にかけ直し店内を見渡した。平日の夜にもかかわらず客の入りはよい。テーブルは既に満杯でカウンター席も半ばまで埋まっていた。両手に皿を抱えた店員が忙しげにフロアを行き交っている。

　……えーっと、先に入っていると言ってたけど、どこに座ってるんだろう？

　手前から順に視し線せんを走らせていく。あれも違う、あれも違う。あの人は……似てるけど違うな。……ん、あれか？

　奥のカウンター席でワイシャツ姿の男性が手を振っている。

　瘦こけた頰ほお、真ん中分けの髪、トレードマークの銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね。──藤ふじ崎さきだった。

「すみません、遅くなりました」

　頭を下げ隣となりの席に腰かける。藤崎はいやいやと手を振った。

「こっちこそ悪いね、仕事帰りにつきあわせちゃって。──ビールでいい？」

「あ、はい」

　うなずくと藤崎は店員を呼び止めオーダーを告げた。ビールを二杯、串くし焼やきの盛り合わせを一皿、枝豆を一つ、工兵君、内ない臓ぞう系は大丈夫？　うん、じゃあレバ刺し一皿で。

「よく来るんですか？　このお店」

　上着を脱ぎながら工兵は訊たずねた。藤崎はジョッキの残りをあおり「うーん」と首を捻ひねった。

「最近はあんまりだね。仕事も立て込んでるし、付き合ってくれる人も少なくなっちゃったから」

「そうなんですか？　会社にも近いし、部署の飲みで使ったりするのかと思ったんですけど」

「室むろ見みさんは飲まないしカモメさんは基本定時退社。会社立ち上げの頃ころによく飲んでた同僚はだいたい辞めちゃったから。……美お味いしいし好きな店なんだけど。一人ひとりで飲んでても寂しいしね」

「………」

　どんよりした空気が周囲に満ちる。

　えーっと、どうしてこの人はのっけからこう気持ちが沈むようなことばかり言うのだろう。

　……え？　今日ずっとこのテンション？　帰ってもいい？

「今日も一日お疲れ様、乾杯」

「お疲れさまです」

　運ばれてきたビールを持ち上げ軽く打ち合わせる。澄すんだ音がささくれだった気持ちを癒いやした。

　ジョッキに口をつけぐっと飲み込む。苦みを帯びた炭酸が胃に染み渡っていった。

「……っ」

　うまい。

　はぁあ、やっぱり仕事帰りのビールは最高だ。梢こずえが酒浸りになった理由も分かる。辛つらいことも嫌いやなことも全すべて吹き飛びどこかに行ってしまう。それがただの現実逃とう避ひ、アルコールの魔ま法ほうに過ぎないとしても。

「相変わらずいい飲みっぷりだねぇ、桜さくら坂ざか君は」

　しみじみと言われて我に返る。

　やばい、こないだみたいな失敗をしないためにも少し控え目にしなくては。

　ジョッキを置き居住まいを正す。

「それで──今日きようはどうしたんですか？　急に誘っていただいて」

　工こう兵へいの質問に、藤ふじ崎さきは「ん？」と目だけを向けて答えた。枝豆を口に含みもぐもぐと頰ほおを動かしている。

「まぁいいじゃないか、細かいことは。ほら、レバ刺し食べなよ。美お味いしいよ、ここのは」

「……はぁ」

「串くし焼やき取り分けるね、桜坂君ぼんじり好き？　好きなんだ。じゃあ大目に上げるよ。ささみ梅しそもどうぞ」

「………」

「あ、ビールあいたね。店員さんに頼もうか、すみませーん。生一つおかわりで」

「……あの？　藤崎さん？」

「いけないいけない。枝豆も僕ばっかり食べてるじゃないか。ほら、取り皿に取ってあげるよ。いっぱい食べて──」

「ふじさきさん」

　断ち切るように言って藤崎の動きを止める。

　工兵は顔から表情を消し、半はん眼がんになって藤崎を見据えた。

「言いたいことがあるなら言ってください。何か僕にやらせたいことがあるんですか？」

「ん？　いや？　なんのことかな？　あはは」

「リドルトリルの件ですか？」

「………」

　ああ、やっぱり。

　やっぱりそういうことね。

　いきなり誘ってくるから変だとは思った。

　工こう兵へいは頭を搔かいた。

「いいですよ、別にお酒なんかで埋め合わせしてもらわなくても。僕自身、今の状況なんとかしないと身がもちませんから」

「桜さくら坂ざか君──」

「ただし」と工兵は念押しした。

「情報は全部出してください。出し惜しみはなしです。案件の状況、過去のＯＳ部とのやりとり、上長間でどういう話し合いがされたか。全部、全部話してください。でなきゃこの話は受けられません」

　はっきりと言いきる。

　どうせまっとうな依頼じゃないのだ。堀ほり留どめ証しよう券けんの時と同じ。職しよく掌しようもレポートラインも全すべてを無視した特命事項。ならば、これくらい要求しても罰はあたるまい。

　藤ふじ崎さきはふふと笑った。

　頰ほお肉にくを歪ゆがめどこか愉たのしげな表情になる。

「それくらいはっきり言ってもらうと逆に話が早くて助かるよ。お察しの通り、リドルトリルの件でちょっとまずいことになっててね。早急に手を打たないと余計なところまで飛び火しかねないんだ」

「飛び火……？」

　藤崎はうなずいた。

「桜坂君は、この案件の経けい緯いについて何か聞いてる？　室むろ見みさんから」

「いえ、……詳しくは。確たしか設計が別の会社なんでしたっけ？」

　既存ベンダーの設定・構成をもとにシステムを増設している。そんなことを言っていた。藤崎は再度うなずいてみせた。

「うん、大手のシステムベンダーでね。名前を言えば誰だれでも知っているような会社だけど。図ずう体たいがでかい分レスポンスも悪くてね。お客さんの求めるスピード感についていけなかったんだ」

「スピード感？」

「発注を受けてから構築完了までの速度、機き能のう追加までの期間とかさ。オンラインゲームのビジネスってのはとにかく速度が命だから。少しでも後手に回るとすぐユーザーが離はなれていってしまうんだ。早期にタイトルを投入し、新イベントや機能をどんどん追加してプレイヤーを囲い込まないと」

「……なるほど」

　確かに一ユーザーのこなせるゲームタイトルには限りがある。同時に二個、せいぜい三個といったところだろう。市場にどんどん新規タイトルが出てきている状況では、飽きられたが最後、すぐユーザーは別のゲームに乗り換えていってしまう。

　藤崎はタクトを振るように指を回した。

「とにかくもっと迅じん速そくに、質は二の次で構わない。早く、早く、早く。そういう要件に食いついたのがうちの社長さ。うちみたいな会社なら少数精せい鋭えいで面めん倒どうな社内調ちよう整せいもなく、どんどん構築を進めていける。そういうアピールでお客さんの心をゲット。めでたく新ワールドの増設を受注したというわけ」

「おおお」

　いいじゃないか。弱小企業がフットワークの軽さを活いかし大手から案件をもぎ取る。まさにベンチャーの面めん目もく躍やく如じよといったところだ。しかも受注したシステムは自分のよく知るゲームタイトル。興こう奮ふんするなという方が難むずかしい。

　そういえば先々週くらいに新ワールドの増設がアナウンスされていたっけ。──あれか。

　工こう兵へいは「それで」と身を乗り出した。

「それでどうなったんですか？　社内的には色々ゴタゴタしてますけど、システムも無事立ち上がってるみたいですし、お客さんも満足してくれた感じですか？」

「いや？」

　藤ふじ崎さきは首を振った。

「話が違うといってお客さん大だい激げき怒ど。社長も呼びつけられて、これなら元のベンダーに戻した方がマシだとクレームをつけられる始末」




　なんで!?




「え？　ちょっと、どうしてですか？　だって新ワールドの構築はもう終わってるんですよね？」

「第一次増設分はね」

　藤崎は冷えた口調で言った。眦まなじりをすぼめ口元に薄うすい笑えみを浮かべる。

「言ったでしょ？　この手の会社は新しん機き能のうやイベントをどんどん追加していくんだって。初回の構築が終わって一息つく間もなく次の増設、アップグレード、構成追加。もちろん室むろ見みさんと僕がつきっきりで取りかかればこなせない量じゃない。でも──」

　ああ……。

　工兵は理解した。

　そうか、なるほど話が繫つながった。

「運用引継ぎが終わらないせいで、室見さんの稼働が次の構築に割けなかった。そういうことですね」

　藤崎は首肯した。

「既存ベンダーの引き上げが急だったからね。障害対応フローとかドキュメントがまったく整せい備びされていなくって。とにかく何かある度たびにＳＥエスカレーション、対応依頼。室見さんの作業も中断されまくりでさっぱり構築は進まず。そうこうしているうちにお客さんの雷が落ちてきたってわけ」

　……うはぁ。

　予想以上にひどい状況だった。というか本当に室むろ見みさんは災さい難なんだな……。客と運用部隊双方から苛さいなまれ、必死に障害対応しても今度は構築の遅れを責められる。ぶち切れそうになるのも当然だった。

「構築が終わるまで問い合わせを減らしてもらうとか、そういうことはできないんですか？」

　工こう兵へいの提案に藤ふじ崎さきは頭を振った。

「無理だね、先方は運用も込みで任せた以上、引継ぎが終わっていないのはあくまでうちの内部事情ってスタンスだから。サービスレベルの低下は絶対に許容しないよ」

「じゃあ障害対応の、その……フローとかドキュメントとかを準備してもらうのは？　既存の業者にお願ねがいして」

　資料さえ揃そろえばＯＳ部への運用移管も進むのではないか、そう思っての確かく認にんだったが藤崎は溜ため息いきをついた。

「それもＮＧ。既存ベンダーは契約を切られた以上、一切の稼か働どうは割さけないと言っている。現状調ちよう査さも含めて全部スルガシステムの仕事って意見だ」

　工兵は椅い子すに体重を預けた。

「ならもう仕方ないじゃないですか。ごめんなさいして納期を遅らせてもらうしか。社長ならそのあたり舌先三寸でなんとかしてくれるんじゃないですか？」

　桜さくら坂ざか君、桜坂君。

　藤崎は歌うように彼の名を呼んだ。

「それですむなら苦労はしないよ。言ったよね？　先方が僕らに依頼してきた理由──スピード感をもった構築ができること。その条件が覆くつがえされたら、彼らは本気で僕らを切りにかかる」

「切る……」

「一次構築で契約を打ち切って次の業者に仕事を回すだろうね。その結果、僕らはこの案件で得るはずだった莫ばく大だいな売上げを失うことになる」

　莫大……。

「いくらぐらいなんですか」

　工兵の質問に藤崎は指を一本立ててみせた。

「え？　一千万!?」

「いやいや」

　藤崎は苦笑した。




「一億だよ、桜坂君」




　………!?

　予想外の数字に意い識しきが空白化する。

　呆ぼう然ぜんとする工こう兵へいの前で藤ふじ崎さきはジョッキをあおった。

[image: ]

「何百台というサーバのハードウェア費用も含むからね。うちみたいな弱小ＳＩｅｒエスアイアーにとったら目のくらむような金きん額がくさ。社長も喜んじゃって、売上げを期待して色々予算組んじゃったからこの話がなくなると──」

「ど、どうなるんですか」

　藤崎は「ううん」と唸うなった。

「オフィス退去とか」

　マジで!?

「もう少し安いところを探すことにはなるかもねぇ。ここ意外に賃料高いから。そうだなぁ、志し木きとか和わ光こうあたりの物件を」

「なんでそんなマニアックな駅を!?」

「僕が東とう上じよう線せん一本で通いやすいから」

「最低だこの人！」

　……ちなみに志木とか和光は東とう京きよう２３区の左上、埼さい玉たま県けんの町である。和光の駅前には三階建てのゲーセンがあり対戦クイズゲームが充実している。閑かん話わ休きゆう題だい。

　藤ふじ崎さきは真顔で工こう兵へいの肩を叩たたいた。

「というわけで、工兵君の幸せな通勤時間を守るためにも、この件はなんとかしなくちゃいけないわけだよ」

「なんで僕が当事者になっているのかさっぱり分かりませんが。状況は理解しました。……で？　具体的にどうすればいいんですか。室むろ見みさんと梢こずえさんを仲直りさせて運用引継ぎを終わらせればいいんですか？」

　藤崎は両りよう肘ひじを机についたまま、組んだ指の上に顎あごを乗せた。

「そうだね、本当なら僕らマネージャー陣で取り持つ話なんだけど、二人ふたりとも完全に意い固こ地じになっちゃってるからねぇ。建たて前まえ論ろんで話し合っても埒らちが明かないんだ。桜さくら坂ざか君、女の子の扱い得意でしょ？　ちょいちょいって話して二人の仲を修復しちゃってよ」

「誤解を招くようなこと言わないでください！　なんですか、そのジゴロっぽいキャラ!?」

「え？　先週の木もく曜ように桜坂君、駅前で姪めい乃の浜はまさんと抱き合ってたって聞いてるけど」

「抱き合ってません！　腕をつかまれただけです。ていうか誰だれか見てたんですか!?」

「いや、普通に姪乃浜さんが言いまくってるみたいよ、部内で」

　あ、あ、あの女─!?

　何を考えてるんだ一体。室見さんに聞かれたら比ひ喩ゆでなく血の雨が降りかねない。あんた裏切ったわねー！　とか言って。馬乗りになられた挙げ句、ステップラーで工兵の首を挟んで……ひいいいい！

「桜坂君？　桜坂君、どうしたの。顔色が悪いけど」

「な、なんでもありません。ちょっと嫌いやな未来予想図が浮かんだだけで」

　ふらつきながら額ひたいを押える。

　そう、とにもかくにもあの二人の仲を修復すればよいのだ。会社の売上げも上がるし、自分も生命の危き機きから遠ざかる。──よし。

「質問があります」

　表情を強ばらせて訊たずねた。藤崎は片かた眉まゆを持ち上げた。

「質問？」

「はい、室見さんと姪乃浜さん──二人の言い分についてです」

　引継ぎしない理由とできない理由、彼女達の発言は相互に矛む盾じゆんし合っている。引継ぎ資料一つ取っても作ったのか作ってないのか判然としない。意図的かどうかは別として、どちらかが噓うそをついているのではと思った。

「具体的には？」

　藤崎が続きを促す。工兵は記き憶おくを探りつつ彼女達の発言を繰くり返した。

　………。

　説明を終えると藤ふじ崎さきはひどく難むずかしい表情になった。長い腕を組み天てん井じようを仰ぐ。

「桜さくら坂ざか君、疑いたくなる気持ちは分かるよ。でもね、彼女達は二人ふたりとも噓うそをついていない。本当のことを言ってるだけだよ」

「え？　でも、それじゃあ」

　室むろ見みは引継ぎ資料を作ったと言っている。

　梢こずえは引継ぎ資料ができてないと言っている。

　どっちも正しい？

　そんな馬ば鹿かな。

　押おし黙だまる工こう兵へいに藤崎は口元をへの字に曲げてみせた。

「要はね、リスクに対する考え方が違うんだよ。構築と運用は」

「考え方……？」

　藤崎はうなずいた。

「構築にとってリスクというのは必ずしも悪いものじゃない。ハイリスクハイリターン、高リスクの案件はそれだけよい実入りをもたらしてくれる。僕らにとってリスクは克服するものであり、それによって高い評価を得られるものだ。でも──運用部隊は違う」

「違う……」

「たとえばの話。……そうだな、蛇口から水が出なくなったら桜坂君はどう思う？」

　？　どうって……。

「夜の洗い物や歯磨きをしようと思ったタイミングでぴたりと水が止まっちゃうんだ。水道局に問い合わせたところ目下状況を確かく認にん中ちゆう、復旧見込みは未定と言われる。怒らない？」

「それは、……怒るでしょうね」

「ガスが止まったら？」

「同じです」

「停電は？　パソコンで作業している時にプツリと電気が止まったら」

「勘弁してくれと思います」

　藤崎は口の端を持ち上げた。

「うん、でガス会社や水道会社が必死に頑張って元通り使えるようになったとする。桜坂君は彼らに感かん謝しやする？　直してくれてありがとうと思う？」

「思わないでしょうね」

　むしろなぜもっと早く直らなかったのか、そもそも落ちないようにできなかったのか責めるかもしれない。

　藤崎は目を細めた。

「そう、それがユーザーの正常な反応だ。問題なく使えて当たり前、障害なんてとんでもない。復旧作業？　やって当然だろう。むしろ使えなかった分の料金を減げん額がくしろ──」

「ああ」

　工こう兵へいは呻うめいた。唐突に藤ふじ崎さきの言いたいことが理解される。

「システムの運用も同じってことですか」

　藤崎はうなずいた。

「正常に稼か働どうするのが当然。障害が起きたら最後、必死で復旧しても怒られる。もちろん復旧できなければ大問題。報告書どころの騒さわぎじゃない。そんな彼らが好き好んでリスクをとると思う？　全すべての懸け念ねん点てんを潰つぶし、石橋を叩たたいて叩いて叩きまくり、最悪のケースを全部考えつくした上で、はじめて彼らは運用を引き受ける。そうしなければ彼らの業務自体が破は綻たんしてしまうからだ」

「……つまりこういうことですか。室むろ見みさんは引継ぎドキュメントを作った。でもその内容はＯＳ部の懸念を解消できるレベルに達していない。想定される障害とか、対応方法とか……そういうものが網もう羅らされていない」

　だから受け入れられない。

　十分な引継ぎ資料と見なせない。

　室見達との会話が脳裏に蘇よみがえる。

『必要になる引継ぎドキュメントを洗いだして準備をお願ねがいしたんです』

『想定される全ての障害に対応プランを策定しろって、そんなもんできるわけないでしょ！』

　……ああ、なるほど。分かった。理解できた。

　確たしかに──これはどちらも正しい。間違っていない。

　だが……

「でも藤崎さん、リスクを全部潰しきるなんて無理ですよ。室見さんも言ってましたけど、隕いん石せきが落ちてきた時の対応手順？　そんなものまで作るのかって話もありますし。どこかの時点でえいやと覚悟を決めて引き継がないと」

「そのどこかの時点ってのは誰だれがどう決めるんだい？」

「………」

　決められるはずない……か。リスクの許容量など人それぞれ、明めい確かくな基準などありえない。

「でもそれなら他ほかの案件はどうしてるんですか？　まさかＯＳ部に言われた通り全部のリスクを潰しているわけじゃないですよね？」

　藤崎は「うん」と答えて指を立てた。

「二つのケースがあるね。一つは過去に同様の案件をこなしている場合、このケースだと経けい験けん則そくからだいたいのリスクを見み積つもれる。以前こうだったから、まぁこの程度の引継ぎ資料で十分とか──そういう判断がはたらく」

「もう一つは？」

「構築エンジニアと運用エンジニアの間で信頼関係ができている場合」

　工こう兵へいは目をしばたたいた。

　……え？　何？

　信頼関係？

「不ふ思し議ぎそうな顔してるね、桜さくら坂ざかくん」

「……いや、だって、仕事の話なのに。そんな──個人的な」

　藤ふじ崎さきは愉快そうに口元を歪ゆがめた。

「所しよ詮せんは人と人だよ。システムの仕事とかいってもね。○○さんの案件だから信頼できる、引き受けてもいい、そんなものさ。桜坂君だって同じじゃないかな。室むろ見みさんの指定する納期なら多少きつくても納得できるでしょ。でも同じ納期を社長から示されたらどう思う？」

「それは……」

　全力で逃げ出したくなるだろう。

　藤崎は枝豆を口に運びながら「ね？」と微笑ほほえみかけた。

「相手のことを信頼していれば多少不透明な依頼でも受けてくれる。融ゆう通ずうをきかせてくれるものさ。でも残念ながら今のあの二人ふたり──姪めい乃の浜はまさんと室見さんの間に信頼関係はない。しかも過去に実じつ績せきのない案件だから経けい験けん則そくを適用することもできない」

「……八はつ方ぽう塞ふさがりじゃないですか」

「うん」

　あっさりと藤崎は肯定した。

「だから藁わらにもすがる思いで桜坂君に相そう談だんしてるというわけさ」

「重いなぁ」

　工兵は正直な感想を漏らした。黄ばんだ天てん井じようを仰ぎかぶりを振る。

「だいたいなんでそんな相性の悪い二人を組み合わせているんですか。室見さんは……そりゃまぁ難むずかしい人ですけど、ＯＳ部にもうまくやれる人だっているでしょ」

「………」

「いないんですか!?」

「──いやまぁいるよ、いるにはいるけどね。ただあっちはあっちで稼か働どうパンパンだから、今あいているのは姪乃浜さんくらいなんだ。彼女が駄だ目めだと他ほかの案件から人を引っ張ってこなきゃいけなくって、そうすると今度はそっちの進しん捗ちよくが──」

「いや、もう分かりました。すみません。皆まで言わなくていいです」

　相変わらずの綱つな渡わたり操そう業ぎよう、……本当にもう、この会社に「余裕」って言葉はないのか？　誰だれか倒れたらどうするつもりなんだ。社長がカバーしてくれたりするのか？

　溜ため息いきをつきながら、だが工兵はこの件を確たしかに自分向けの仕事だと思う。室見と姪乃浜、双方と本音でコミュニケーションを取れる人間。過去の確かく執しつ──部署間の対立やしがらみからもっとも縁えん遠どおい人物。──自分、桜坂工兵。

　工こう兵へいはジョッキをあおった。口元を手の甲で拭ぬぐい藤ふじ崎さきを見据える。

「高いですよ」

　藤崎は悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべた。

「今日きようの飲み代だけじゃ足りない？」

「全然足りないですね。……そうですね、山やまの上うえホテルに美お味いしい天ぷら屋さんがあるみたいなんですよ。全部うまくいったら、あそこに四人分席を準備してもらえませんか？」

「四人分？」

　工兵は不敵な表情を浮かべた。

「僕と藤崎さん、室むろ見みさんと梢こずえさんです。仲良くなったらみんなでご飯を食べる。当然でしょう？」




　バンと、大量の書類が机上の埃ほこりを舞まい上がらせる。

　ＰＣの電源をオン、筆記用具をキーボードの脇わきに展開する。キッチンに赴おもむきやかんをコンロにセット、火加減を調ちよう節せつしつつ棚からインスタントコーヒーの瓶を取り出した。買いだめしてあったスナック菓子を小脇に抱え籠ろう城じようの準備を整ととのえる。

　さて……はじめますか。

　工兵はどさりと椅い子すに腰かけた。

　藤崎と話した翌日──五月十九日火か曜よう日びの夜、工兵はリドルトリル関連のドキュメントをプリントアウトし自宅に持ち帰っていた。会社だと室見の目もあり資料の閲えつ覧らんもままならない。事態を把握し、考えをまとめ、十分な対策を練るには彼女のいない場所──家で作業するしかなかった。

（……にしても凄すごい量だなこれ）

　プロジェクト実施仕様書に基本設計書、膨ぼう大だいな数のパラメータシートに機き器きマニュアル。まともに読んでいたら丸一週間はかかりそうなボリュームだった。考えた挙げ句、提案書とプロジェクト実施仕様書を中心に読み進んでいく。概要資料だから情報量は少ないが全体の流れはつかめるはずだった。

　──『株式会社グローブオンライン御おん中ちゆう　リドルトリル第２期システム構築（フェーズ１増設）のご提案』

　パワーポイントの提案書を一枚一枚めくっていく。

　システム概要の項に簡かん単たんな構成図があった。

　インターネットルータの下にゲームサーバが何十台も置かれている。その後ろにデータベースサーバ、ストレージ、監かん視しシステムが続く。ユーザーからの接続はまずゲームサーバで受けつけたあと各種データベースに照会、必要に応じてストレージに反映される。機能毎にサーバを分けることで障害時の影えい響きようを極小化、アップデート作業を容易にしているらしかった。

　……へぇ、こんな風になってるのか。

　好奇心を刺し激げきされ読みふける。

　自分が普ふ段だん遊んでいるゲーム、その中身を知ることにはゲーム自体の楽しさと異なる未知の悦よろこびがあった。

　ゲームのパケットは基本ｈｔｔｐ、通常のＷＥＢアクセスと同じ方式で行われる。膨ぼう大だいな台数のサーバ群を収容するためエッジスイッチはスタック接続され、アップリンクをギガビットイーサで繫つないでいる。クラスタリングにＳＡＮ、ＲＡＩＤにチーミング。見たこともない技術用語のオンパレードに工こう兵へいは興こう奮ふんを隠しきれなかった。

　続いて運用スペック。２４時間３６５日のネットワーク監かん視しにプロセス監視、障害時はアラートメールが送信され運用部隊による切り分け・対応が行われる。プロセスのハングアップならソフトウェアレベルの再起動、ハードウェアの問題ならベンダーにエスカレーション。手順書に従い復旧作業を実施する──

（これだけ見ると話は簡かん単たんなんだけどなぁ）

　工兵は溜ため息いきをつく。

　提案は簡単、実現は至し難なん。自分流格言を心に刻みながらページをめくる。実施仕様書が終わり原色のページ仕切りが現れた。次の資料は……議ぎ事じ録ろくか？

　最初にキックオフミーティング、次いで第一回構築打ち合わせ、内部打ち合わせ、運用スタートアップミーティング、第二回構築打ち合わせ──

　読み進むうち、工兵は眉み間けんの皺しわを深くしていった。

　そこに書かれているのは室むろ見みと梢こずえ、両者のせめぎ合いの記録だった。

　最初は探り合い、軽いジャブ。わずかな妥協を経て全面攻こう撃げき、奇き襲しゆう、撤てつ退たいと見せかけた政治レイヤーからの一撃。

　いやもちろん彼女達も喧けん嘩かばかりしていたわけではない。

　二人ふたりとも案件を無事終わらせるために、運用を回すために必死で議ぎ論ろんしていた。折せつ衷ちゆう案あんを出し、時には相手の言葉を受け入れ、妥協し、議論を前に進めようとする。実際、監視の仕組だけはそうやって先行し立ち上げることに成功していた。だが障害検知後の対応ということになると、まったくもって双方の主張はバラバラだった。一いち歩あゆみ寄れば十の相違点が噴ふき出してくる。一いつ生しよう懸けん命めいになればなるほど二人の溝は深まっていった。

　結局のところ問題は一つに集束する。

　運用開始後のリスク、それをヘッジするための手間を事前にどれだけかけるか。

　ＯＳ部はまだ足りないと言う。

　ＳＥ部はもう十分だろうと言う。

　着地点は誰だれにも判断できず、ただお互いの感覚で話し合うしかない。だが議論している間にも次の納期は迫り構築部隊は疲ひ弊へいしていく。議事録は感情的な非ひ難なん・批判の応酬と化し、未消化の課か題だいだけが山やま積づみになっていく。

　……これは、思ったより根が深いぞ。

　工こう兵へいは呻うめいた。

　感情の行き違いだけならまだなんとかなる。だが議ぎ論ろんを尽くした末の対立ということになると小手先の説得ではまず納得させられない。事実、工兵の考えていた妥協案のいくつかは、既に過去の議事で話し合われたものだった。

　……ううん。

　唸うなり声ごえを上げ背もたれに体重を預ける。

　状況を知れば何かアイディアが浮かぶかと思ったが、実際はより一層選択肢が狭せばまっただけだった。総論反対各論反対。歩みよる糸口さえ見えない。まったくもって手詰まりだった。

　やっぱり……どこかで「えいや」って引き継いでもらうしかないんじゃ。

　藤ふじ崎さきにＮＧを出された考えが再度脳裏を過よぎる。だが現実的な解決策はそれしかないように思えた。

　梢こずえは……怒るだろうな。「室むろ見みさんは仕事を押しつけたいだけなんです。一度運用に引き継いだらあとは知らん顔して逃げるつもりなんです。なんでそれが分からないんですか！」とか言って。

　………。

　いやまぁ確たしかに室見もよくない。新人相手に強こわ面もて一辺倒で接したりとか、運用は敵と公言したりとか。大人おとなげないことこの上ない。

　だが──

　だがそれにしてもだ。

　梢は室見を誤解している。

　彼女は仕事から逃げたりなどしない。中途半端なシステムを誰だれかに押しつけたりなどしない。

　彼女は自分の仕事にプライドを持ち絶対の自信をもって引継ぎに臨のぞんでいる。だから室見の引継ぎ資料はおそらく必要且かつ十分なものなのだ。それが受け入れられないとしたら理由はただ一つ──




　信じられないから。




　室見の言葉を信用できない、人となりを信用できない。仕事のクオリティを信用できない。

　藤崎の指摘通りだ。

　室見と梢の間には信頼関係がない。お互いの言葉を裏打ちする土ど壌じようがない。

　であれば信頼を築けばいいのだろうが、そのためにはまず室見の仕事ぶりを理解してもらわないとならない。だが梢は室見との仕事を拒否しており、信頼回復の機き会かいは与えられそうにない。堂々巡りだった。

「うなー」

　お手上げだった。

　文字通り両手を上げて椅い子すにもたれかかる。

　糖とう分ぶんをいくら補給しても脳みそは回転してくれない。時刻は午前一時を回り疲労と眠気がセットで押し寄せてきた。

　……だいたい、こんなの新人の仕事じゃないし。

　今更ながらの感想を漏らしつつテレビのリモコンを取り上げる。

　お笑い番組でも観みてくさくさした気分を和やわらげたい。ややふてくされ気味に思いながらテレビの電源を入れる。

『さて次にご紹介するのは今話題の新感覚エクササイズプログラム、メガロスレンダーです。一日十分、わずか二週間の運動でほらこの通り。はけなくなったズボンやスカートが蘇よみがえります』

『わぁ、十年前のスカートがはけるようになっちゃった！』

『新感覚エクササイズプログラム、メガロスレンダーはＤＶＤ三枚組でなんと二万五千円。二万五千円のご奉仕です。今なら送料無料でメタボリック測定メジャーがついてきます。この機き会かいを是非お見逃しなく！』

　海外の通販番組に日本語の吹き替えをつけたものだった。

　うさんくせぇ……。

　工こう兵へいはうんざりした顔になった。

　十分程度の運動でそんなに瘦やせられるかっていうの。ビリーズブートキャンプだって五十五分だぞ。どんだけ過酷な十分間だよ。ていうか十年前のスカートってデザインとか大丈夫なのか？　流行的に。世の中の視し線せん的てきに。

　………。

　溜ため息いきをつきながら髪を搔かき混ぜる。

　まったく……世の中にはこんな仕事で金をもらえている人もいるのか。代わって欲しいよ。人材とか募集していないかなぁ。ええっと会社名をググってみたら……

　いかんいかん。

　慌ててマウスから手を話す。落ち着け落ち着け、最近他社の社名を見ると反射的に採用広告を探してしまう。たとえ転てん職しよくするにしてもテレビショッピングはないだろう。仕事内容に興きよう味みがあるわけでもなし、もう少しよく考えて──

『次の商品は究極の美肌クリーム、アトミックホワイト・スーパーノヴァです。一日一回の使用であなたの肌が透き通るような美白に』

　ええい、やかましい。

　リモコンを取り上げチャンネルを変えようとした時だった。

　……ん。

　ふっと何かが脳裏を過よぎる。

　ちょっと待った。待った。

　今何か閃ひらめきかけたぞ。なんだ？　透き通るような美白──じゃなくて十年前のスカートでもなくて。

　通販番組、うさんくさい商品、視し聴ちよう者しやの警けい戒かい心しん。

　………。

　そうか。

　なんで気づかなかったのか。あるじゃないか、梢こずえに室むろ見みの真意を理解してもらう方法。一いつ緒しよに仕事してもらう手段。

　議ぎ事じ録ろくを開け、過去に同様の議ぎ論ろんがなかったか確かく認にんする。……ない、ない、ない。うん大丈夫。

　工こう兵へいは携帯を取り出すと室見の番号をダイアルした。

　善は急げだ。彼女のことだからどうせまだ起きて仕事しているだろう。

「あ、室見さんですか？　夜分すみません、桜さくら坂ざかです。……はい、ごめんなさい。……えっとですね、ちょっと明日あしたの朝一でお時間いただけますか？　今やってる仕事で少し行き詰まっているところがあるんで。報告と相そう談だんの時間を……はい、……はい。ありがとうございます。それじゃあ明日の朝十時に。……はい、失礼します」

　これでよし。さて次は──

　キーボードを引き寄せメーラーを立ち上げる。

　メッセージを新規作成、宛あて先さきに梢のメアドを入力した。

『お疲れさまです、桜坂です。リドルトリルの件で明日の朝少し時間をもらえませんか？　今後のことを色々話し合えればと思います。時間は朝の十時、場所は会議室Ａで。ちょっとオフレコの話もしたいので他ほかの方には内ない緒しよで来てもらえますか。お待ちしています。──』
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　──五月二十日、午前十時。




　彼女の足音は規則正しい。

　かっかっかっ、と。

　まな板の食材を刻むように一定のリズムで響ひびいてくる。

　曲がり角であろうと、通路が狭せばまろうと、前方に人ひと影かげを認めようと、彼女はけして歩みを落とさない。肩を怒いからせ、挑むような眼まな差ざしのまま、ただひたすらに同じペースで歩いてくる。

　だから工こう兵へいはすぐに分かった。

　足音の主が誰だれか。

　自分のいる場所──会かい議ぎ室しつＡを目指しているのが誰なのか。

　バタンと、ノックの兆きざしさえなく扉が開いた。

　照明の明りに小柄なシルエットが浮かび上がる。

　腰まで届く豊かなロングヘア、生まれたての子こ鹿じかを思わせる華きや奢しやな四肢、鳶とび色いろの瞳ひとみは強烈な光を宿し目め尻じりはきつく吊つり上がっている。チェックキルトのプリーツスカートにノースリーブブラウス、剝むき出だしになった二の腕と太ふと股ももはどこまでも白く眩まぶしい。彼女──室むろ見み立りつ華かは部へ屋やに入るなり傲ごう然ぜんと室内を見回し、細い眉まゆをひそめた。

「む、室見さん!?」

　工兵の横で裏返った悲鳴が上がった。

　ジャンパースカートの女の子、姪めい乃の浜はま梢こずえが席から立ち上がっていた。丸く小さな顔は血の気を失い真まっ青さおになっている。彼女は愕がく然ぜんとした表情で工兵を見た。

「さ、桜さくら坂ざかさん、これはどういうことですか!?」

「……それは私の台詞せりふよ。桜坂、なんでこの女がここにいるの」

　室見の声は静かな怒ど気きを孕はらんでいた。目つきが険しい。眦まなじりがすぼまり、わずかに覗のぞいた瞳ひとみから氷のような光が漏れ出している。中途半端な答えを返そうものなら即座にのど笛を食いちぎられそうな雰囲気。工兵はごくりと唾つばを飲み込んだ。

　深呼吸を一回、必死で内心の動揺を押し殺す。彼はしかつめらしい表情で頭を下げた。

「すみません。僕の独断でお二人ふたりのミーティングを企画させてもらいました。リドルトリルの運用引継ぎについて……担当者間で腹を割って話した方がよいと思いまして」

　ほうほう。

　室見が感心したようにうなずいた。半はん眼がんのままこくりと首を傾かしげる。

「つまりなに？　私は騙だまされたわけ？　この忙しい中、なんとか時間をあけて部下の悩みを聞こうと思ったら。こともあろうにこの馬ば鹿か女おんなと打ち合わせ──屑くず案件の手打ち式だったってわけ？　へぇー、ふぅん、そうかあ」

「む、室見さん……？」

　様よう子すがおかしい。見ているうち細い肩が瘧おこりのように震ふるえ始める。思わず声をかけようとした瞬しゆん間かん、彼女は爆ばく発はつした。

「なめとんのかぁああああ！」

　物もの凄すごい衝しよう撃げきとともに床に押し倒されていた。馬乗りになられ両肩を膝ひざで踏みしかれる。室見はノートＰＣを持ち上げると、一切の躊ちゆう躇ちよなく工兵の額ひたいに打ち下ろしてきた。

「……っ!?」

　危ういところで首をよじる。

　黒光りする天板が床に突き刺さっていた。あと少しよけるのが遅ければまともに顔を直ちよく撃げきしていただろう。ぞわりと全身の毛穴が開く。やばい、本気で殺す気だ。

「ストップ！　ストップ待ってください、室むろ見みさん。話せば分かります！」

「問答無用！　育ててやった恩も忘れて新しい飼い主のもとに走るなんて！　いい度胸してるじゃない。──いいわ、あんたを殺して余った予算で私は検証機き材ざいを買う！　覚悟なさい！」

「どさくさまぎれに無む茶ちや苦く茶ちや身勝手なこと言ってるぞこの人!?　ちょ、ちょっと梢こずえさん、見てないでなんとかしてください！　室見さんを止めて！」

「は、はい！」

　梢ははっと我に返り周囲を見渡した。

　二、三度視し線せんを往復させた後、机上のチューブファイルに目をとめる。彼女は広こう辞じ苑えんほどもあるそれを持ち上げると、室見の後ろに駆け寄り。

　渾こん身しんの力を込め──

　彼女の後頭部に叩きつけた。

「ひぃぃっ……!?」

　予想外の行動に悲鳴を漏らす。じ、自分は止めろって言っただけだぞ!?　ＰＣを取り上げるとか、自分の上からどかすとか。色々やりかたはあるだろう。なんで殴るんだ!?　これじゃあまるで──

「はっ……かははっ、はっ」

　乾いた笑い声が室内に響ひびく。室見は上体を揺らしながらゆらりと立ち上がった。長い前髪が顔の半ばを隠している。わずかに見えた口元は笑いの形に歪ゆがんでいた。

「そういうこと……そういうことか。密室で二対一なら私に勝てると、……そう踏んだってこと？　──上等、上等よ。雑ざ魚こが何人がかりできても私は倒せないってこと、……骨の髄ずいまで思い知らせてやる」

　桜さくら色いろの唇が綻ほころび荒い吐息が漏れる。ほつれた前髪が流れぎらついた瞳ひとみが現れた。だらりと下げた手にはいつの間にか抜き身のドライバーが握られている。彼女はやや前傾姿勢になり工こう兵へい達に向け一歩を踏み出した。

　工兵は慌てて手を振った。

「いや、いや待ってください室見さん！　誤解ですよ、僕はただ」

「ふふっ、ばれちゃしょうがありませんね。私と桜坂さんのコンビネーション、破れるものなら破ってみてください。さぁいきますよ桜さくら坂ざかさん、事前の打ち合わせ通りに」

「梢さんも何言ってるんですか!?　ああもう話がややこしくなるから二人ふたりとも座ってください！　全部僕が悪いで構いませんから！」




　──小一時間後。




　隙すきあらばつかみかかろうとする二人ふたりを押おさえ、なだめすかし、なんとか席に着かせた。

　梢こずえはテーブルの左手、室むろ見みは右手に。

　自分はホワイトボードの手前、会かい議ぎ室しつ奥の司会席に陣取る。

　………。

　大丈夫だよな？　もう二人とも手に武器とか持ってないよな？

　注意深く二人の手元を観かん察さつしようやく腰を下ろす。溜ため息いきを一つ、工こう兵へいは左右を見渡しながらゆっくりと事情を説明し始めた。

　リドルトリル案件について室見と梢双方より話を聞いていたこと。自分なりに案件の情報をまとめていたこと。藤ふじ崎さきから飲み屋で相そう談だんを受けたこと──

　室見は腕組みしながら聞いていたが、ややあってほぉと溜息をついた。

「……そう、藤崎さんの差し金なのね」

　低い気け怠だるげな声が小さな唇から漏れる。彼女は頰ほお杖づえを突き、ひどく面めん倒どうくさそうな表情になっていた。

「……分かったわよ。話せばいいんでしょ、この寝ね癖ぐせ頭あたまと。……最近どう？　元気？」

　うわ、やる気ねぇ！

　慌てて取りなそうとするが、梢は特段気にした様よう子すもなくにこやかに答えた。

「おかげさまで元気いっぱいです。桜さくら坂ざかさんが色々お手て伝つだいしてくれますから。公私ともにわたって」

「公私!?　私ってなんですか。なんにもしてませんよ!?」

　室見の肩がびくりと震ふるえる。彼女は動揺も露あらわに頰をひくつかせながら口角を押し下げた。

「はっ、部下が就業時間外に何やってようと知ったこっちゃないけどね。あんたもオフくらい社外の人間と親交を深めたら？　職しよく場ば以外に人間関係ないとか、超寂しいんだけど」

「カモメさん以外にオフの遊び相手がいない人に言われたくないです。あ、ごめんなさい。あれは遊び相手じゃなくて遊んでもらっているんですよね。カモメさんに失礼でした。反省、反省。……って痛！　なにマーカー投げてるんですか!?　人の顔に、信じられない！」

「あー、ごめんごめん。白板に戻そうと思ったら手元が狂ったわ。次はちゃんと戻すから、返して返して。せー……のっ！」

「───!?　ま、またぶつけましたね。この狂犬女……人が下した手てに出てればいい気になって。……上等です、そっちがその気ならこちらにも考えがあります。その貧相な身体からだを三つに畳んで燃もえないゴミの日に出してやりますわ！」

「それはこっちの台詞せりふよ。ただしあんたの場合は、ゴミといっても放射性廃棄物でしょうけどね。──心配しないでも地中深く埋めて二度と出てこられないようにしてあげるわ。その不愉快な顔をこれ以上見ないですむようにね！」

「………！　殺す！」

「おう来いやぁ！」

「ストップ！　ストォォォップ！」

　テーブルに足をかけ激げき突とつしようとする二人ふたりを危ういところで押おし止とどめる。まったく、どんだけ血の気が多いんだよこの二人!?　なんで二言三言話しただけでつかみ合いの喧けん嘩かになるんだ。まともな社会人のやりとりとは思えない。完全にチンピラのノリだった。

「いい加減にしてください、これじゃあ話し合いにも何もならないですよ。今までも同じような調ちよう子しで打ち合わせしてたんですか？」

「………」

「………」

　二人とも無言のままそっぽを向く。若干、本当に若干ではあるがバツ悪げな様よう子すだった。

　工こう兵へいは頭を搔かきながら足下に手を伸ばした。持参した紙袋から書類の束を取り出す。

　バン。

　紙の重みに机が震ふるえる。

　工兵は表紙に片手を突き、まっすぐな視し線せんで二人を見据えた。

　室むろ見みがはっと息を吞のむ。

「桜さくら坂ざか……あんた、それ」

「リドルトリルの案件資料です、昨日きのうの夜全部読ませてもらいました。流し読みですから細かいところはつかみきれていませんけど、案件の概要はあらかた理解しているつもりです。だからこそ言わせてください、これだけ完かん璧ぺきな仕事をしているのに、なんで最後の詰めをなおざりにしているんですか？」

「なおざり……って」

「二人がきっちり協力すれば既存ベンダーなんてものの数じゃない。運用もシステム拡張も客の期待を上回るレベルでやりとげられるでしょう。それがなんですか、散々いいように振り回された挙げ句、既存の業者に戻した方がマシだとまで言われて。悔しくないんですか？」

　室見は気け圧おされたように顔を背けた。

「く、悔しいに決まってるでしょ。でもしょうがないじゃない、ＯＳ部の連中が運用を巻き取らないんだから。こいつらがとっととサポートを引き受けてくれれば私だって構築に専念できたわよ」

　室見の糾きゆう弾だんに、だが梢こずえは眉まゆを吊つり上げる。彼女は鼻び腔くうを広げぶわりと髪を逆立てた。

「よ、よくもまぁそんな手前勝手なこと言えますね。私がどれだけ引継ぎスケジュールを組んでも全然それ通りに動いてくれなかったじゃないですか!?　情報も資料もなしでどうやって巻き取れっていうんです！」

「情報？　資料？　出したじゃない、言われたものはちゃんと」

「あんな走り書きみたいなもの！　こちらの提示したフォーマットに書いてくださいって何度もお願ねがいしたでしょ!?」

「ああ？　あのクソ重いＥＸＣＥＬ？　あんな使い勝手の悪いフォーマット、いちいち開いてられるかっていうの。だいたい設定作業時のスクリーンショットを全部貼はりつけろとか。正気の沙さ汰たじゃないわよ、【次へ】の画面を何ページも並べてなんの意味があるの？　小学生相手のマニュアルでも作る気？」

「誰だれが見ても分かる手順を示すのが運用ドキュメントの役割なんです！　室むろ見みさんみたいにスキルのある人がどこの現場にもいると思わないでください。構築担当者がいなくなっても資料を読めば対応可能。そういう体制を整ととのえなきゃ運用なんて回りません！」

「全部の手順を指示しなきゃ動けないエンジニアなんて雇う方が間違っているのよ。状況Ａなら手順１へ、Ｂなら手順２へ。Ｃなら──って、そこまでフロー化できるならスクリプトに落とし込んで自動化させるわよ。人間をかます意味は臨りん機き応おう変へん、柔軟な対応ができることでしょ？　機き械かいと同じことやらせてどうするのよ」

「誰もそこまで落とし込めなんて言ってません！　私が言ってるのは、案件知ち識しきのない人間でも理解できるよう最低限のドキュメントを準備してくださいってことです」

「だからそれが機械向けマニュアルってことでしょ？」

「ちがいます！　ぜ、ん、ぜ、ん、違います！　あああもうこの分からず屋！　日本語理解できないの!?　この人」

「日本語分からないのはあんたの方でしょ!?　自分の説明力不足を人のせいにしないでよ！」

　二人ふたりのやりとりを工こう兵へいは黙もくしたまま聞いている。──やはり議ぎ論ろんはここに集束するのか。運用開始にあたって何を、どこまで、どのレベルで準備するかの判断。

　梢こずえは可能な限りの情報を望み、室見は現行の情報量で十分と主張する。

　二人とも業務を進めるためベストを尽くそうとしているだけ。どちらが悪いということもない。一本のロープを両端で引き合っているだけだ。まさに二律背反アンチノミー、解決の糸口さえ見えぬ課か題だい、命題。

　だが──

　工兵はゆっくりと目ま蓋ぶたを持ち上げる。

　呼吸を整ととのえ。

　静かに。

　工兵は彼女の名前を呼ぶ。

「梢さん」

　梢がびくりと肩を震ふるわせた。

　このタイミングで呼びかけられるのが予想外だったのか、瞳ひとみに不安と混乱の色がある。彼女は口元に強こわばった笑えみを浮かべた。

　工こう兵へいは眼がん光こうを鋭するどくした。

「梢こずえさん、僕はこの案件で誰だれにも不幸になって欲しくないと思っています。部署は違っても同じ会社の仲間。同じ仕事で、ある部署が評価されて別の部署がババを引いたりとか、そんなのは絶対に間違っていると思います。それだけは──僕がそう思っているということだけは──理解してください。お願ねがいします」

「さ、桜さくら坂ざかさん？」

　梢が目をしばたたく。何を言われているか分からないのだろう。頰ほおの肉を強こわばらせ小首を傾かしげる。

　工兵はすっと息を吸い込んだ。

「その上でお願いします。梢さん、リドルトリルの運用を引き継いでください。室むろ見みさんの準備している資料で、可及的速やかに。──そう今日きようか明日あしたにでも」

「………!?」

　衝しよう撃げきが空気を揺らす。

　梢はぽかんと口を開けていた。

　ぽっちゃりした唇が小刻みに震ふるえる。彼女は幼児のようにいやいやをした。

「う、噓うそですよね。桜坂さん、冗じよう談だんを言っているんですよね？　……あ、わかりました、この女に脅おどされてるんでしょう。言う通りにしないと殴るとか、いつもみたいに脅迫されてるんですよね？」

「いいえ」

　工こう兵へいはかぶりを振った。顔から表情を消し、あくまで冷静な口く調ちようで告げる。

「冗じよう談だんでも脅おどされてるわけでもありません。僕は自分の意思でお願ねがいしてるんです。この案件を──リドルトリルの運用を引き取ってくださいと」

「そんな……」

　梢こずえの上体がぐらりと揺らぐ。彼女は酩めい酊ていしたように身体からだを傾け隣となりの椅い子すに手を突いた。全身の力が抜け打ち捨てられた人形のようになっている。彼女は左肩を落としたまま、絶望的な呻うめき声ごえを漏らした。

　その時、甲かん高だかい笑い声が響ひびいた。

「はっ、はははっ、なんだ、分かってるじゃない、桜さくら坂ざか。妙な段取りをするから心配になっちゃったわ。あんたもやっぱりＳＥ部の一員ね、ああ……もうびっくりした。本当驚おどろかすんじゃないわよ」

　室むろ見みだった。

　彼女は優ゆう越えつ感かんも露あらわに梢を見下ろした。唇の端を持ち上げ、ひどく嗜し虐ぎやく的てきな笑えみを浮かべる。

「これで分かったでしょ、あんたの意見は所しよ詮せん身内向け、他人を納得させられるような内容じゃないのよ。……さ、仕事に戻りましょ。あとは上同士でどうするか決めてもらえばいいわ。現場の意見は固まったわけだから」

「………」

「ほら行くわよ、桜坂。あんた、今日きよう締しめ切きりの仕事いくつか抱えてるでしょ。こんなところで油売ってる暇ないわよ」

　断ち切るように言って席を立つ。そのままノートＰＣを小こ脇わきに抱え部へ屋やから出ていこうとした。

「待ってください」

　工兵は室見を呼び止めた。怪け訝げんそうに室見が振り返る。細い眉まゆがくいと持ち上がった。

「なによ」

「話はまだ終わってません、申し訳ないですがもう少しだけ時間をいただけますか」

　工兵の言葉に室見は眉み間けんの皺しわを深くした。

「ああ？　まだなにかあるの。悪いけど私忙しいのよ、午前中にやらなきゃいけない仕事ほっぽりだして来てるんだから」

「分かってます、長くはかかりませんから。あとちょっとだけ付き合ってください」

　室見は不満そうだった。だが、言い争っている時間も惜しいと考えたのか、どさりと席に腰をおろす。「で？」と鳶とび色いろの瞳ひとみが工兵を睨にらみつけた。
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「なによ話って。リドルトリルの運用はＯＳ部に引き取らせる、それでいいんでしょ？」

「はい。基本的な方向性はそれで構いません。ただ急な話ですし、ＯＳ部に引き継ぐ上でＳＥ部としても少し譲じよう歩ほすべきだと思うんです」

「……譲歩？」

「はい」とうなずき工こう兵へいは梢こずえの様よう子すをうかがった。彼女がこちらの話を聞いていることを確かく認にんした後、しかつめらしい顔で言葉を継ぐ。




「引継ぎ資料で解決できない問題が生じた時に備え、ＳＥ部はＯＳ部からのエスカレーション窓口を用意する。つまり──運用体制の中に室見さんを組み込むべきだと思うんです」




　一いつ瞬しゆんの空白。

　次いで室むろ見みの顎あごががくりと落ちた。

「は……はああああぁ!?」

　悲鳴のような声が響ひびき渡る。彼女は驚きよう愕がくも露あらわに双そう眸ぼうを見開き、椅い子すを蹴けった。工兵の襟えり首くびをがっとつかみ壁かべ際ぎわに押えつける。

「あ、あんたそれどういうことよ。私が運用体制の中に入っちゃったら引継ぎも何もないじゃない。今と何が違うのよ!?」

「今とは明らかに違うでしょう。障害の一次受付が室見さんからＯＳ部に変わる。手順として落としたものはＯＳ部でフィルタリングされ、解決不能なトラブルだけ室見さんのところに上がってくる。それだけでも随分楽になるんじゃないですか？」

「あ、あんたはこいつらのやり口をしらないのよ！　そんなスキーム作ったら、ロクに切り分けもせず何から何まで全部エスカレーションしてくるに決まってるわ！」

「……そうなんですか？　梢さん」

　工兵はちらりと梢を一いち瞥べつした。

　梢はまだ衝しよう撃げきの冷めやらぬ顔で沈ちん黙もくしていたが、ややって口元を引ひき締しめた。

「そんなことはしません。いただいた資料でクロージングできるものは可能な限り対応します。構築チームの窓口が残るなら、多少詰めの甘いフローでも確かく認にんしながら回していけますし」

「だそうですよ、室見さん」

　柔らかな口く調ちようで告げると、室見はぐっと言葉を飲み込んだ。奥歯をきつく嚙かみしめ視し線せんを逸そらす。言いたいことはあるがそれをどう表現してよいか分からない様子だった。

　工兵は語気を強めた。

「ゼロか一か、引き継ぐか引き継がないかの二に択たくじゃない。構築と運用に並行期間を設けてその間に必要資料の作り込みや修正、取捨選択をしていけばいい。並行期間は──そうですね、三ヶ月もあればいいんじゃないですか？　その間一度も発生しなかった障害や問い合わせは優ゆう先せん度ど低と見て手順の作成を見送る。そうすれば運用側もリスクを正確に見み積つもれるし、ＳＥ部としても不要な資料を作る必要がなくなる──」

「………」

「新入社員だって試用期間があるでしょう？　使い物になるか見極める期間が。あれと同じですよ。……なんならクーリングオフ期間って言い換えてもいいですけど」

「く、クーリングオフ？」

「訪問販売であるじゃないですか、購こう入にゆう後ご何日以内なら返品可能って仕組み。あの制度のおかげで多少怪しい品でも安心して買えますよね。まぁ運用は目に見える商品じゃないし、三ヶ月後に予想外のトラブルが起きる可能性はゼロじゃないでしょうけど。ただ考え方自体は適用できると思うんです」

　工こう兵へいは深夜の通販番組を思い出す。

　値段と支払い方法を説明した後、八日以内なら返品可能と付け加えていた。まぁ実際には訪問販売と違い、通販にクーリングオフの義務はないらしいが、お試し期間をおくことで消費者のリスクを減らす思想は同じだった。

「どうでしょう？」

　背筋を伸ばし二人ふたりを見渡す。

　室むろ見みは居い心地ごこち悪そうに身じろぎした。鳶とび色いろの瞳ひとみが落ち着きなく泳いでいる。彼女は工兵の眼まな差ざしから逃げるように視し線せんをさまよわせていたが、ややあって観かん念ねんしたのか下唇を嚙かんだ。

「……確たしかに、その方法ならＳＥ部はすぐ稼か働どうを減らせるし、三ヶ月後の完全引継ぎを見据えた構築計画も立てられる。エスカレーション頻ひん度どにもよるでしょうけど、うちにとって十分メリットのある提案に思えるわ。でも──」

　室見はきっと表情を強こわばらせ梢こずえを睨にらみつけた。

「うちらがよくてもＯＳ部が納得しないわよ。いつもと同じ、基本となる考えはＯＫでも細かいところでケチをつけるに決まってる。──ねぇそうでしょう？　並行期間は三ヶ月じゃ短い、一年にしろだとか。一次窓口はＯＳ部じゃなくてＳＥ部にするべきだとか、そう言い出すつもりでしょ？」

　室見の問いかけに、だが梢はきょとんと目を瞬まばたいた。

「いいえ？」

「ほら見なさい。こうやって駄だ目め出だしばかりしてくるのよこいつらは。代だい替たい案あんも出さずに文句ばっかり……って、へ？」

　梢は不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげている。室見はあきらかに狼ろう狽ばいした様よう子すとなった。

「ないの？　文句」

「？　はい」

「い、いや……なにか言いたいことあるでしょ？　三ヶ月で障害が終息するか分からないし、一次問い合わせのボリュームだって見えないじゃない？　そんな簡かん単たんに受け入れちゃったらやばいとか思わないの？」

　梢こずえは人差し指を顎あごにあて「んー」と唸うなった。しばらく考えた後、気恥ずかしそうに口元を緩ゆるめる。

「桜さくら坂ざかさんが考えてくれた案ですもの、私が悪くなるようなことはないはずですから──」

　そのまま「……きゃっ」と顔を押おさえうつむく。丸みを帯びた頰ほおがほのかに色づいていた。

　室むろ見みはあんぐりと口を開けた。ややあってぎちぎちと、ぎこちない動作で工こう兵へいに向き直る。大きく見開かれた目に激はげしい怯おびえの色があった。彼女は工兵の襟えりをひきよせ囁ささやいた。

「ちょ……ちょっとあんた、なによあれ。なにやったのよ、あの石頭に!?　クスリでも打って調ちよう教きようしたの!?」

「人聞きの悪いこと言わないでください！　なにもしてませんよ……多た分ぶん」

　いや、まぁ駅のホームに落ちたところを助けたりはしたが。

　ただ梢の性格──仕事に対するこだわりを考えても、プライベートの借りをビジネスで返してくるとは思えない。正直こんな素直に受け入れてもらえるとは予想外だった。だがまぁ、話が順調に進んで悪いはずもない。

「……じゃあ一いつ旦たんその方向性で進めるっていうことで。室見さんも構いませんね？」

「………」

　まだ納得いっていない表情のまま室見はうなずく。なんというか、寝ている間に十年越しの戦争が終わったと聞かされた兵士のようだった。

「梢さんも」

　視し線せんを転じると梢はまだ頰を押えていた。工兵の呼びかけにぱちぱちと瞬まばたきし顔を上げる。

「あ、はい……大丈夫です。ただ運用を開始する前に一度、作成済み資料の認にん識しきあわせをさせてもらえませんか？　前回の打ち合わせから結構時間があいちゃってますし、他ほかのＯＳ部員にも状況をシェアしておきたいので」

「いいわよ、別に。そのくらい」

　目線を合わせないまま室見がつぶやく。

　工兵は溜ため息いきをついた。よかったこれでなんとかなりそうだ。

「では僕の方で打ち合わせ時間を調整しますね。梢さん、ＯＳ部側だけ参加者の情報とりまとめてもらえますか。室見さんは──」

　スケジューラベースで調整してもよいですか。そう訊たずねようとした時だった。

　甲かん高だかいシグナルが響ひびいた。室見が怪け訝げんな顔で携帯を取り出す。液晶画面を一いち瞥べつ、わずかに片目をすがめ通話ボタンを押した。

「はい、スルガシステム室見です。……はい、……はい。……え？　……いえ連絡はきてませんけど。……はい。……え!?」

　細い指が携帯を握りしめる。大きな眼がん球きゆうがぎょろりと動いた。室見は頰の筋肉を引きつらせ横目で携帯を睨にらみつけた。

「……わかりました。至急調ちよう査さします。……はい、……はい申し訳ありません。……状況判明次第コールバックします。……はい、失礼します」

　握にぎり潰つぶさんばかりの勢いで携帯の終話ボタンを押す。室むろ見みは血走った目で梢こずえを見据えた。

「あんた達、なにやってんのよ!?　エスカレーション受けはしょうがないにしても、障害検知一つまともにできないの!?　監かん視しシステムとアラート通知のフローは先行して立ち上げる、そういう話になってたはずでしょ!?」

　物もの凄すごい剣けん幕まくだった。

　梢は気け圧おされたように上体を引いた。

「な、なんですか薮やぶから棒に。私達が何をしたっていうんですか」

　室見はぎりっと奥歯を食いしばり携帯を突きつけた。口元を歪ゆがめ憎々しげにつぶやく。

「グローブオンラインの担当者からよ。リドルトリルの複数ワールドで障害発生、ユーザーから苦情の電話がじゃんじゃん入ってるらしいわ。あんた達、インフラ回りは一通り監視してるはずよね？　なんでレポートがあがってこないのよ」

「……え」

　梢の顔から血の気が引く。ノートＰＣを開け、慌てた様よう子すで監視コンソールを立ち上げた。素す早ばやく視し線せんを走らせ眉み間けんに皺しわを刻む。

「……なにも起きてませんよ」

「は？」

「ステータスオールグリーン、ｐｉｎｇ、ｓｎｍｐ監視ともに全ぜん機き器き正常。ログ監視でも妙なメッセージは上がってきていません」

「な、なに言ってるのよ。ユーザーはログインさえまともにできてないらしいのよ。それで異常なし？　ふざけてるの？」

「ふざけてなんか……」

　梢の顔に焦しよう燥そうがにじむ。彼女は画面のビューを切替え、もう一度システムステイタスを確かく認にんし始めた。

　そんな彼女を一いち瞥べつしながら室見は工こう兵へいに呼びかけた。

「桜さくら坂ざか、あんた確たしかリドルトリルやってたわよね？　ゲームがどんな状況になっているか確認できない？」

「え？　……はい、できますけど」

「やりなさい、今すぐ」

　強い口調で指示され携帯を取り出す。メニューからリドルトリルを選択、タイトル画面を起動させた。

　ログインボタンを押しゲームサーバに接続、運営からの注意事項にＯＫを押してプレイデータの転送を待つ。次いでフィールドマップが──

　……来ない。

　工こう兵へいは眉まゆをひそめた。一いつ旦たん接続をキャンセルして再度アクセス、時間をおいてログイン試行。間隔をあけてもう一度、二度、三度──

「だめです……」

　呻うめくような声で答える。室むろ見みは眦まなじりを吊つり上げた。

「だめって」

「ログインできません。三回試してみましたけど、まったくゲーム画面にたどりつけないんです」

　梢こずえが息を吞のむ。「そんなはずは……」とつぶやいてモニターを覗のぞき込んだ。下唇を嚙かみしめ機き器きステイタスを一つ一つ確かく認にんしていく。

　室見は舌打ちした。工兵の手から携帯を奪いエラー画面を確認する。

「ていうかなんでこんな時間にユーザーが苦情あげまくってるのよ。平日の昼間よ？　仕事とか学校とかどうしてるんだっていうの」

「さぁ」と首を捻ひねりかけて、工兵はふっと気づく。ちょっと待て、今日きよう何日だ？　五月二十日──水すい曜よう日び。

　……あっ！

「どうしたの桜さくら坂ざか？」

「む、室見さん……やばいですよ。今日はあれです、リドルトリルのイベント日です」

「イベント？」

「マジカルムーンリットナイト──」

　つぶやき声で答えたのは梢だった。愛らしい丸顔は血の気を失い蒼そう白はくになっている。彼女は凍こごえたように唇を震ふるわせた。

「運用情報のＭＬに届いてました。月に一回の隠しエリア解放日、ユーザーアクセスが集中するから気をつけるようにって」

「………！」

　室見の顔に衝しよう撃げきが走る。彼女はぎゅっと拳こぶしを握りしめ「なんてこと」と呻いた。

「ただでさえ構築の遅れを指摘されてるのに、この上ユーザー参加の行事までぶちこわしたら連中本気でうちの会社を切りにかかるわよ。しかも障害自体を検知できていないとか……無ぶ様ざますぎる」

　彼女は工兵を突き飛ばし席に戻った。ノートＰＣのロックを外し猛烈な勢いでキーを叩たたき始める。

「姪めい乃の浜はま！」

　呼ばわりながら机上の書類を梢の手元に滑らせる。一いつ瞬しゆんだけ顔を上げ、鋭するどい視し線せんで梢を見据えた。

「手て伝つだいなさい。障害切り分け、対応するわよ」

「わ、私が……？」

「あんた以外に誰だれがいるのよ。システムの構成・ログイン方法はそこに書いてあるから。とっとと確かく認にんしてトラブルシュートなさい。私はフロントエンドから確認してく。あんたはバックエンドからお願ねがい」

　とてつもない無む茶ちや振ぶりだった。

　引継ぎさえ完了していないシステムをいきなりオペレーションしろとか。無む謀ぼうにもほどがある。おまけに室むろ見みの指示のざっくりぶりと言ったら──いくらなんでも梢こずえが気の毒だ。どうしても手が足りないなら自分が手伝う、そう宣言しようとした時だった。

「……非常事態──ですものね」

　低い、冷めた声が工こう兵へいの耳じ朶だを打つ。

　ぞくりと背筋に冷たいものが走る。工兵は振り向いた。梢が顔を上げ室見の視し線せんを受け止めていた。

　……なん、だ？

　寝ね癖ぐせも、だぼだぼした服装も、小動物めいた顔立ちも、全すべてがもとの彼女のまま。だが纏まとう雰囲気が明らかに違う。彼女は顔から表情を消し機き械かいめいた口く調ちようでつぶやいた。

「──念のため言っておきます。これは私個人のイリーガルな対応、ＯＳ部としての正式な運用ではありませんから」

「分かってるわよ。いちいち細かい女ね。ＯＳ部のお役所仕事は十分理解してる。今回はあんたの個人的なオペレーション、これでいいのね？」

　梢はこくりとうなずく。

　彼女は左手で書類をめくり上げ。

　右手にマウスをつかみ。

　小さく息を吸い込んで。




「それでは──存分に対応させていただきます」




　………！

　ぶわりと空気が震ふるえた。

　梢のディスプレイが一いつ瞬しゆんでターミナルウィンドウに埋め尽くされる。二、四、八、十六、一体いくつ同時に操そう作さしているのか。アクティブなウィンドウがめまぐるしく入れ替わり、コマンド入力の結果を映し出していく。

　梢はキーボードを叩たたきながら歌うようにつぶやいた。

「MD_GM_0001からMD_GM_0050まで確かく認にん完了、異常プロセスなし、マザーボードの温度正常、トラフィック量・ＣＰＵ使用率ともに監かん視しシステム表示値と乖かい離りなし。引き続きＰＲ・ＭＣ系サーバの確認を開始します」

　工こう兵へいはぽかんと口をあけ梢こずえのオペレーションを眺めていた。傍かたわらで室むろ見みが鼻を鳴らす。眉み間けんに皺しわを刻みひどく不快そうな表情になっていた。

「……ったく、やれるんだから最初からやればいいのよ。……七しち面めん倒どうくさい奴やつ」

「む、室見さん……梢さんは……一体」

　先程までフローやマニュアルにこだわっていたのはなんだったのか。資料をぱらりと流し読みしただけで、どんどん調ちよう査さを進めていく。室見と同等、いやそれ以上のオペレーション速度だった。

　工兵の質問に室見は「ん？」と片かた眉まゆを持ち上げた。ちらと彼を一いち瞥べつした後、面おも白しろくもなさそうに「ああ……」とつぶやく。

「この子にはね、運用ドキュメントなんか必要ないの。コンフィグや設定ファイル、ソースコードからでもシステムの全体像を解析し障害ポイントを特定できる。……定型オペレーション？　フロー？　はっ、よく言うわ。いざとなったらそんなもの見もしないくせに。この子はね、オペレータなんかじゃない。生きつ粋すいのエンジニア、トラブルシューターよ」

　トラブル……シューター。

　呆ぼう然ぜんとする工兵に室見は「なによ、おかしな顔して」とせせら笑ってみせた。白い歯を剝むき出し、ひどく露ろ悪あく的てきな顔つきとなる。

「よく考えてみなさい。この万年デスマ会社の現場で、頭の固い、口先だけの新人が生き残っていけると思う？　この子があたしにここまでの口を利けるのはそれだけの成果を残してきたから。ただの無能者ならとっくに叩たたき出してるわ」

「………」

　まじまじと梢を見つめる。彼女は自分達の会話を気にした様よう子すもなく、淡々と作業をこなしていた。

　ああ……畜生。

　工兵は呻うめいた。

　畜生、そうだ気づくべきだった。

　この会社にいる人間がマトモなはずない。どいつもこいつも化け物揃ぞろい、自分など及びもつかない異常者どもだ。

　そんな人達の世話を焼き、社会人の常じよう識しきを説き、仲直りさせる？

　まったく、思い上がりも甚はなはだしい。何様のつもりだ。

　顔から火が出そうだった。工兵は身体からだを縮ちぢこまらせうつむいた。その間にも二匹のモンスターは着々とトラブルシュートを進めていく。

「ゲートウェイルータ、コアスイッチ、フロントサーバ群に異常なし。トラフィックの輻ふく輳そうも確かく認にんできず」

「バックアップセグメントにも異常なトラフィックは見受けられません。ＳＡＮスイッチも正常に稼か働どう中ちゆうです」

「ハードディスクのスワップは？　スワップ領域が不足していたりしない？」

「待ってください。今調ちよう査さします。……いえ、問題ありません。ディスクの空き容量も許容範はん囲い内ないです」

　室むろ見みの表情が険しくなる。彼女は小首を傾かしげ「どういうことよ？」とつぶやいた。

「それじゃあつまり、どこも悪くないってことじゃない」

「……そう……なりますね」

　梢こずえの眉み間けんにも皺しわが寄っている。予想外の事態なのだろう。キーボードの上で指を止め、何事か考え込んでいる。

「アプリ側の問題じゃないですか？　イベント用に仕込んだパッチにバグがあったとか」

「それならもっと早く問題が起きてるでしょ。イベントが始まったのは今日きようの午前零時なんだから。パッチを仕込んでるのはそれより前でしょうし」

　二人ふたりの手が止まる。息苦しい沈ちん黙もくが室内に満ちた。

　携帯を覗のぞき込む。時間は刻一刻と過ぎていった。一体ゲームはどうなっているのだろう。焦しよう燥そう感かんに駆られて工こう兵へいはメニューを弄いじる。と、指先が滑った。ゲームアイコンの隣となり──某巨大掲示板へのリンクをクリックしてしまう。

『リドルトリルスレ　ｐａｒｔ１０３』──

「ひっ」

　工兵は呻うめいた。

　膨ぼう大だいな新着レスが表示される。

　アクセスできねーぞ、運営何やってるんだ、本当糞くそだな、藁わら、藁、藁、死ねよ馬ば鹿か会社、これどこがシステムやってるの？　最初はＥ社がやってたみたいだけど、最近変わったみたいよ。そこがやらかしたんじゃね？　誰だれか社名調しらべて電でん凸とつかけろよ。──調べてみた。ここじゃね？　株式会社スルガシステム、電話番号は──

　ひぃぃぃい！

　工兵は総毛だった。

　最悪の未来予想図が脳内に展開される。

　会社の前まで押しかけてくるユーザー、工兵は会社から出るところを隠かくし撮どりされ、ネットに顔写真を晒さらされる。『馬鹿会社の社員、使えないエンジニア』とか言って。プライベートを暴あばかれ、メールボックスは悪戯いたずらメールで満杯。やがて自宅の周辺にも不ふ審しん者しやが現れ──

　いやいやいやいや。

　力一杯首を振る。

　困る、それは困る。実家に知られたら何を言われるか分かったものじゃない。ただでさえ母親あたりはネットのノリに疎うといのだ。捏ねつ造ぞうコメントや晒さらし記事を読んだら、真ま面じ目めに信じ込みかねない。

　なんとかしなければ……

　冷や汗を拭ぬぐい携帯を見つめる。

　かといって今の自分に何ができるのか。この怪物二人ふたりにも分からないことが自分ごときに──

「桜さくら坂ざか！」

　鋭するどい声で呼びかけられ顔を向ける。室むろ見みがきつい視し線せんで彼を見つめていた。

「あんたリドルトリルやってるんでしょ。一プレイヤーとしてなんかないの？　ここを調しらべたらいいとか、ここらへん重点的にチェックしろとか」

「……そんな、また無む茶ちや振ぶりな」

　ゲームのプレイヤーごときに何を求めているのか。アイテムの場所や攻略法ならいくらでも解説してみせるが、システムの中身まで分かるはずもない。

　渋じゆう面めんを作っていると室見は鼻び腔くうを広げ目め尻じりを吊つり上げた。

「なんだっていいのよ。プレイしていて気づいたことないの？　別ゲームの画面が出たとか、キャラクターが変な踊りを始めたとか」

「そんな分かりやすいバグあったら、とっくに問題になってますよ……」

　呆あきれ口く調ちようで言って視線をさまよわせる。気づいたこと、気づいたことねぇ。それこそ最近負荷が高くなってサーバが重くなってきたことくらいしか。でもＣＰＵ使用率やトラフィック量は大したことないっていうし……

　──って。

　いや待て。

　サーバやネットワークの負荷が高くないのに、なんで重いんだ？

　なんとも言えない違和感が脳裏を満たす。理屈ではありえない矛む盾じゆん、齟そ齬ご、食い違い。堀ほり留どめ証しよう券けんの時と同じだ。手順通りにやって、全すべての構成が正常で、それでもうまくいかない。あの時はソフトウェアのバグが原因だった。今度は……？

　工こう兵へいは目をしばたたいた。

「梢こずえさん、その……ＣＰＵ使用率とかトラフィック量っていつも確かく認にんしてるんですか？」

「……はい？　そうですけど」

「ここ最近もずっと？」

「はい」

「それで異常とか……つまりサーバの負荷が高くなってきたとか。そういうことはなかったんですか？」

「………？　ええ特に。ディスクやＣＰＵのリソースが少なくなってきた場合、あらかじめ設定された閾しきい値ちに基づきアラートメールを投げるようになっているんです。私達が監かん視しを始めてからそういうメールは飛んできていませんから」

　………？

　どういうことだ？

　じゃあここ最近、ゲームのレスポンスが悪かったのはなんなんだ。

　工こう兵へいの異常に気づいたのか、室むろ見みは鼻の両りよう脇わきにわずかな皺しわを寄せた。

「なによ桜さくら坂ざか、気づいたことがあるならとっとと言いなさい。まどろこっしいわね、刺すわよ」

「言いながらドライバー振り上げないでください！　梢こずえさんも、室見さんにチューブファイル投げつけようとしない！　言います、言いますから！」

　必死になだめて二人ふたりを落ち着かせる。

　工兵は咳せき払ばらいを一回、二人が着席していることを確かく認にんし口を開いた。

「ここ一、二週間。どうもゲームが重かったんですよ。プレイ中に画面が止まったりレスポンスが悪くなったりで。最初はサーバスペックの問題かと思ってたんですけど、今訊きいたら特に負荷の問題はないっていうんで──、妙だなと」

「………」

　梢と室見が揃そろって顔を見合わせる。

　ややあってこちらを向いたのは室見だった。彼女は双そう眸ぼうをすぼめ視し線せんを鋭するどくした。

「もう少し詳しく話して。どういう時にゲームが重くなったの？」

「どういう……時って」

「ログインした瞬しゆん間かん？　戦せん闘とうのタイミング？　それともＧＰＳを確認しながらゲートを開いた時？」

「……ええっと」

　視線をさまよわせ記き憶おくを探る。自分がストレスを感じたタイミング、運営会社に毒づいた瞬間。

　………。

「エリア移動──切替えの瞬間と、あとはステータス画面を開く時です。アイテムウィンドウとか」

　工兵の回答に室見はもう一度梢を見た。

　互いにまっすぐな視線を絡み合わせながら表情を強こわばらせる。

「エリア切替えにステータス画面へのアクセスね。……フィールドを普通に歩いている時は問題なし、ゲーム続行可能」

「ゲームサーバで完結している処理は問題ないということですね。外部データを読み込む時のみレスポンスが悪化している」

「でもネットワークアクセスは問題ないんでしょ？　ＧＰＳ連動にも異常なし、キャラクタステータスやエリア情報を持ってくる時だけ問題が起きているとしたら──」




「データベースサーバ」




　二人ふたり同時にその単語をつぶやく。

　室むろ見みは携帯電話を取り上げると顔の脇わきに挟んだ。ちらりと梢を一いち瞥べつ、ＰＣを操そう作さしながら携帯の音量を上げる。

「姪めい乃の浜はま、データベースサーバのステータスを再チェック。テスト用ＳＱＬを発行して正常な値を返すか確かく認にんなさい。私はＤＣに連絡してサーバのＬＥＤを確認してもらう」

「了解……でもＤＢサーバはクラスター化されてますよね？　もしどこかで問題が起きてても他ノードで処理が継続されるはずですけど」

「監かん視しにも引っかかってないトラブルよ。まともな障害じゃない可能性が高いわ。とにかく全部疑ってかかる。マニュアル対応はそれからよ。……あ、もしもし、私スルガシステムの室見と申しますけど。……はい、臨りん時じ巡回お願ねがいします。対象ラックは──」

　梢こずえはまだ納得いかない表情のまま、それでもＰＣに視し線せんを落とす。工こう兵へいは彼女のそばに歩み寄り画面を覗のぞき込んだ。殺風景なデスクトップに上下２ペインに分かれたウィンドウが起動している。タイトルバーにはＳＱＬ Ｓｅｒｖｅｒの文字があった。

「……なんですかこれ？」

　邪じや魔ましちゃいけないと思いつつ、好奇心に負け訊たずねていた。梢は一いつ瞬しゆんだけ視線を持ち上げた。

「データベースに直接コマンドを発行して結果を表示するツールです。ＳＱＬ文って分かりますか？　ＳＥＬＥＣＴとかＦＲＯＭとか、そういう人間にも分かる単語を組み合わせて条件に合うデータを操そう作さ・参照できるんです」

「データベース専用の……ターミナルソフトみたいなものですか？」

　自分がルータを設定する時に使っている環かん境きようを思い出す。梢はこくりとうなずいた。

「そういう理解で問題ないです。こっちはもっと単純化されてますけど、……ＳＥＬＥＣＴのあとに参照したいデータ列、ＦＲＯＭのあとにデータベーステーブル名、そのあとにＷＨＥＲＥで検索条件を指定するんです。たとえば──」

　軽やかなキータッチの音が響ひびく。画面にアルファベットの文字列が表示された。




　SELECT WorldName FROM WorldsInfo WHERE CreateDate 〉'20**/3/1'

　……

　Mocha

　Mandheling

　PuertoRico




「WorldsInfoというテーブルから、CreateDate──リリース日が三月一日以降のワールド名を検索しました。下に書かれているのが結果です。モカとマンデリン……それにプエルトリコが新しくできたワールドですね」

「へぇ……」

「今のは試し験けん用ようサーバに対するアクセスです。これを本番サーバにも実施して結果を確かく認にんすれば」

　梢こずえの指がエンターキーを叩たたく。先程と同じ、SELECT命令の発行。だが──

「ビンゴ」

　梢の唇がめくれ上がる。画面に応答はない。結果を表示するペインはいつまで待っても空白のままだった。

　彼女は髪を翻ひるがえし室むろ見みを見た。

「室見さん！　障害ポイント特定！　ＰＲ系のＤＢサーバ、クラスターノードは００５と００６！」

　室見は目だけでうなずき電話口に向き直る。二言三言会話を交わした後、不敵な笑えみを浮かべた。

「見つけたわよ。００５の診断ＬＥＤが点滅しているって。それも数十秒間隔で。……はっ、フェイルオーバーする前に復旧と断を繰くり返していたってわけね。笑えるわ、落ちるなら落ちるできっちり落ちきれっていうの」

「………？　どういうことですか」

　首を傾かしげる工こう兵へいに梢は辛しん抱ぼう強づよく説明してみせる。

「クラスター化されているサーバは相互に生死確認をしてるんです。ハートビート──というんですが一定時間監かん視しパケットが届かないと残存サーバが障害を検出、問題機き器きの機能を引き継ぐ仕組みです。ただこの一定時間というのが曲くせ者もので──」

「今回みたいに復旧とダウンを繰り返しているような機器だとハートビートが途と切ぎれず、きちんと待機系に切り替わらないのよ」

　室見が強引に説明を引き取る。不快そうな梢に目もくれず室見はＰＣの液晶を凝ぎよう視しした。

「まったく……死に損ないがいつまでも居座って。無能な働き者ほど始末に困るものはないわ。……どうしても自分じゃ引き際をわきまえられないっていうなら」

　室見の腕が持ち上がる。彼女は口元に凶きよう暴ぼうな笑みを浮かべ、白い犬歯を剝むき出だしにした。




「こちらから引導を渡してやるまでよ」




「……え？　ちょ、ちょっと、室むろ見みさん!?」

　梢こずえが混乱した声を上げる。

　瞬しゆん間かん、ぞわりと髪の毛が逆立った。詳細は分からない、分からないが室見がやたらと乱らん暴ぼうな手段に出ようとしていることは理解できた。狼ろう狽ばいする梢を後しり目めに慌てて制止しようとする。

　だが間に合わない。室見の指がエンターキーに振り下ろされる。

　──数分後、スルガシステムのオフィスに大音量のサイレンが鳴なり響ひびいた。







[image: ]







「……で、バックアップ系に強制切替えフエイルオーバーするためサービス中の機き器きをいきなりシャットダウンしたと？　しかも、監かん視し静せい観かんさえかけずに」

　藤ふじ崎さきの声は若干の呆あきれを含んでいた。

　リドルトリルサーバ障害の翌日、工こう兵へいはことの顚てん末まつを藤崎にレポートしていた。

　ちなみに梢こずえはＯＳ部長、室むろ見みは社長への説明に駆り出されている。その前は対顧こ客きやくへの説明資料作成、運用チームに対する情報共有、障害時特別対応フローのチェックに忙殺されていた。トラブルの後始末をするため昨夜ゆうべはほぼ徹てつ夜や、仮眠さえまともに取れていない。工兵は半はん眼がんのままうなずいた。

「ゲーム自体は復旧したんですけど監視アラートがガンガン上がりまくって、お客さんの入ったＭＬに障害メールが飛びまくるわ監視用のパトランプは鳴り出すわ、それを聞きつけた社長が怒ど鳴なり込んでくるわで……本当大変だったんですよ、もう」

　恨うらめしげな口く調ちようでつぶやく。意図的にか偶然にか、昨日きのう藤崎は出張で会社を空けていた。電話をかけても繫つながらない。まともにエスカレーションもできないまま、工兵達はＳＥ部の代表として事態の収拾にあたるしかなかった。

　藤崎は「いやぁ」と申し訳なさそうに頭を搔かいた。

「電波の通じづらいビルでねぇ。状況さえ分かっていれば、僕の方でできることもあったんだろうけど。……ごめんね桜さくら坂ざか君、担当でもないのに色々やらせちゃって」

「いや……まぁ」

　工兵は溜ため息いきをついた。

「藤崎さんがいたところで話は同じだったと思いますけど。室見さん、なんの前触れもなくドーンとやっちゃいましたから。梢さん無む茶ちや苦く茶ちや怒ってましたよ。事前に五分でも猶ゆう予よをもらえれば、監視停止なり社内への周知なりできたのにって」

「……まぁねぇ。フェイルオーバーさせるにしても、サーバを生かしたままクラスター設定だけ解除することもできたわけだから。……そこをいきなり落としちゃうっていうのは室見さんも思い切りがよいというかなんというか」

　藤崎は眼鏡めがねをずらし眉み間けんを揉もんだ。

「で？　障害の原因は、あたりついたの？」

「どうもメモリ不良だったみたいです。何枚かささっているメモリーの一枚を抜くと、正常に動いたみたいですから」

「ああ、それは厄やつ介かいだ。メモリまわりの障害は一番よく分からないからね。だとすれば室見さんの判断も間違ってないかな。普通にクラスター設定解除したところで、うまく動かない可能性もあったわけだから」

「……そんな……もんですかね」

　確たしかに、当の室見も「早期の障害復旧が第一」と言っていた。まっとうな切り分けで時間を浪費するくらいなら、多少乱らん暴ぼうでも確かく実じつに事態を収束させられるよう動く。

　──うん、確たしかに筋は通っている、通っているのだが。なぜだろう？　あの時の彼女を思い出すと、癇かん癪しやくを起こした挙げ句突発的にサーバを叩たたき落としたようにしか考えられない。

「とにかく」

　工こう兵へいは疲労も露あらわに語ご調ちようをあらためた。

「リドルトリルの障害はこんな感じです。あと運用引継ぎの件も無事に動きそうです。今週中──遅くても来週頭には室むろ見みさんの稼か働どうを構築作業に当てられると思います」

「え？　そうなの？」

　藤ふじ崎さきが目をしばたたく。

　なんだその反応は……、ひょっとしてうまくいくと思ってなかったのか？

　無言でうなずくと、藤崎は「おお」と低い呻うめき声ごえを漏らした。

「さすが桜さくら坂ざか君、……いや仕事が早いね。ということは室見さんと姪めい乃の浜はまさんは無事仲直りできた感じ？」

「仲直りっていうかなんていうか……あの二人ふたり、もともとそんな仲悪くないと思いますよ。障害対応中もばっちり息揃そろってましたし」

　むしろ本音でものを言い合えるよい関係に思えた。変に言葉を飾り立てたりせず、相手の間違いをずばりと指摘できる間柄。……激げき戦せん区くに投入され、ともに修しゆ羅ら場ばをくぐり、背中を任せ合い生き残ってきた関係。

　戦友──

　不意にそんな単語が脳裏を過よぎった。

　工兵は溜ため息いきをつく。

　自分はいつ室見にそんな風に認めてもらえるのだろう。部下と上司ではなく、ともに戦う仲間として彼女の傍かたわらを歩ませてもらえるのだろう。

　正直な話、今回の件で自分は何もできなかった。横で右往左往し、詭き弁べんを弄ろうし、口先三寸で二人の間を取り持っただけだ。

　本当なら自分が室見の仕事を手て伝つだいたかった。エンジニアとして、口先ではなく技術で問題を解決したかった。だが今回の障害時、傍らで室見を支えたのは自分ではない、梢こずえだった。

　ちくりと胸が痛む。

　工兵は自じ嘲ちよう気味に口元を歪ゆがめた。

　なんだこれは、……ひょっとして自分は嫉しつ妬としているのか？

　あの二人の関係に。技術屋同士の繫つながりに。

　………。

「まぁ、なにはともあれご苦労様。これで一いつ旦たん諸々うまく動き出すかな。室見さんも桜坂君には感かん謝しやしてると思うよ。リドルトリルの件では彼女本当に苦労してたみたいだから」

「感かん謝しや？　……室むろ見みさんがですか？」

　……いやぁ？

　ないんじゃないかな。そんな──天変地異の前触れみたいなことは。

　むしろ余計なことしやがって、殺す──とかなら言われそうけど。

　藤ふじ崎さきは微笑した。

「まぁ彼女のことだから自分からは絶対にそうだと言わないだろうけどね。でも今日きようの朝もね、室見さん、カモメさんに桜さくら坂ざか君のこと話してたよ。あいつもちょっとは使えるようになった、自分の五万分の一くらいは仕事をこなせるようになったって」

「………」

　それ、褒ほめられてるのか？

　微妙な表情で沈ちん黙もくしていると、藤崎はふふっと笑った。

「僕もね、今回の件は桜坂君が動いてくれたからうまく片付いたんだと思うよ。室見さんも姪めい乃の浜はまさんも頑固だからね。どれだけ悪いと思っても、自分からはなかなかそう言い出せないはずだから。そういう意味でも間に立つ人間──桜坂君の存在は大きかったと思う」

「はぁ……」

　そんなものか。

　自分はただ、同僚同士で喧けん嘩かして欲しくなかっただけなんだけどな。居い心地ごこち悪いし、室見さんの機き嫌げんが悪いと結局被害を被こうむるのは自分だし。

　だがまぁ……、結果としてそれがうまい方向に作用したのなら、少しは満足に思うべきなのかな？　藤崎の言う通り。室見の評価通り。

　藤崎は柔和に頰ほお肉にくを緩ゆるめた後、「ところで」と口く調ちようを切り替えた。

「桜坂君、今日は定時で上がれそう？」

　藤崎の問いに顔を上げる。工こう兵へいは首を傾かしげた。

「………？　ええ、まぁそのつもりですけど。昨日きのうも会社に泊まりでしたし──」

「無事問題も片付いたことだしさ、ちょっと一杯飲みにいかない？」

　ぞくり。

　背筋に冷たいものが走る。この会社に入って以来磨かれ続けてきた嗅きゆう覚かく、第六感ともいうべきものが警けい告こくを上げた。彼は表情を強こわばらせ後じさった。

「えーっと……何か相そう談だんごとがあるとかいうわけじゃないですよね？」

　こないだみたいに。

　あの夜のサシ飲みみたいに。

　工兵の問いかけに藤崎は一転表情を暗くした。

「実はシステム開発部の担当者と室見さんがちょっとトラブルを起こしててね──」

「勘弁してください！」

　悲鳴を上げて逃げ出す。

　背後で藤ふじ崎さきの悲痛な呼び声が聞こえたように思えた。




　ラボルームに戻ると、なぜか梢こずえがいた。

　室むろ見みの姿はない。

　特徴的な寝ね癖ぐせ頭あたまに空そら色いろのシャツワンピース、琥こ珀はく色いろの目をした女の子は胸元に書類を抱え周囲を見渡していた。

「梢さん」

　工こう兵へいの呼びかけに梢が肩を震ふるわせる。やや怯おびえたように振り向いて、工兵を認めた瞬しゆん間かん、ふっと表情を柔らかくした。

「桜さくら坂ざかさん」

「どうしたんですか？　ラボなんかに来て。──まさか、また何か問題でも」

「あ、いえ……違うんです。これ、室見さんに返そうと思って。こないだ障害対応の時に使った資料」

　振り向きながら大量の書類を差し出す。……ああ、なんだ。

　工兵は雑然とした室内に視し線せんを走らせた。

「室見さんは……いないみたいですね。まだ社長のところかな」

「そうですか。じゃあしばらく戻ってこないかもしれませんね。分かりました、出直します」

「あ、いいですよ。書類くらい僕が渡しておきますから」

「え、そんな、悪いです」

「悪くないですよ。いちいち出直してもらうのも申し訳ないですから」

　半ば強引に受け取ろうとした瞬間、ふっと指先が触れ合った。

「あ……」

「あ、す、すみません」

　慌てて身体からだを引く。梢は頰ほおを薄うすく色づかせうつむいていた。両手で書類を胸に押しつけもじもじしている。

　工兵はじっと彼女を見つめた。

「あの……梢さん」

「は、はい」

「一つうかがいたいことがあるんですけど。……いいですか」

「………!?　な、なんですか」

　梢はつぶらな瞳ひとみをいっぱいに見開いた。工兵は視線を巡らし、周囲に誰だれもいないことを確かく認にんしてから訊たずねた。

「梢さん、こないだの障害で運用ドキュメントも見ずに対応を進めていったじゃないですか。あれだけ凄すごい実力があるのに、なんでフローや手順書作りにこだわるんですか？　梢こずえさんレベルのエンジニアなら初歩的なマニュアルなんて全然必要ないでしょうに」

「………」

「あの……梢さん？」

　梢は見るも無惨に意気消沈していた。死んだ魚のような目で「はい……」と答える。

「……桜さくら坂ざかさんの頭は仕事のことでいっぱいなんですね」

「……はい？」

「なんでもないです」

　梢は小さく頭を振り、鼻び腔くうから息を漏らした。

「ええっと、……私がなんで手順書にこだわるか、ですか？　単純な話です。私、一度部署を潰つぶしているんです。自分のやれることと会社がやれること、その二つをごっちゃにした結果──」

「え……!?」

　工こう兵へいは目を剝むいた。部署を潰した？　この会社の？

「あ、違います。昔の話で、まだ私が専門学校にいた頃ころのことです。学校の先生に斡あつ旋せんされて、私、地元の小さなＳＩ会社でバイトしてたんです。部署はアウトソーシングサービス部──うちでいうＯＳ部みたいなところでした」

「その部署を？」

「ええ……潰しちゃいました」

　梢は寂しげな笑えみを漏らした。

「当時の私は、学校の知ち識しきを仕事に活いかせるのが楽しくてしょうがなかったんです。覚えた技術はすぐに使ってみて、営業の持ってきた案件はどんな無む茶ちや振ぶりでも受けて。フロー作成は二の次、とりあえず顧こ客きやく満足第一。──そうやって業務をどんどん拡大していったんです」

「拡大……」

「何十顧客も抱えていましたよ。私に頼めば大抵のことはなんとかなる、そういう噂うわさが社内で広がってましたから。お客さんからも姪めい乃の浜はまが担当につくならって評価されて、……いい気になってたんでしょうね。私以外誰だれもできない対応をこつこつ積つみ上げて、非定型フローを山のように作り上げて。それで──」

　破は綻たんしました。

　と彼女は言った。

「就しゆう職しよくが決まって会社を辞める時になって、自分のやっていたことをチームのメンバーに引き継ごうとしたんです。でも……無理でした。スキルレベルや業務経けい験けんのまったく異なるメンバーに柔軟な判断、対応を求めても『分からない』と言われるばかりだったんです」

「………」

「時間がないからそれでも無む理り矢や理り引き継いで、いえ、引き継いだことにして私は会社を辞めました。崩ほう壊かいは……一いつ瞬しゆんだったみたいです。オペレーションミス、障害対応の長期化、復旧作業のもたつき──。物もの凄すごい量のクレームがきて、結局その会社の運用案件は丸ごと別の会社に巻き取られました。部署は消滅して、所属していた人も残らず解雇されたみたいです。……本当に、一人ひとり残らず」

「梢こずえさん……」

　彼女は唇を嚙かみしめ、何かを堪こらえているように見えた。小さな拳こぶしをぎゅっと握りしめ荒い息を漏らす。

「それを聞いて私決めたんです。自分一人がいくら技術を磨いてもしょうがない、チームをまとめフローを整せい備びし、組そ織しきとして運用を行うこと。そうすれば誰だれか一人いなくなってもサービスレベルは落ちない。会社として同じクオリティの運用を継続的に提供できる」

　でも──と彼女はつぶやいた。

「駄だ目めなんです、私ずっと一人で仕事してたから、チームの仕事とかよく分からなくて。一いつ生しよう懸けん命めいやればやるほど周りの人とぶつかって、ＳＥ部の人達とも喧けん嘩かばかりだったし。……どうしたらいいか分からなくなってて。……そんな時ですよ、桜さくら坂ざかさんが声をかけてくれたのは」

「ぼ、僕……？」

　梢はこくりとうなずいた。

「桜坂さん、私のこと『仲間』って言ってくれたじゃないですか。あれで本当救われた気がしたんです。私、同じ会社の人って部下か上司か、敵か他人かしかいないと思ってましたから。同じ目的に向かって一いつ緒しよの立場でやれる人がいると分かって……本当に嬉うれしかったんです」

「………」

　工こう兵へいは息を吞のんだ。自分の気軽な発言がそこまで彼女に影えい響きようを与えていると思わなかった。今でこそ分かる。同じ会社だからといって全員が一つの方向を向けるとは限らない。部署毎、担当者毎、プロジェクト毎に様々な立場が存在し有限のリソースを奪い合っている。仕事に一生懸命であればあるほど、責任を持てば持つほど、他部署への調ちよう整せいは余裕を失い高圧的になっていく。誰も喧嘩したくてしているわけではない。顧こ客きやく満足や会社の方針、仕事の品質にコスト、相反する要素をやりくりした結果、社内の人間関係が犠ぎ牲せいになっているだけだ。自分はそんなことも分からず、ただ青臭い正義感と倫りん理り観かんで『仲間』という言葉を振りかざしていた。

　笑えるぐらいの世間知らず、恐れを知らない幼児のような言動。今すぐ過去の発言を撤てつ回かいし、梢に謝しや罪ざいしたいくらいだ。

　だが──

　工兵はそっと梢の手を取る。小さく肩を震ふるわせる彼女に、彼はまっすぐな視し線せんを向けた。

「桜坂……さん？」

　工兵は力強くうなずいてみせた。

「何度だって言いますよ。僕と梢こずえさんは仲間です。ＳＥ部とかＯＳ部とかそんなの関係なく、このスルガシステムという会社で働く同僚です。それはもちろんこれから一いつ緒しよに仕事をしていけば衝しよう突とつする時だってあるでしょう。意見を違たがえて険悪になる時がくるかもしれません。でも案件や障害対応、同じ目的に向かって協力し合う関係は変わりません。だから──遠えん慮りよせずぶつかってきてください。変に気をつかったりせず、本音で、繕つくろうことなく」

　そう、室むろ見みと接する時のように。

　もてる技術と知力の限りを尽くし彼女の信念を貫いてきて欲しい。

　対等な立場で向き合って欲しい。

「……ぁ」

　梢の唇が開く。彼女は瞳ひとみを揺らし工こう兵へいの視し線せんを受け止めた。

「桜さくら坂ざかさん……」

　細い指が工兵の腕をつかむ。片手で書類を胸に押しつけたまま、梢は工兵に身体からだをすり寄せてきた。

　ふっとシャンプーのよい匂においが鼻び腔くうをつく。白く血色のよい顔が間近に迫った。工兵は彼女の頰ほおにかかった髪をそっと払いのけてやった。

「……桜坂さん」

「梢さん」

「さくらざか……さん」

「梢さん──」

　梢の目が閉じる。彼女はこころもち顎あごを持ち上げ、伸び上がるように踵かかとを浮かせた。

　………。

　って、いやちょっと待て。

　なんだこのシチュエーションは。

　あれ？　自分は彼女と会社の話をしていただけなのに。なんでこんな甘酸っぱい状況になっているんだ？

　慌てて身を退ひこうとするが梢の手はがっちりと工兵をつかんでいる。双そう眸ぼうを閉じ、長い睫まつ毛げを伏せ、工兵の反応を待ちわびていた。

　ごくりと工兵は唾つばを飲んだ。

　えっと、どうしたらいいんだろう。ここで彼女を突き放す──のも悪いし、無む理り矢や理り仕事の話を始めるのもおかしいし。……流れに身をまかせる？　え、ま、まぁ誰だれも見てないけど。いいの？

　視線を左右に走らせる。咳せき払ばらいを一回、彼女の肩をつかむ。

　うんそうだ。

　額ひたいに軽くキスしてそれで終わりにしよう。それなら場も繫つなげるし、一いつ旦たん状況を仕切り直せる。

　工こう兵へいは深々と息を吸った後、彼女の髪を搔かき上げ、白く光る額ひたいに唇を近づけ──




　ガシャン




　金属が床に落ちるけたたましい音が響ひびいた。

　恐る恐る振り向く。

　ラボの入り口に小柄なシルエットがあった。腰まで伸びる長い髪、らんらんと光る吊つり気味の眼め、桜さくら色いろの唇は歪いびつに捲まくれ上がり鋭するどい犬歯が露あらわになっている。足下には今落としたと思おぼしきノートＰＣ。大判の液晶が広がり床に伏せっている。

[image: ]

　彼女──室むろ見み立りつ華かは頰ほおを小刻みに震ふるわせ「へぇええ」とつぶやいた。

「……社長がね、今回の件、私だけ説明に来ても駄だ目めだ、あんた達二人ふたりも呼び出せとか言い始めたのよ。それをなんとか押おし止とどめてたっぷり二時間……いえ三時間かしら。私は一人ひとり虚むなしく社長のお言葉を聞いてたわけ。無む駄だな時間をあんた達に使わせくなかったから。あんた達はあんた達で絞られていると思ったから。必死で我慢して反はん論ろんひとつせず座っていたのよ。この私がよ？　それでようやくのこと解放されて戻ってきたと思ったら──」

「む、室見さん違うんです、これは」

　慌てて抗弁するが室見の眉まゆはびきびきと吊り上がっていく。額に青筋が浮かび般はん若にやのような形ぎよう相そうとなっていた。

「か、会社で……しかも私のラボルームでキ、キ、キ、キスとか……！」

「キス程度、何がいけないんですか？　私と工こう兵へいさんはもっと深い絆きずなで結ばれているんですよ」

「何言ってるんですか、梢こずえさん!?」

　工兵の弁解は、だがしかしまったく顧かえりみられることもなかった。

　室むろ見みがどこからともなくドライバーを取り出す。梢も顔から表情を消し傍かたわらの机からサーバのマウントレールを取り上げた。

　室見は挑むような前傾姿勢で唇の端を吊つり上げた。

「やっぱり……あんたとは一度きちんと決着をつける必要がありそうね」

「それはこちらの台詞せりふです。室見さんみたいな乱らん暴ぼう者ものに桜さくら坂ざかさんは任せておけません。いい機き会かいです。今日きようこの時をもって桜坂さんはＯＳ部に引き取らせていただきます。……必要とあらば力ずくでも──」

「やれるものならやってみろ！」

「言われなくてもっ！」

　だんっと床が震ふるえる。椅い子すが倒れ、埃ほこりが舞まい飛び、卓上の機材がこぼれた。乱れ飛ぶ書類や工具を眺めながら工兵は天てん井じようを仰いでいた。




　──うん、見習ってよいところといけないところは区別する必要があるな。この二人ふたりを目指すにしても。




　あと彼女達から学べないことは自力で覚える必要がある。たとえば……そう、ドライバーとマウントレールで切り結ぶエンジニアを止める方法とか。

「こ、工兵さんは私のパートナーなんです！　生涯の！　そこは譲ゆずれません」

「はぁ!?　こいつは私の部下、つまり所有物よ。私の許可なく誰だれかについてけるはずないでしょ！　バカじゃないの!?」

「バカはあなたです！　所有物とか、工兵さんをモノ扱いしないでください！　工兵さんは……工兵さんは私のモノですから！」

　どっちのでもねーよ！

　悲鳴のような突っこみも虚むなしく、飛来した段ボールが部材の棚を直ちよく撃げきする。乱雑に積つみ上げられていたスイッチ類が雪崩なだれを打ち床に落下した。

　工兵は額ひたいを押おさえ、とりあえずカモメを呼ぶためにラボルームを退散した。







　あとがき




　過日、北きた関かん東とうの某所を訪れる機き会かいがありまして、──いやまぁ用件自体はただの買い物だったのですが、初めての町だからと方々歩き回っていたところひどく嫌いやな感じに襲おそわれました。不安と言い換えてもいいでしょうか。周囲の町並を眺めているだけで胸中に暗雲がたちこめてくるのです。もくもくと、ざわざわと。やばいやばい、ここから逃げなきゃ。立ち去らなければ。手遅れにならないうちに。──

　すわ第六感か、はたまた予知能力の開かい眼がんか──厨ちゆう二にっぽく身構えた僕ですが、ややあって一つの記き憶おくに思い至りました。そう、十年以上昔、僕はこの町に通っていたのです。町外れのデータセンターに、トラブル対応で、二週間ほぼ毎日のように。

　トラブルの詳細はもう覚えていません。ただいつ終わるとも知れない切り分け作業の間、客の視線がひたすら痛かったことを覚えています。当時僕は駆け出しの作業員で、切り分けといっても本社エンジニアの指示に従いコマンドを打ち込むくらいしかできませんでした。ですが客からは当然自社の代表・技術窓口と見なされます。「いつから使えるようになるんですか？」「何が悪いんですか？」と訊きかれる度たび、顔が引きつり、冷や汗が流れ、心しん臓ぞうがばくばくと脈打っていたものでした。

　──なるほど、記憶を探ってみると町並のあちこちに見覚えがあります。駅前のロータリーやコンビニ、喫茶店、パチンコ屋の看板、いずれも疲れ果て帰宅する際、目にした風景でした。

　結局、洒落しやれにならないくらい気分が重くなったので早々にその町を退散しました。多た分ぶんしばらく訪れることはないと思います。駅前のゲーセン、ＭＦＣ１００円２クレジットでかなりよさげだったんですが。……ううむ。




　心的外傷──いわゆるトラウマのフラッシュバックは「場所」も関係するようで、特に初めての土地で酷ひどい目にあうと、他ほかに薄うすめられる記憶もないため悪い印象が強烈に残ってしまうそうです。結果、件くだんの町を訪れるだけで（あるいは地名を聞くだけで）過去の悪夢が蘇よみがえってしまうんだとか、──なんとも厄やつ介かいなメカニズムですが人間の心はそんな風にできてるらしいです。

　悪いことに僕の全国行あん脚ぎやはほとんど新人時代の現地作業でして、そのため日本各地津つ々つ浦うら々うらにトラウマポイントが存在しています。いやもう本当凄すごいですよ。北は北ほつ海かい道どうから南は沖おき縄なわまで。よくぞこれほどと思うくらい全国に飛ばされ、そのほとんどでトラブルにまきこまれていたんですから。ていうか現地についたら設置機き材ざいがないとかどういうことですの？　送った言うてましたがな、主任。バイク便で送るって、ここ博はか多たですよ？　え？　航空便で送るから泊まって受け取れ？　明日あした、僕大おお阪さかで作業なんですけど。──

　………。

　そんな感じで色々切ない記き憶おくがあるので、実は旅行先を決めるのも一苦労だったりします。先日も年の離はなれた後こう輩はいが「どこか旅行に行きませんかー」と誘ってきたのですが。




後輩「札さつ幌ぽろとかどうですか？」

僕「いやぁ……札幌はちょっと」（回かい線せん手配ミスの記憶が……）

後輩「じゃあ沖おき縄なわは？」

僕「それもちょっと……」（ラックスペース足りなかったなぁ）

後輩「じゃあ近場で。焼やい津づでお寿す司しなんてどうですか」

僕「焼津！」（ダークファイバー怖い）

後輩「えー、じゃあもううちの地元にします？　三み重え県けんなんですけど」

僕「三重のどこ？」

後輩「伊い賀が上うえ野のです」

僕「なんて恐ろしい……！」

後輩「………」




　結局、遠方はあきらめ群ぐん馬ま県けん某所を訪れることになりました。ただよく考えるとそこって某メーカーのデータセンターがあった所っぽいんですよね。ていうか過去の案件資料はことごとく処分していますし（守秘義務というやつです）本当のところ自分がどこで作業していたかなんて行ってみないと分からないんですけど。願ねがわくば駅を降りた瞬しゆん間かん、障害の記憶がフラッシュバックしてきませんように──

　あ、ただ一番フラッシュバックが起こるのって実はこのシリーズ書いてる時なんですよね。過去のトラブルを思い出しつつ書いてますし、今も後頭部のあたりがチリチリと痛んでますし。ああもう本当、この胃の痛みは久しぶりだな。脇わき腹ばらのあたりとか。しくしく締しめつけられるような……って痛い、マジで痛い！　メディック！　メディーック！




　──などなど言いつつ、おかげさまで本シリーズもこうして続刊の機き会かいをいただけましたので、今後も心が折れない程度に頑張っていこうと思います。打倒トラウマ。えいおー。




　最後になりますが、度たび重かさなる改稿に根気よくお付き合いくださった編へん集しゆうの湯ゆ浅あさ様、美び麗れいなイラストで本を彩ってくださったイラストのＩｘｙ様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感かん謝しやを捧ささげたいと思います。ありがとうございました。





二〇一〇年八月　夏なつ海み公こう司じ
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夏なつ海み公こう司じ

兵庫県出身、東京都在住。『葉桜が来た夏』（電撃文庫）で第14回電撃小説大賞選考委員奨励賞を受賞、デビュー。ジャンクフード生活が続いたので試みにサプリメントを摂取してみたところかつてない程の健康体に。ちょっと待った、ずっと栄養失調だったのか、自分。
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Ｉｘｙイクシー

プログラムも絵も思ったとおりにはいかなくて

ツールのせいとかにしちゃう事もあるけど

結局自分がかいたとおりにしかなってないからしょうがない。
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